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『百円硬貨、どちらが表でどちらが裏か知ってる？』

　俺おれはつい最近まで数字の書かれてある方が表だと思っていたが、違うらしい。桜の花が描かれてある面が表。数字面が裏だそうだ。十円玉は平びよう等どう院いん鳳ほう凰おう堂どうが表。ビョウドウインホウオウドウ。これをすらっと言えるとちょっと気持ちいい。……そうでもないか？

　それはさておき。

　考えてみれば、世の中には表と裏がたくさんある。オセロも表裏がどっちかわからないけど、将棋の駒こまはわかるだろ？

　物だけじゃなく、たとえば昼と夜とか。雨と晴れ。男と女。太陽と月……は、違うか。人の性格にだって表と裏はある。笑顔の裏には悲しい顔もあるし、その逆もある。一つの事柄を一つの角度から見るのではなく、もっと多角的に捉とらえなければならない。

　だけど。

　表だろうと裏だろうと百円が百円であることには変わらない。

　それが昨日まで千円札だった百円でも、明日には五百円に成長する百円だとしても。



    

  
    
      


　一章　十一月二日





　たとえば。

「自分は超能力者で、それ故に複数の美少女から求婚されて毎日大変なんです」

　と、言うヤツがアンタだとして。

　そんな奇妙で慌ただしい毎日が急に静かになったら、どう思う？



　俺おれの名前は、佐さ々さ木き与よ四し郎ろう。自己紹介も三回目になると、そんなに面白くもないな、と思えてくるこの名前のことなど何かと悩み多き男子高校生だ。

　今現在も、悩んでいる。

「うん……」

　生徒会室の前。腕を組みながら、机の上に置かれた箱を睨にらむ。

　箱にはデカデカと『ミスコン投票箱』と記されてある。その横には小さめの字で投票の締め切り日も記載されてある。

　締め切り日は、十一月二日――つまり、今日。

　ミスコンとは明日の文化祭で行われる目玉企画のこと。数年前までは、舞台に上がって自己アピールをして審査員が～的なことをしていたけど、クレームや注意が殺到してなくなったらしい。今はこうして生徒から募ったアンケートの結果を発表するという健全な形になった。それでも、この手のイベントは生徒から人気がある。特に男子から。

　ブレザーのポケットに手を突っ込み、中にある投票用紙をさわる。

　まだ誰だれの名前も書いていない。

　この用紙は生徒全員に一人一枚ずつ配布された。もちろん、無記名投票が決まりだし、投票の義務もない。ただまあ、だからといって投票しないのは生徒として、なにより男として面白味に欠けるだろ？

「うん……」

　さてさて、誰に投票するべきか。

　俺が誰かに投票するってことは現時点で結婚相手に一番近い人ということに……なんて図に乗った悩みではない。

　単純に誰かを決めあぐねている。俺の周りには我が校のミスに相応しい容よう貌ぼうの人が多すぎるんだ。

「あ。佐々木くん」

　甲高い声で呼びかけてきた女子生徒もその中の一人。

　管かん崎ざきヒカルだ。

　今は『浅あさ野のヒカル子こ』という名で学校に通っている元・美男子。

「投票したの？」

「まだ」

「しないの？」

「する、つもり」

「ふぅん。じゃ、お先に」

　ヒカルが投票箱に用紙を入れる。

「誰だれにした？」

「それは内緒だよ」

　俺おれは数秒間、投票箱を睨にらみつけてから、背を向ける。

「あれ？　投票は？」

「もう少し考える」

　三階から二階へ階段を下りて、ヒカルと並んで廊下を歩く。

「まあ、今年はナナさんで決まりだろうな」

「そんなのわかんないよ。なんてったってニーナさんがいるしね。ボクはナナに優勝してほしいなと思ってるけど」

「……内緒じゃなかったのか？」

「あ」

　ヒカルは舌を出して照れ笑い。そんな仕草を横目で見ながら、お前もいるしな、と心の中で呟つぶやく。

　なんてったって、パッと見じゃ天使である姉と見分けのつかない美少女だ。見分け方は髪の長さと胸の大きさ。ヒカルの方が短くて大きい。でもって、性格はこの通り。

　そんなヒカル子ちゃんは「管かん崎ざきさんは美人だけど怖い」とか「ニーナちゃんもあのハイテンションがちょっと……」などと思っていた大人しい系男子を中心に人気が急上昇中。ナナさん・ニーナという二大勢力を脅おびやかす、さながら漢中王を宣言した劉備玄徳りゆうびげんとくのごとき存在。我が校は今まさに三国時代を迎えている！　……って、何だこの説明？

　ちなみにヒカル子ちゃんが「元・ヒカル」であることには誰も気づいてない。

　校舎と部ぶ室しつ棟とうを繋つなぐ渡り廊下に差しかかり、冷たい秋の風が頬ほおを叩たたく。それでもあえて歩幅を狭めて歩き、校庭を眺ながめる。

　寒空の下、明日に迫った文化祭の準備に追われる生徒たちの姿がある。

　釘くぎを打つ音。ペンキの匂におい。怒声と笑い声。バンドマンがかき鳴らすギターの音……。もしかしたら、祭りというのは、それが始まる前が一番楽しいのかもしれない。

「ね、ねぇ、佐さ々さ木きくん……」

　劉備ヒカルが俯うつむいて指先をモジモジと遊ばせている。

「あ、あのさ、まだ投票してないなら、ボクにしてみたら、どうかな？　あ、いや、全然深い意味はないよ。うん。全然……」

　うわ。劉備りゆうび、超可愛かわいい。この恥じらいとか慎つつましさがナナさんとの決定的な違いだよね。まあ、曹操そうそうには曹操の魅力があるんだけどさ。

「えっと、まあ、そう、だな……というかさ」

　俺おれはしどろもどろになりながら、話題を転換させる。

「衣装合わせはしなくてもいいのか？」

「え？　何それ？　ボクそんなの聞いてないよ？」

「お前って、そういうこと多いよな」

「……ナナがちっとも教えてくれないんだもん」

　ヒカルがぷくっと頬ほおを膨ふくらませ口を尖とがらせる。まいった。この劉備、超強い。体がくすぐったくなる。胸の奥がもにょもにょしてくる。

　でもなあ。どうにも慣れずにいるんだよな、ヒカルがヒカル子こであることに。いまいち距離感が掴つかめないというか。「なに言ってんだよ、気持ちわりぃな」と邪じや険けんに振る舞えていた白ゴボウ時代の方が正直、付き合いやすかった。

　――なんてことを考えていると。

「わっ、ちょっと、ダメだよ！」

　ヒカルが女から男（ヒカル子からヒカル）に『変身』した。

　これが今のヒカルの能力。ヒカルは自分が超能力者であることを知ってから、その力がちょっとだけ変化した。



    

  
    
      



    

  
    
      『能力を自覚することによって、大きいけど潜在的だった力に枷かせがかかった』

　と、ナナさんは解説をしてくれたけれど、それだとよくわからないので（俺おれだけか？）簡単に説明すると――

　自分の意志で力を使えない、というのは変わってない。変わったのは『俺の願望にしか反応しなくなった』ということ。ナナさんや家族の方が何を願っても変身しなくなった。その理由はきっとヒカルが俺のことを前よりも……んまあ、それはひとまず置いといて。

　ロボットみたいになる、と言っていた変身後の性格も、ヒカルのままでいられるようになった。

「ごめんごめん」

　と言いつつ、ちょっと意地悪をして《ナナさんになれ》と念じる。すると……

「ああっ、やめてよ！」

　ナナさんになる。ナナさんだとあまり違いがわからないので《ニーナに》と念じると、

「佐さ々さ木きくん！　ダメだってば！」

　ニーナになる。パッと瞬く間に切り替わる。俺がヒカルというテレビのリモコンを持っているような感じ。

「それにしても完かん璧ぺきなコピーだなぁ」

「眺ながめてないで早くしてよぉ！　こんなところ誰だれかに見られたら……」

「わかったわかった」

　また念じて『ヒカル子こちゃん』に戻す。念じて――と言ってるけど、そんな大おお袈げ裟さなものではなく、わりと簡単に変身させてしまう。だから、滅多なことを想像できなくて結構面倒なんだ、これが。

　さらに説明を続けると、変身後のヒカルはそのまま放っておいても時間が経てば元の姿に戻る。変身していられる時間は約十分。もひとつ付け加えると、俺やナナさんなど超能力者に変身しても「能力のコピー」まではできなくなった。

　以上、説明終わり。長くてゴメン。

「もう、ボクの体で遊ばないでよ……」

「変な言い方するなよ。さっきからお前のセリフだけを聞くと、とってもイケナイことをしているみたいじゃないか」

　あながち間違いでもないけど。

「あ、ゴメン、もちろんそういう意味じゃ……うっ！」

　ヒカルがまだるっこしい謝罪の途中で、お腹を押さえて小さく呻うめいた。

　おっと。ヒカルの副作用を説明するの忘れてたな。

　ヒカルの副作用は、ナナさんと同じアレだ。

「……ト、トイレ行ってくるね。で、でも、あっちじゃないよ？　小さい方だよ？」

　ナナさんも同じこと言ってたなぁ。

「わかってるから早く行け。てゆーか、ゴメンね？」

「ううん、気にしないで。だって、小さい方だから、全然平気だから……」

　顔面蒼そう白はくの脂あぶら汗あせダラダラ状態でヒカルはトイレへと旅立った。

　渡り廊下を過ぎ、ミシン部（ミステリー研究＆写真部）の部室に到着。

　部室には誰だれもいない。

　我が校の文化祭では、文化部員は部の活動に専念することと定められている。今、他の部員と顧問は文化祭の準備をしている。

　俺おれには仕事がない。決してサボっているわけではなくて、本当にすることがないんだ。その理由はすぐにわかるよ。

　カバンの中から携帯用の将棋盤と、詰め将棋の問題集を取り出す。盤上に駒こまを並べて、問題に取りかかる。

　そうして考えること五分。

「うん……」

　また悩む。唸うなる。あと四手で詰めるらしいけど、さっぱりわからない。

　ガラッ！　とドアが開いた。その開け方で見なくても誰かわかるけど、入り口を確認。

　立っていたのは、本日も不機嫌さ丸出しの無愛想仏ぶつ頂ちよう面づら。

　やっぱり木き元もと二ふた葉ばだった。

　二葉はトレードマーク化しているヘッドフォン姿の険けわしい目つきで俺をひと睨にらみして、無言のまま音もなくスタスタと歩き、定位置となった窓際の隅っこに座る。

「おはよう。って、もう昼すぎだけどな」

「……」

　二葉は窓の外を見て、返事をしない。

「挨あい拶さつぐらいしろよ」

「……お前一人か？」

「ここに来る途中まではヒカルと一緒だった。というか、挨拶は？」

　二葉は気け怠だるそうに視線を窓の外から戻して、それでも俺ではなく将棋盤を見る。

「……将棋？」

「うん」

「………」

　ここでようやく俺の顔を見る。遠くを見るように目を細めて。ジーッと。

「何だよ、その『バカのくせに』みたいな顔は？」

「心を読むな」

　むうう、本日も絶好調でイヤなヤツだ。そして挨拶はどうした？

「二葉、この問題わかる？」

　と訊きくと、二葉はふるふると首を横に振りながら、

「将棋のルール知らない」

「へぇ。お前にも知らないことがあるんだな」

　厭いや味みじゃなくて素直な感想なのに。

「黙れ。興味がないだけだ。それでもお前には勝てるけど」

　コイツの悪態にはもう慣れたつもりでいたけど、さすがにカチンときた。こんな性格だから実力はあるのに三強に入れないんだ。少しは劉備りゆうびを見習え。この呂布りよふめ。

「そこまで言うなら勝負するか？」

　二ふた葉ばは小さく頷うなずいて、対面に移動してきた。どこまでもなめてやがる。

　ルールを簡単に説明してから、対局開始。

　静かな部室にパチ、パチ、と駒こまを打つ音が響く。

　さすがに二葉は物覚えが早い。初心者的なミスもなく的確に指してくる。だが、所しよ詮せんは初心者。当然ながら俺おれが優勢にすすめて、二葉は長考に入った。

「二葉、衣装合わせは？」

「……喋しやべるな。気が散る」

「質問に答えろよ」

「……あんなもの着ない」

　二葉が不愉快そうに「あんなもの」と言ったのは、ウェイトレスの衣装のことを指す。

　そう。

　我らがミシン部は明日の文化祭で喫茶店をやることになっている。ミステリーも写真も関係のない出し物だけど、

『みんなのウェイトレス姿が見たいんだ！』

　という部長・山やま田だの懇願に女性陣は渋々ながらも「その代わり何にも手伝わないから」という条件つきで了承。でも二葉は最後まで納得していない様子で眉まゆ根ねを寄せていた。

「もう明日なんだからさ、文句言わずに参加しろよ」

「……黙れ」

　二葉がようやく駒を動かした。ほう、なかなかいい手だ。やはり筋がいい。ならばこれはどうだ？　……と、対局は続く。

　五十二手目。

「う、ううん……」

　後手・佐さ々さ木き与よ四し郎ろう、長考に入りました。

「どうした？　早く打て」

「し、喋るな。気が散るだろ」

　なぜだ？　なぜ将棋歴十年の俺が将棋歴十七分の二葉に追い詰められる？　追い詰められるってゆーかこれもうあと四手で詰……いやいや！　そんなはずはない！

「さっさとしろ、のろまゆ毛。退屈だ」

「………………………参りま――」

　屈くつ辱じよくの宣言をしかけたその時。

「ヨシロー！　見て見てー！」

　バーン！　と壊しかねない勢いでドアを開けて、ニーナが入ってきた。

　その後ろにちょっと恥ずかしそうな柊ひいらぎちゃんと、ちょっと怒り気味のナナさん。

　三人ともウェイトレスの衣装を身にまとっている。ふわふわの白いブラウス。青と白のギンガムチェックのエプロン。これまたふわふわのスカートの丈は、きっちりとミニ。

　そんな三人の艶あで姿すがたを拝見した俺おれは、

「おおっ！」

　もう一回、

「おおおおっ！」

　歓喜の声をあげた。

「どない？　ウチらめっちゃ可愛かわいくない？」

　可愛い。超可愛い。超絶可愛いよコンチクショー。

「可愛い！　超可愛い！　超絶可愛いぜコノヤロー」

　心の声がちょっとだけアレンジされて口から羽ばたいてしまった。

「えへへへ」

　ニーナがくるっとその場で回転。エプロンとスカートがなびいて、むっちりと健康的な太ももが垣かい間ま見える。実は、金髪碧へき眼がんのニーナに日本的なウェイトレス衣装が似合うのか不安だったんだけど、杞き憂ゆうだった。むしろこれこそが正当なウェイトレスさんだな。

「あの、ほ、本当に、似合ってますか……？」

　と、自信なさげな柊ちゃんも文句ナシだ。いかにも仕事のできなさそうな感じがグッとくる。教師までこんな格好をする必要あるのか、という疑問も吹き飛ぶ。

「可愛いとか似合うとか、そんなの最初からわかってるわよっ」

　怒りつつもまんざらでもないご様子のナナ姫様。ホント、何を着ても似合うな。初対面の時から思ってたけど、その美脚にミニスカートは反則です。あとニーハイソックスも。ごちそうさまです。曹操そうそうとか言ってごめんなさい。

「素晴らしい！」

　もう一回、

「本当に素晴らしい！」

　立ち上がって拍手までした。

　それに比べて……と向かいに座っている二ふた葉ばを見る。

「しっかりしろよ！」

「はあ？」

　二葉はこれでもかというぐらい眉まゆ根ねを寄せて睨にらんでくる。超絶怖い。

「い、いや、お前だって見てくれは悪くないんだから、きっと……」

「………『参りま――』の続きは？」

「う……」

　くそ。あわよくば勝負をうやむやにしようと思ってたのに。

「あら？　将棋？」

　ナナさんが将棋盤を眺ながめ、ややあってから、パチ、と勝手に俺おれの駒こまを動かした。

「む」

　何でお前が、という顔をしながら二ふた葉ばが打つ。すかさずナナさんが次の一手。また二葉、高速でナナさん、やや考えてから二葉、二葉が打ったと同時にナナさん……

「はい。詰み」

　姫は、俺が脳をフル回転させても見えなかった勝ち筋をいとも容易たやすく見出した。

「ナナさん、将棋強いですね」

　じゃあこれは？　と解けなかった詰み将棋の問題を訊たずねたら四秒で正解なさった。才色兼備とは彼女のためにあるような言葉だな。

「……詰みって何だ？」

　と、二葉がナナさんのスカートを引っ張る。

「そんなことも知らないの？　つーか、スカートずらすな！」

「コイツ、さっきルールを覚えたばっかりで」

　そう説明すると、天使様はニヤッとデビルスマイルを浮かべた。

「詰みっていうのは、もう負けが確定している状態のことよ。こういう時、負けた方は、参りました貴方様の完勝です私のようなクズと勝負して頂いて心から感謝しますって言いながら土下座するのよ。さあ、やってごらん？」

　今にも「うわははは」と高笑いしそうな顔で、人差し指をくいくいと動かし、嘘うその礼儀作法を強要する。二葉はギリギリと奥歯を鳴らしてから、

「……負けてない」

「もう詰んでるんだって」

「まゆ毛のレベルに合わせてやってたから。最初からやれば負けない」

「なに言ってんの？　私がアンタに負けるわけないじゃん」

「勝負」

「……やってやるよ」

　二葉とナナさん、対局開始。しかしまあ、将棋でここまで殺伐とした空気をつくるのも凄すごいな。

　その頃ころ、部室の片隅では。

「も、もう、ニーナさん、やめてって……あん！」

「うわははは、よいではないか」

　ニーナが高笑いをしながら柊ひいらぎちゃんのスカートをぴらぴら捲まくって、悪代官ゴッコに興じている。ニーナは楽しそうだけど、柊ちゃんは本気で嫌がっている。

　まったく、二組とも仲がいいんだか悪いんだか……。

　と、そこへ。

「素晴らしい！」

　もう一回、

「本当に素晴らしい！」

　俺おれとまったく同じセリフを叫びながら山やま田だが部室に入ってきた。高々とガッツポーズをしている分だけ山田の喜びの方が大きいかもしれない。

　だが、女性陣のリアクションは俺の時と大違い。完全なシカト。ナナさんや二ふた葉ばはまだしも、親衛隊長を務めているアイドルにまで嫌われているのは、いくら山田とはいえ不ふ憫びんになってくる。そのアイドルが俺のそばに来て、

「なあヨシロー、ウチ、胸が目立ちすぎやと思わん？」

「うぇ？　い、いや、まあ、それは……」

　俺は軽くテンパりながら、改めてニーナの衣装を眺ながめる。確かに目立つ。エプロンの上に乗っけている、といった感じの豊かな二つの膨ふくらみは、今にもブラウスのボタンを弾き飛ばしそうだ。けしからん。まったくもってけしからん胸だ。

「それはそれでいいと思うぞ」

「それやったらエエねんけど、でも、これちょっとキツイねんなぁ」

　ニーナは両手で胸をむにゅむにゅと動かす。

「あ、私も、もう少しゆったりしてた方が……」

　柊ひいらぎちゃんも恥ずかしそうに胸の部分を押さえている。言われてみれば二人ともブラウスの一番上のボタンが苦しそうである。サイズが小さめなのかな？

「…………わ、私も」

　将棋盤を見つめながらナナさんがおっしゃった。

　……うん。もちろん、みんな思ったよ。アンタと同じことを。だが、それはあえて口にしなかった――のに。

「うわははは。管かん崎ざきさんは大丈夫でしょ」

　己の存在をアピールするためか、それともただの命知らずか、山田がほざいた。

　ナナさんはゆらりと立ち上がり、静かに歩み寄って、山田の顎あごに右フック一いつ閃せん。

　カクン、と白目を剥むいて無謀なチャレンジャーは膝ひざから崩れ落ちた。

「ちょ、ちょっとナナさん、いくら何でも今のは――」

「あぁん？」

　山田の元に駆け寄った俺を悪魔が見下ろす。

「………今のは山田が悪いですね」

　フン、と鼻を鳴らしてナナさんは再び対局に戻った。

「おい山田、大丈夫か？」

　パシパシと頬ほおを叩たたく。山田はすぐに目覚めたけど「何があったの？　なんだかとっても気持ちいいんだけど？」と軽度の記憶喪失に見舞われていた。その後、一分ほどで記憶を取り戻してから、

「佐さ々さ木きくん、ちょっと話があるんだ」



　俺おれだけを渡り廊下まで連れ出した山やま田だは、しきりに周囲を警戒してから、

「これを見て」

　手に持っていた大きな紙袋を渡してきた。その中身はというと……

「……何だよ、これ……？」

「衣装だよ」

　その通り、衣装だった。ウェイトレスのではなく、他の種類の。目についたのを挙げていくと……白衣、チャイナ服、巫み女こさん、体操服……などなど。

「僕が普通の喫茶店をやると思う？」

　俺は山田の地味な文化部員面といわゆるコスプレ衣装を交互に見つめながら、

「山田……お前は……どこまでも……ホントにどうしようもなく……」

　すう、と息を吸い込んで続きを叫ぶ。

「素晴らしい男だな！」

「まあね」

　俺と山田、がっちり握手。

「これらを彼女たちに着せようってことか？　そういうことでいいんだな？」

「そういうことでいいんだよ」

　俺はさらに強く山田の手を握にぎりしめる。君こそミスター文化祭だ！

　――と、茹ゆだりかけた頭から足先に向かって悪寒が走り抜けた。悪寒ではなく、イヤな予感。俺は慌てて山田の手を放す。

「お前……まさか……？」

「説得して」

「断る！」

　光の速さで拒否。

「頼むよ」

「イヤだ！　自分でやれ！」

「僕はまだ死にたくない」

「俺だって死にたくない！」

「佐さ々さ木きくん、一つぐらい仕事してよ」

「う……いや、でもそれはお前が……」

「僕、ここのところ徹夜続きなんだよね……同じ部の仲間だったら普通はさぁ……」

「……わ、わかったよ。やってみる。骨は拾ってくれよ」

「あと衣装の最終的な調整をしたいから、みんなの胸のサイズを聞いて」

「ふざけんな！　そんなことをしたら骨すらも砕かれて――」

「何のために小さめのブラウスを渡したと思ってるんだよ！」

「知るか！　つーか、やっぱりか！」

「仕事してよ」

「ぐぅぅ……」

　せめて何カップかだけでも訊きけ、と念を押してきた。

　この野郎、何も手伝わないの条件からきっちり俺おれだけを除外してやがる。



　ドアの前で深呼吸を十五回と神様にお祈りをしてから、部室に入る。その直後。

「みなさーん、佐さ々さ木きくんから何やらお話があるようです」

　山やま田だが先手を打った。将棋をしていた二ふた葉ばとナナさん、悪代官ゴッコをしていたニーナと柊ひいらぎちゃん、四人の視線が俺に集まる。うぅ、こうなったら前進あるのみだ。

「えーっと色々あって明日はコスプレ喫茶をやることになりましたっ！」

　投げやり気味に叫びながら目をつぶり、両手で頭を覆って防御体勢をとる。山田は体の半分以上を廊下に出しているという完かん璧ぺきな逃げの姿勢だ。

　が、しかし。

　何の反応も返ってこない。

　……ん？　と、薄目を開けてガードの隙すき間まから様子を窺うかがう。

　目の前には青い瞳ひとみを満天の星空よりも目映く輝かせたニーナの顔があった。

「ホンマ？　コスプレって……ホンマにホンマか？」

「え？　ああ、うん。本当だ」

　ニーナは頭が天井にぶつかるほど高く跳ね上がった。

「やったあああああああ！」

　という歓喜の声をあげながら。

「ウチな、一度でエエからコスプレがしてみたかってん！　ヒトミ！　聞いたか？　コスプレやでコスプレ！　うりゃっ！」

「き、聞こえてま……ス、スカート捲まくらないで、ください……！」

　嫌がる柊ちゃんを追いかけ回して喜びを爆発させる。よくわからない表現方法ではあるけどニーナがこういう反応をするのは、なんとなく予想していた。

　不可解なのは他の三人。特に、木き元もと＆管かん崎ざきの最凶コンビ。二人とも険けわしい顔をしているが、睨にらんでいる相手は将棋盤。「は？」とか「あぁん？」みたいな常じよう套とう句くも出てこない。

「あ、あの……」

　恐る恐る訊たずねようとしたら、先にナナさんが、

「何で怒らないのかって訊きたいんでしょ？　そりゃ怒ってるわよ。心配しなくてもブチギレてるわよ。けど、もう決まったことなんでしょ？　だったら怒るだけ無駄っていうか、仕方ないっていうか……」

　将棋盤を睨みつけたまま、そんなことをおっしゃった。

　俺は山田と顔を見合わせ、目で会話をする。

（何だこれ？）

（わかんない。でも……）

（そうだな）

（今ならいけるよ！　いいや、今しかないよ！）

（行ってくる！）

　俺おれは原因不明の、だけど確かな追い風に、乗った！

「それでは皆さん、胸のサイズを教え――」

　ガスン！　ゴォン！

　飛んできた将棋盤が俺の額に直撃して、後頭部が床に激突した音です。

　犯人は二ふた葉ば。

「お、お前なあ！　マジで洒落しやれにならないぞ！　当たったのが角だったら死――」

　起き上がりながら怒鳴る俺の顔を、ガシッと白魚の指が掴つかんだ。そのまま尋常じゃない握力で握にぎり潰つぶそうとしてくる。この技の名前はアイアンクロー。

「頭にウジでも湧いちゃったの？　てゆーか、ヨシローくんどうしちゃったの？　前まではそんなでもなかったのに、なに盛ってんの？　なに一気にブレイクしちゃってんの？　親しん戚せきにサルでもいるの？」

「イダダダダ！　ナナさん痛い！　つ、爪つめがめり込んで……山やま田だ！　助けて！」

　山田はもう部室にいなかった。いつか殺す。

「このエロザル」

　吐き捨て、ナナさんは俺を投げ捨ててくださった。深く爪つめ痕あとを刻み込まれたこめかみを押さえてうずくまっていると、ヒカルがトイレから帰還。

「わっ、何これ？　佐さ々さ木きくんどうしたの？」

「……お前って、こういうこと多いよな」

「え？　なになに？　全然わかんないよ……」

　誰だれもヒカルに経緯を説明せず、他にすることもなかったので、そこで解散となった。



　夕方。

　俺とニーナは、俺の部屋でテレビゲームをしていた。正確には、ゲームをしているのはニーナで、俺はベッドに横たわりながら鑑賞。時々、口を挟む。これがいつものプレイスタイル。ゲーム内容もさることながら、ニーナがゲームをする姿を後ろから見ているのが楽しいんだ。

　とにかくリアクションが大きい。たとえばＲＰＧで敵モンスターと戦う時は「うりゃ」とか「くらえ！」と叫んで、ゲームキャラが剣を振ったり魔法を放つマネをする。相手に倒された時は「はう……」と日常ではまず使わない言葉を発して床に倒れたり。ゲームをつくった人が見たら泣いて喜ぶような遊び方をする。

　けど、今日のニーナはいつもと様子が違う。モンスターと遭遇しても何の反応もしない。倒されても「あー……」ぐらいしか言わない。そのくせ腰を浮かしたり下ろしたりと落ち着きがなく、ソワソワとしている。

　いや、ウズウズかな。

　俺おれはいつもとは違う楽しみを感じながら、体を起こす。

「ニーナ、何か飲む？」

「お茶。ヨシローのお茶は美う味まいからな～」

　ニーナの美お味いしいは世間的には不味いの意味なので、ちょっと複雑な気持ちで台所へ。

「――っと、お茶っ葉きらしてたんだ。コーヒーでもいいか？」

「えー……アレあんま美味しくないけど、まあエエわ」

　喜びにくい褒め言葉に苦笑しつつ、コンロに火をつける。

　湯が沸くのを待っているとニーナも台所にやってきた。にま～っと歯を見せない笑みを浮かべて、俺の顔をのぞき込んでくる。

「なあなあ、明日ウチが何するか知ってる？」

「さあ、何でしょう？」

　と、ノってあげると、

「実はな……コスプレすんねん！」

　噴き出すように笑って八重歯を輝かす。俺もつられて笑いながら、マグカップに注いだコーヒーをテーブルに運ぶ。ニーナは跳ねるような足取りでついてくる。

「ウチな、一度でエエからコスプレしてみたかってん！」

「それ二回目。あと喫茶店の部分を忘れてやるなよ」

「わかってるわかってる。いや～ヤマダも一生に一度くらいはエエことするな～。うむ。褒めてつたわすぞ」

「つかわす、な」

「うんうん。それそれ」

　ニーナは頷うなずきながら砂糖を八杯も入れる。さすがにちょっと悲しい気持ちになるね。

「冗談抜きでさ、山やま田だを褒めてやれよ。アイツ、本当に全部一人で準備したからな。あの衣装も手作りなんだぜ。予算をオーバーした分はカンパを集めて補ったらしい」

「カンパって誰だれから？」

「お前の親衛隊だよ。八十人全員から二千円ずつだって」

「八十人が二千円………十八万円もか！」

「バカ、十五万円だよ」

　正解は十六万だそうです。

「そっかそっか。んじゃあ明日ヤマダを褒めてつかわそう」

「ま、ニーナのコスプレ姿を見ることが最大のご褒美だろうけどな」

「ヨシローも見たい？」

「そりゃ見たいよ。ニーナだけじゃなくて他のみんなのコスプレも」

　ニーナはまた、にま～っと笑みを浮かべる。

「ヨシロー、最近ホンマにおサルになってきたな～」

「な、なってないよ。男なら誰だれだってそう思うだろ」

「でもナナにあれは訊きいたらアカンよ。ナナもあないに怒らんでもエエと思うけど」

「あ、あれはどうかしてたっていうか、まあ俺おれが悪かったな……」

　ニーナはコーヒーを飲み干して、また顔をにま～っとさせる。

「うっ！　アカン、楽しみすぎる！　早く明日にならんかな～！」

　立ち上がって、部屋をグルグルと走り出した。

「落ち着け。今からそんなんじゃ体力もたないぞ」

「せやな。うん。落ち着く」

　一度は座ったけど、すぐに「うっ！」となってまた部屋をグルグル。

「コッスップレ～♪　コスップ～レ♪」

　と、自作の「コスプレの歌」を歌いながら。

「おい、落ち着けって。それとその歌、リズムがどうにも気持ち悪いぞ」

「ヨシローも歌お♪」

　ニーナは俺の周りをグルグル回り始めた。お祭り好きな性格なのは知ってたけど、ここまで文化祭を楽しみにしてるのはニーナぐらいじゃないかな。八重歯の輝く太陽の笑顔にこっちまで口元が緩んでくる。俺も残りのコーヒーを飲み干し、二人で部屋中をグルグルしながら「コスプレの歌」を熱唱した。歌ってみると思いの外、難しいリズムだ。

　エンドレスで続けられる歌を止めたのは、携帯電話の着信メロディ。

「ぬおっ！」

　日常会話ではまず出てこない音を発して驚いてしまった。俺の携帯電話がアラーム以外で音を鳴らしたのは数ヶ月ぶりのことだから。

　ディスプレイに表示されている名前は、ナナさん。

　こめかみがズキンと痛んだ。まだ部室でのことを……お説教か？

「も、もしもし？」

『いまニーナと一緒でしょ？　二人で私の家においで』

「え？」

　ブツリと電話は切れた。

「ヨシローの電話が鳴るなんて珍しいな。誰からや？」

「……ナナさん。なんか呼び出しくらった……俺、消されるのかも……」

「なんやそれ？」

　マフィアものの映画でこんな場面を見た気がする。体がぶるぶると震ふるえてきた。



　ニーナと一緒に部屋を出て、重い心境と足取りで歩くこと約十分。管かん崎ざき家の前に到着。

「……な、なあ、もしもの時は助けてくれよ？」

「大丈夫やって。ナナはそんなことせぇへんよ」

　三回ほどこんなやりとりをしてから、怖々とインターホンを押す。

「いらっしゃ～い」

　と、玄関のドアを開けて出迎えてくれたのは、

「初めましてぇ。ナナとヒカルの母、管かん崎ざきモモコですぅ」

　栗くり色いろの長い髪。大きなタレ目。厚めの唇。そっくり、とまではいかないけどナナさんに似ている。甘ったるい話し方も。おっとりとした柔らかな雰囲気はヒカル似か。

　若くて綺き麗れいなお母さん。ありふれた表現だけど、その言葉がぴったりだ。

「うっわ～ナナママめっちゃ美人やなぁ。それに若いなぁ。年いくつ？」

　俺おれの感想をそのまんまニーナが代弁してくれた。羨うらやましい性格をしている。

「ありがと。ニーナちゃんね？　ホント、噂うわさどおりのおっぱいねぇ」

「えへへ。でもナナママも結構おっきいやん」

　むにゅっとニーナがお母様の胸をさわる。つくづく羨ましい性格だ。あとナナママって何かいいね。

　俺も一歩進み出て深々と頭を下げる。

「は、初めまして。佐さ々さ木き与よ四し郎ろうと申します」

「やだぁ、そんなにかしこまらないで。ムコ殿ぉ」

　頭を斜め四十五度下げた体勢でピタリと停止。

「ム、ムム、ムコ殿？？」

「だってムコ殿でしょ？　それとも若わか旦だん那なさまの方がいいかしら？」

「い、いや、そうじゃなくて……」

「私のことはぁ、モモちゃんって呼んでね」

　甘く蕩とろけるような微笑ほほえみ。なんというか、ナナさんのお母様だなと実感。

「ちょっとお母さん、そんなとこで話してないで早く上がってもらってよ」

　お母様の背後からナナさんが現れて、急かす。

「そうね。さ、遠慮せずにどうぞぉ」

「お邪魔しま～すっ」

　ニーナは靴を乱暴に脱ぎ捨て元気よく玄関を上がる。俺はまだ四十五度で停止したまま。

「どうしたの？　ヨシローくんも上がりなさいよ」

「あ、いや、その、先ほどは本当にスイマセンでした……」

「何のこと？」

「ナッちゃん、ムコ殿に何かしたの？」

「何もしてないわよ。てゆーか、その呼び方やめてって言ったでしょ」

　頭ず蓋がい骨こつに穴を開けられそうになりました、とは訴えない。どうやら消される心配はなさそうだ。

「いいじゃない、ムコ殿なんだからからぁ」

「そっちじゃなくて！」

「うふふ」

　お母様がリビングへと消えていくのを確認してから、俺おれも玄関を上がる。恥ずかしそうに頬ほおを赤らめる天使は私服の上からエプロンをかけていて、本日二回目となるのエプロン姿にボーッと見み惚ほれてしまう。

「な、何よ？」

「何度見ても素敵だなぁと思って。ナッちゃんのエプロン姿」

　すぐ調子に乗るのが俺の悪いクセだ。ナナさんは高速のアッパーカットで俺をリビングまで吹き飛ばしてくださった。

　そのリビングに、山やま田だを除くミシン部員が全員いた。つまり、超能力者全員が。

「んん？」

　俺は外れそうな顎あごを押さえながら首を傾かしげる。何だこのシチュエーション？

「あの、ど、どうかしましたか……？」

　と、ソファにちょこんと座っている柊ひいらぎちゃん。

「……これから何が始まろうとしてるんですか？」

「えっ？　い、いや、別に何にも……」

「みんなでご飯を食べるんだよ。それ以外にないでしょ」

　と、テーブルに皿を並べながらヒカル。

「んなバカな」

　ヒカルはお人好しすぎるのが玉にきずだ。そんなことあるわけないだろ。食事会という名目の何かに決まっている。それも、おどろおどろしい何かだ。

　でなければ、コイツがこの家にいるはずがない。

「……おい、どういうことだ？」

　テーブルの椅い子すに足を組んだ偉そうな体勢で座っている二ふた葉ばに訊たずねる。

「居心地が悪いなら帰れ」

　コイツ、基本的に俺の質問には答えないよな。

　それにしても何なんだ？　どういうことだ？　ヒカルの言う「みんなでお食事」が本当だとしてもナナさんが二葉を誘うか？

　居心地の悪さというよりも、違和感。この感覚には数時間前にも襲われた。コスプレに対して誰だれも文句を言わなかった時だ。

　今日は何かがおかしい。一体どうなってる？

「ヨシローくんのくせに難しい顔してないで、さっさと座りなさい」

　と言いながら、ナナさんがテーブルに運んだ特盛りのサラダを見て、ハッとなる。

「………毒？」

　俺の側頭部に天使の美脚がめり込んだ。



　さすがに少し窮きゆう屈くつだったけど、みんなでテーブルを囲んで、食事会は始まった。

　本日のメニューは天使特製ビーフカレー。その味といったら……

「美う味まっ！」

　頭に小さく「ん」を入れて叫ぶ。それほどの美味だ。

「そ、そう？　本当はもっと時間をかけて煮込みたかったんだけど」

「いやいや！　たとえ毒が入ってたとしてもおかわりしちゃいますよ！」

「また蹴けられたいの？」

　ナナさんがムッと唇を尖とがらす。怖いけど、可愛かわいい。男を落とすには胃袋を掴つかめ、なんて言葉があるらしいけど、俺おれの胃袋は鷲わし掴づかみにされている。どこまで完かん璧ぺきな人なんだ。

　ヒカルも「よかったね」と我がことのように喜び、柊ひいらぎちゃんも「うちのレストランより美お味いしいです……」と褒め称え、あの宿敵でさえも「まあまあだな」と二ふた葉ば的には最大級の賛辞を贈った。

　が。

「うげ～これ不味い……」

　残念な舌の持ち主・ニーナだけが渋い顔。それがナナさんのスイッチを押した。

「このバカウシ……前々から言おうと思ってたんだけどさ、アンタ舌が一番バカなんじゃない？　それもうただの病気だから。病院行け」

「そうかな～？　ナナの作り方が悪いだけやと思うけどな～」

　ツッコミ天使のエンジンがかかってきた。

「それからキツネ！　まあまあって何だよ？　そーゆーのが一番ムカツクのわかって言ってんだろ？」

「……」

　さらに加速。

「先生も食べるの遅すぎ！　そのチマチマした食べ方イラッとする。カレーはもっとガツガツ食べてよね！　それがマナーよ！」

「は、はい、ごめんなさい……」

　レッドゾーン突入――と思わせて。

「ヒカルは………特にナシ！」

「……それはそれで、何かイヤだなぁ……」

「ナッちゃん、そんなにカリカリしちゃダメよぉ。ねぇ、ムコ殿ぉ」

　と、お母様がおっしゃったところでアクセル全開。遂にレッドゾーン。

「お母さん！　その呼び方やめてって言ってるでしょ！」

「だってムコ殿はムコ殿だもぉん」

「そっちじゃない！　いや、そっちもそうだけど……あーもう！」

　ラストはそのムコ殿に向けて。

「エロザル」

「……なんというか、お疲れ様です」

　その後もナナさんの怒号がテーブルの上を飛び交い、終始慌ただしいまま、ディナータイムは終了した。

　そのまま食後のくつろぎタイムへ。

　柊ひいらぎちゃんは、お母様の後片付けをお手伝い。何だかんだで、しっかり者のバンビにひと安心。

　ニーナはゲームでテレビを独占。ハミングしているのは「コスプレの歌」。

　二ふた葉ばとナナさんは将棋で対戦。二葉は独学で、しかもこの短時間で、穴あな熊ぐま（自分の王を他の駒こまで囲む戦法）を編みだしている。対するナナさんは大技・四し間けん飛び車しやを狙ねらっている。派手な打ち筋がナナさんらしい。守りの木き元もと、攻めの管かん崎ざき。うむ、全盛期の大おお山やま・升ます田だを連想させる戦いだ。

　などと小賢しい顔をして腕を組んでいる俺おれは、一人ぼっち。俺っていつもナチュラルにハブられるな……。

「佐さ々さ木きくん」

　俺以上に空気な子・ヒカルにリビングの外から呼ばれた。

「ん？」

「ちょっと来て」

　なぜか小声で手招きされ、誘われるままリビングを出ると、ヒカルは二階にある自室へ俺を案内した。

　この部屋には以前、ヒカルが倒れた時に入ったことがある。その時はどうってことない内装だったけど、今はファンシーな彩り。有名キャラのぬいぐるみや花柄のベッドカバーなど、実に女の子らしい部屋に様変わりしている。これがヒカルのもともとの趣味なのか、それとも頑張って女の子らしくしているのかは、さてどっちだろう。

「なあ、今日は本当に何の集まりなんだ？　誰だれかの誕生日だったとか？」

「だから何もないって。ただの食事。疑いすぎだよ。ナナと木元さんだっていつもいつもケンカするわけじゃないでしょ？」

「いいや、そんなことはないと思うけど」

　でもまあ確かに俺が邪推しすぎなのかもしれない。

「――で、何だよ？」

「うん……あ、あのね……」

　ヒカルはベッドに腰掛けて、真っ赤な顔を隠すように俯うつむく。

「ボクは…………Ｃだよ………」

「は？」

「いや、だから、その……」

　そこでピンときた。

「そうか！　アレだな？　つまり……Ｃカップってこと、だよな？」

「……うん」

　どこからか（おそらく山やま田だ本人から）話を聞いたのだろう。

「ちゃんとしたサイズじゃなきゃダメだった？」

「いやいや！　何カップかだけでいいって山田さん言ってましたから」

　なぜか山田にさん付けしてしまった。そしてなぜか俺おれは正座をしてしまっている。

「それでね、ボク考えたんだけどさ……」

　そこでピンときた。

「そうか！　ナナさんの部屋に行って下着を取ってくればいいんだな？」

「違うよ！　それはもう立派な犯罪だよ！」

「……わ、わかってるよ、冗談だよ冗談」

「いやまあ、ナナのはそれでもいいんだけど。もちろん取りに行くのはボクだよ？　でも他の三人はそうもいかないでしょ？　だから……」

「だから？」

「ボ、ボクの体を使えばいいんじゃないかな……？」

　そこで本当に気づいた。

「なるほど！　つまり、お前が三人に『変身』して……ってことだな？」

「うん」

「でも、そんなことしたらお前、お腹が」

「ボクのことはいいよ。それより、この仕事をしないと山田くんに怒られるんでしょ？」

　なんという自己犠牲の固まり。心が美しすぎる。ちょっとぐらい濁ってた方がいいぞ。悪い男に騙だまされやしないか心配になっちゃうよ。

「やっぱりダメだ。よくない。なんだかアブノーマルな香りがプンプンする」

「どこが？」

「いやまあ、色々と」

「……ボク、佐さ々さ木きくんの役に立ちたいんだけど」

　なぜここまで献身的になれる？　俺は知らぬ間に洗脳でもしちゃってたのか？　これはヒカルの今後のためにも訓告しておかなければならない。

「ヒカル、お前もう女の子なんだから、あまり軽率な発言や行動は控えるべきだぞ。男が皆、俺のように我慢強いわけじゃないんだから。元・男ならわかるだろ？」

「あまりわからないけど、佐々木くんがそう言うなら、やめておくよ」

「そうだよ。やめておこう……か？」

「え？　どっち？」

「どっちと言われても……ただまあ、山田さんに怒られるのはイヤかもしれないなぁ」

　というのは千％嘘うそだ。山田なんぞの怒りなど毛ほども気にしてない。

「じゃあ、ナナたちにバレる前にしちゃおう」

　という意味深に受け取れる発言を注意する前に、俺の中の押してはいけないスイッチが押されてしまい、気がつけば俺は最も強敵であろう女性超能力者の姿を念じていた。

　パッ、とヒカルが『二ふた葉ば』に変身。相変わらずの完かん璧ぺきなコピーだ。顔のつくりも身長も髪の色も長さまでも本物と同じ。いやはや、どういう仕組みなんだ、この能力。

「うわっ……木き元もとさん、着やせ……これ、かなり……」

　ヒカルは服の上から自分の――だけど二葉の胸をさわる。というか、揉もんでる？

「佐さ々さ木きくん、ちょっと後ろ向いて」

「どして？」

「……キツイから。その、ブラジャーを取りたいんだ……」

「ラジャー！」

　正座したままくるっと反転する。我ながら人間離れした動きだ。

　しゅるる……と、衣きぬ擦ずれの音が背中に伝わる。

　正直に白状します。俺おれ、興奮しちゃってます。ダメなサルです。

　後ろにいるのはヒカル。姿は二葉でもヒカル。そんなことはわかってる。でも姿は二葉なんだ。あの二葉が本物では絶対にあり得ないような恥じらいをみせて胸がどうとかこうとか……。そりゃ上がってくるよ。テンション上がるよ。呂布りよふと劉備りゆうびの連合軍だもん。

　体中がもにょもにょしてくる。今すぐ「うわあああ！」とか叫びながら走りたい。

　あと、さっきの「ラジャー」が「ブラジャー」にかけたダシャレっぽくなってるから、違う意味で絶叫したい。消え去りたい。

「もういいよ」

　即座に反転。ヒカルは服の上から胸をさわって確認している。

「ボク、あんまり詳しくないけど……多分、ＤとかＥじゃないかな？」

　それはもうすでに充分すぎる解答なのに。

「どっちかハッキリしろよ」

　と、なぜか偉そうに俺。心の清いヒカルはそれを素直に受け止める。

「ゴメン……。じゃあ、サイズ測る？」

「それはさすがにマズいだろっ！」

　と叫びながら即座に反応。正座のまま移動して机の引き出しを開けてメジャーを奪取。

「……どうしてメジャーの場所がわかったの？」

「わからん。本能？」

「そ、そっか……。えっと、それじゃあ……ど、どうぞ」

　ヒカルが頬ほおを深しん紅くに染めて、おずおずと両手をあげる。

　俺はメジャーを握にぎりしめて前屈みになっているくせに、

「ふ、ふふ服の上からってのは、ど、どうなんだろう？　ご、ごごご誤差が出るんじゃ」

　ヒカルは両手で即座に自分を抱きしめた。変質者と遭遇した時の正しいリアクションだ。

「えええええっ！　そ、そそそれは、いくら何でも恥ずかしいよ！」

「わかってる！　でも誤差が！　誤差がぁ！」

　なに言ってんだよ、このサル。死ね。

「………………そ、そうだよね。誤差はよくないよね」

　ヒカルは頷うなずいた。悪い男に騙だまされてしまった。震ふるえる手でトレーナーの裾すそを掴つかみ、その手をゆっくりと上に動かす。

「……なんか、すっごくダメなことしてる気がするんだけど……」

「大丈夫だ。これ以上ないほどダメだから全然大丈夫だ」

　おいおいこのサルはマジでなに言ってんの？　目が血走ってるよ。今すぐ死ねよ。

　ヒカルの手が、トレーナーが徐々に上へ……白い肌が姿を現して、へそを通過して……あと数センチで――という、まさにその時だった。

　トン、と音が聞こえた。とても小さな音が。

　こういう場面での、男子高校生の異常な聴力、アンタはわかるかい？　それはまさに超能力といっても過言じゃないほど研ぎ澄まされる。音だけで相手の動作、性別などの詳細までもが判断可能になる。

　――これは階段を上る音……かすかに金属音も……トレイに載ったティーカップか……お母様だ！　お母様が紅茶を持ってくる！

　こういう危機的状況に陥おちいった時の、男子高校生の瞬発力も常じよう軌きを逸する。

　俺おれは左手でヒカルのトレーナーを下ろし、右手でメジャーをベッドの下に投げ、同時に頭の中で《ヒカル子こに戻れ》と念じて、ひとっ飛びで机の椅い子すに着席。教科書とノートを広げ、隣にヒカルを立たせる。この間、一秒弱。光の速さを超えたと思う。

　ノックをしてから、お母様がドアを開けた。予想通り、紅茶セット持参だ。

「ここにいたのねぇ」

「お、お母さん、なな何か用？」

　おい！　紅茶が見えないのか？　というか、声が震えてるぞヒカル！

「何してたのぉ？」

「べ、べべ、勉強だよ」

　おおおおい！　しっかりしろこの白ゴボウ役者が！

「本当にぃ？　エッチなことしてたんじゃない？」

「あはは。ご冗談を。本当に勉強を教わっていたんですよ」

　見よ、この完かん璧ぺきな演技を！

「ペンも持たずにぃ？」

　………。

　いやあああぁぁぁぁ……。誰だれかこのエロバカザルを撃ってぇぇぇぇ……。

「うふふ。冗談よ。紅茶を入れたから飲みましょ」

　お母様が優しく微笑ほほえむ。……バレた？　ねえ？　これバレてる？

「あ、ありがと。そこに置いて」

「あら？　これは私とムコ殿のぶんよぉ。ヒカルのはリビング」

「え？」

「リ・ビ・ン・グ。早く行きなさい」

　優しく、だけど絶対的な命令口調だった。

　ヒカルは逃げるように部屋を出て行く。お母様は机の上にティーカップを一つ置いて、もう一つを手に持ったままベッドに腰掛ける。

「ええっと、本当に、そういう変なことは……」

　往生際の悪いサルの弁明に、予想外の言葉が被さってきた。

「ヒカルのこと、ありがとね」

「え？」

「ほら、色々とあったじゃない？」

　表情は変わらなかったけど、お母様の言葉から甘ったるい成分が消えた。

　どうやら前の騒動のことを言っているようだ。

　俺おれは背筋をすっと伸ばして身を正す。サルモードは終了。

「そんな、俺は何にもしてませんよ。ただパニクっていただけです。解決……という言い方が合ってるかわからないけど、解決したのはナナさんと、それから二ふた葉ばです」

「そう。じゃあ、ムコ殿も頑張らなきゃね」

「……は、はあ」

　いまいち何が言いたいのかわからないな。

「あの、一つ聞いてもいいですか？」

「なぁに？」

「モモコってどう書くんですか？」

「百に子と書いて、百もも子こよ」

「なるほど」

　しっかり数字が入っている。「百」が「もも」と読めるのは初めて知ったけど。

「ヒカルはどうしてヒカルなのかってこと？」

　質問を先読みするところもナナさんに似ている。いや、ナナさんが似ているのか。

「そうです。名前を付けるってことは、生まれた時に能力者かどうか見分けてるってことでしょ？　その見分け方は何なのかなと思いまして」

「簡単よ。生まれた時にね、泣かないの。超能力者は」

「……え？　それだけ？」

「見分ける方にその知識がないとわからないけどね」

　なんて簡単な見分け方だ。

「つまり、ヒカルは泣いたってことですか？」

「それはもう、わんわん泣いたわ。あれはきっと『普通の男』に変身していたからね。私、それだけですっかり信じちゃって……」

　お母様はかすかに肩を落とした。ヒカルや周りの人間が気にしなくてもお母様にとっては、娘を男として育てたという罪の意識は簡単に拭ぬぐえないのだろう。

「あの子、ちゃんと馴な染じめてる？」

「それは……」

　微妙かな。

「ナッちゃんと違って内向的な子だけど、仲よくしてあげてね？」

「もちろんです」

「ありがとぉ」

　うふふ、と柔らかくて甘い微笑ほほえみ。

「でもぉ、変な風に仲よくしちゃダメよぉ？　ヒカルを二ふた葉ばちゃんに、なんて変態すぎるからね？」

　柔らかく甘く、それでいて底冷えするほど冷たい微笑みだった。

「…………………はい。もうしません」

　バン！　と部屋のドアが開いた。その開け方で誰だれだかわかる。

「……」

　二葉が吊つり上あがった弾丸の瞳ひとみで俺おれを睨にらむ。まさか、聞こえてた？

「ど、どうした？　し、将棋の決着ついたのか？」

「……帰る」

　なぜコイツは質問に答えないんだ。まあいい。どうやら聞こえてはいなかったらしい。

「そうか。気をつけて帰れよ」

「………帰る」

「聞こえてるよ。気をつけてな」

「……チッ」

「何で舌打ちなんだよ」

「送ってほしいってことなんじゃない？」

　と、横からモモコお母様。

「……」

　二葉は心底、不愉快そうな顔をしているけど否定はしない。

「えー……。何で俺が……。一人で帰れよぉ」

「黙れ。行くぞ」

　ニーナを誘って三人で帰ろうとしたけど、ニーナはすでに柊ひいらぎちゃんが車で送っていったらしく、もう管かん崎ざき家にいなかった。

「あぁん？　何でアンタとヨシローくんが？　一人で帰れよ」

　みたいなことを言ってくれると期待したナナさんは、見送りすらしてくれなかった。

　結局、俺は二葉を送って帰ることに。



　管崎家を出て十字路を学校方面へ右折。五分ほど歩いたところの曲がり角を左折。そこまでは毎日通っている通学路。ただ、そこから先は思ったよりも長い道のりだった。十分ほど歩いてもまだ家は見えてこない。こんなに時間がかかるのなら、送ってあげてもいいかなと思えてくる。内面はどうあれ、二ふた葉ばだって女の子だからな。

「今日、楽しかったな」

「……別に」

「で、将棋はどっちが勝ったんだ？」

「………」

「聞いてるか？」

「……黙れ」

　コイツ、負けたな。

「なあ、二葉」

「何？」

「最近、平和だよなぁ」

「……は？」

「ヒカルのことがあってからはこれといって事件もないし、柊ひいらぎちゃんも危なっかしいけど落ち着いているし、俺おれとニーナは順調にバカだし、お前とナナさんも仲いいし」

「いいわけないだろ」

「それはまあそうだけど……」

　いい感じ、ではあると思う。仲よくはなくても、いい感じ。



    

  
    
      



    

  
    
      　そう考えると、何度か感じた違和感の謎なぞも解けてくる。衝突しながらも「みんなで食事」をして「みんなで文化祭」をする。

　俺おれたちは、そういう「いい感じ」になっているのかもしれない。モモコさんがヒカルのことで心配する必要などない。

「うん。やっぱ平和だよ」

　はぁ……と、二ふた葉ばは深く溜ため息いきをついた。

「……何か事件が起こってほしいのか？」

「まさか。今日みたいな日が毎日続けばいいなと思うよ」

　二葉はもう一度、一発目よりも苛いら立だたしげに溜め息をつき、

「平和なのはお前の頭だけだ」

「……いい加減にしろよ。文句を言わなきゃ気が済まないのか、お前は」

　本気で頭にきた。くるっと踵きびすを返す。その俺の腕をギュッと二葉が掴つかむ。

「待って。………言いすぎた」

「……わかったから、手を放せよ」

　二葉はすぐに手を放し、俺も再び元の方向へ向き直る。

　さすがにそこからは会話もなく、三百メートルほど歩いて二葉が足を止めた。

　そこはマンションの入り口。

「ここが私の家」

「そういえば、お前の家に来たのは初めてだな」

「……」

　マンションを眺ながめる。俺の住むマンションよりも築年数は若そうだけど、高さはさほど変わらない。中層のマンション。部屋もそれほど広くはないように見える。ま、そこまで推測するのは失礼なのでやめておこう。

「……このマンションの三○三号室。覚えた？」

「え？　ああ、うん」

「……本当？　次は一人でも来られる？　絶対？」

　ぶっきらぼうな口調だけど、言葉のチョイスが二葉っぽくなくて不覚にも、可愛かわいいじゃないか二葉のくせに、とか思ってしまった。

「大丈夫。覚えた」

「……じゃあいい。さっさと帰れ」

　うん、やっぱ可愛いとか嘘うそ。

「ったく……まあいいや。また明日な」

「……」

　二葉は返事をせず、マンションの中へ入っていく。俺も自分の家へ歩き出す。

　三歩ほど歩いたところで。

「おい」

　振り返ると、二ふた葉ばの姿。知り合ってからベスト３に入るぐらい険けわしく眉まゆ根ねを寄せている。

「な、何だよ？」

「次……」

　眉まゆをピクピクさせ唇を強く噛かむ。これは言いたくないことを言う時の顔だ。

「次が、どうした？」

「次また……小ダヌキの体で私に変なことしたら……殺す」

　二葉はドンと俺おれの腹を殴って、小走りでマンションへと入っていく。小さくなっていくその背中に、

「………………もうしません」

　と謝ってから、今すぐ消え去りたい気持ちで家まで全力疾走した。



　これが十一月二日の出来事。

　言い忘れてたけど、ミスコンの投票はした。ちゃんと名前を書いて。

　次の日、文化祭の真っ最中にとんでもない事件が起きるだなんて『この時の』俺は知るよしもなかった。

　そして、違和感の正体も。

　この時はまだ。



　十一月三日。文化祭当日――。

　天気はあいにくの曇り。いつ雨が降ってもおかしくない空模様。

　午前十時の開場。人の入りはボチボチといったところ。まあ、ほとんどの学校が今日、文化祭をしているわけだし当然といえば当然か。

　それに、客が多かろうと少なかろうと生徒にはさほど関係ない。自分たちでつくって、自分たちで楽しむ。それが文化祭。そういう意味では文句なしに盛り上がっていた。校内のあちこちから笑い声が響き、こだまする。

　そんな中、俺は校門前でビラ配りをしている。

　しかもテカテカと光るピンク色の法はつ被ぴを着て。今時、夜の街にもこんな格好の呼び子はいないだろう。これもコスプレっちゃコスプレだけどさ。

『終わったらご褒美あげるから。今日もいい仕事を期待してるよ』

　なんて満面の笑みでビラと衣装を押しつけやがって、山やま田だめ……。

　山田がすんなりとコスプレ喫茶を手伝わせるとは思っていなかったけど、それにしてもすでに話題になっている店を宣伝してもそんなに効果はないだろ。じゃあ何か？　これを父兄の皆様に配れってことか？　この格好で？　さすがの俺でもそこまでタフな精神力は持ってないぜ。

　てな感じで、煮えたぎるような恨み節を心の中で繰り返していたら、

「佐さ々さ木きく～ん」

　我が一年Ｂ組のクラス委員であらせられる井いの上うえさんが声をかけてきた。はい、と返事をする間もくれず、井上さんはいきなり本題を切り出す。

「お化けの人形が壊れちゃってね、佐さ々さ木きくんに代わりをしてほしいの」

　我がクラスはお化け屋敷をやっている。ただのお化け屋敷ではなくガンシューティングゲームの要領で客に空気銃を渡してお化けの人形を撃ってもらうというものである。

「……一応、訊ききますけど、なぜ俺おれが？」

「佐々木くんが適役だからよ」

「……予備の人形はないんですか？」

「そのチラシ、なに？」

　井上さんはビラを一枚奪い取る。どうしてみんな俺の質問に答えてくれないのだろう。

「コスプレ？　普通の喫茶店じゃなかったの？」

「色々とありまして」

「……じゃあ、管かん崎ざきさんもコスプレしてるの？」

「はあ。そのはずですが」

「ヨシロー！　見て見てー！」

　底抜けに明るい関西弁がこっちへ走ってきた。ニーナは三十分に一回のペースで衣装を替えて、その度にこうして見せに来てくれる。

　一回目はアニメのキャラで、二回目がゲームのキャラ。どちらも「うっ」と言葉に詰まるほど露出度が高かった。着替えるのが勿もつ体たいないぐらいに。

　三回目のお色直しとなる今回の衣装は……ウシの着ぐるみだ。顔を出せるタイプの着ぐるみを身にまとっている。

「モーモーさん！」

「お、おう、モーモーさんだな」

　………ウシがウシを着てどうする、というツッコミは我慢した。無邪気な笑顔にそんなこと言えない。それに、露出度はゼロになったけどモコモコしていて愛らしいから。

「ニーナちゃん！　か、か、管崎さんは？　管崎さんはどんな格好なの？」

　井上さんが鬼気迫る表情でモーモーを問い詰める。

「ナナは警察官やで。最初はブーブー文句言ってたけど、今は『早く注文しなさい』って感じでオラオラ言うてる。結構ノリノリやな」

「け、警官……オラオラ……」

　井上さんは恍こう惚こつの表情を浮かべてフラッとよろめいてから「佐々木くんそれ配り終わったら教室に行って」と口早に言い、部ぶ室しつ棟とうへと走り出した。

「井上どないしたんや？」

「……あんまり深く考えないでおこうぜ」

「なんやようわからんけどまあエエわ。それよりどない？　モーモーさんやで？」

「すごく似合ってるよ」

「えへへへ。そっかそっか」

　ニーナは俺おれの周りをグルグル回って「モーモー」と鳴きまねをする。

　四回目の「モーモー」の途中だった。

「なんや、そのアホみたいな格好は」

　と、俺の背後から女性の声が聞こえてきて、この世の春を謳おう歌かしていたモーモーさんの笑顔が凍りついた。

「はうっ……！」

　日常会話ではまず使わない音を発して、ニーナが後ずさる。

　俺は振り返って声の主を見る。

　ひと目でわかった。

　黄金色のショートヘアー。青よりも緑に近い色をした瞳ひとみ。高い鼻。流線型の輪郭。くびれたウエストに豊満な胸という超悩殺体型。そして、関西弁。

「マ、ママ……なんでここに……？」

　ニーナのママは顔色も表情も変えない。

「それはこっちのセリフや」

「うぅ……」

　ニーナがさっと俺の背後に隠れた。

　そこで初めてニーナママが俺を視界に捉とらえる。エメラルドの瞳がじっくりと舐なめ回まわすように全身を見て、唇の端を不気味に吊つり上あげた。



    

  
    
      



    

  
    
      「アンタがヨシローやな？」

「は、はい。えっと、初めまして。佐さ々さ木き与よ四し郎ろうと申し――」

　状況がつかめないまま、とりあえず自己紹介をしようとしたけど、

「ヨシロー！　逃げて！」

　ぐいいっとニーナが俺おれの手を引っ張って走り出した。もの凄すごい力で。もの凄い速さで。

「ち、ちょっと待て！　何なんだ！」

　ニーナは答えない。

　校舎に入り、勢いそのままに階段を駆け上がる。

　すれ違い様に誰だれかとぶつかってもスピードを落とさない。むしろ加速。

　ウシの着ぐるみを着た少女とピンク色の呼び子がビラをまき散らしながら走る。

　行き着いた階段の終点。ドアを蹴け破やぶるようにして開ける。

　そこは校舎の屋上。

　ニーナはキョロキョロと周囲を見渡す。誰もいないのに顔から不安の色が消えない。

「ニーナ……一体どうしたんだよ？」

　どうしてそんな似合わない顔をするんだよ？

「逃げても無駄や」

　誰もいなかったはずの屋上にニーナママが現れた。

　屋上の外から、金網フェンスの向こうから。

　空を飛んで！

　ニーナママは俺たちの目の前に舞い降りた。

　だが、驚嘆も感心もさせてくれない。

「鬼ごっこに付き合うつもりはあらへん。帰るで」

　ニーナだけを見て、言う。

「イ、イヤや……」

　ニーナはまた俺の背後に隠れる。俺はわけのわからぬまま両手を広げてみる。

「ちょ、ちょっと待ってください。よくわからないけど、落ち着いて話し合いましょう」

「どけ。邪魔や」

「……いや、邪魔とかじゃなくてですね」

　ブウン！

　風を切る轟ごう音おん。ニーナのママが右足をすっと上げて、そのまま左足を軸に回転していた。

　つまり、回まわし蹴げり。

　天使様のそれよりも強烈で、天使様による折せつ檻かんの賜たま物ものとでもいうべきか、ハイキックに耐性のあった俺は奇跡的に腕でガードすることができた。

　ボコン、という鈍い音のあと、骨が折れたかと思うほどの鈍い痛みが襲ってきた。

「な、なにをするんで――」

　くるっくる。ブウンブウン。ボゴンボゴンボゴン……。

　ニーナのママは俺おれにガード以外の行動を取らせる隙すきもくれずに連続で回まわし蹴げりを浴びせてきた。

「アンタに娘は渡さへん」

　と、圧倒的な敵意を含ませた言葉と共に。

「やめて――――――――――――――――――っ！」

　俺の後ろで鼓膜を突き破るようなニーナの絶叫。



　その瞬間。

　文字通り、その瞬間だった。



　俺とニーナは、違う場所に立っていた。

　高校の屋上ではなく、違う場所に。

　いや。

　場所だけではなく――



    

  
    
      


　二章　六月九日





　たとえば。

　もし。もしも。仮に。よしんば。イフ。

　そんな言葉が多くなるけど、許してくれ。



　見覚えのある景色だった。

　というか。

　俺おれの部屋だった。

　高校の屋上から八畳一間の我が家へ、ニーナと俺が『瞬間移動』。

　ニーナと……俺？？？

「よっこらせ」

　ニーナが床に座り、慣れた手つきでテレビとゲーム機の電源をオンにする。

「待て待て待て待て！　くつろごうとするな！　色々とおかしいでしょ、これ？　なのに何でゲームしようとしてんの？」

「ワンプレイだけやから」

「ダメ」

　ニーナの手からコントローラーを取り上げる。

「どういうことだよ？　どうして俺の部屋にいるんだ、俺たち」

「ウチが瞬間移動したからやろ」

「んなこと、わかってるよ。なぜ俺までテレポートしてるのかってこと！」

　ニーナの能力は本人しか瞬間移動できないはずなのに。

「………はっ。ホンマやな……」

「遅っ」

　ニーナは片手で顎あごをすりすりと撫なでて賢そうなポージングをする。

「どうやらウチ、また進化したみたいやな」

「進化？」

「それ以外に考えられんやろ」

「……そうかなぁ？　でもまあ、そういうことにしておこうか……」

　理由が何であれ、こうして俺まで瞬間移動してしまったことは事実だ。あれこれと悩むのは後回しにしよう。

「コントローラー返して」

「まだダメ」

「えー、まだ何かあるん？」

「体調は？　しんどくないのか？」

「………おおっ！　そういえば平気やな」

「もう少ししてから出るのかもな、副作用」

「あんまりそんな感じもないけど」

「じゃあ、次です」

「なんでしょ？」

　俺おれはニーナの目の前にしゃがんで、目線の高さを合わせる。

「訊きいてもいいか？」

　ニーナはすぐに質問の意味を理解してくれて、しょんぼりと俯うつむいた。

「……ウチ、ホンマは二学期からアメリカの学校に行くことになっててん」

「アメリカ？　ニーナの実家ってイタリアじゃなかった？」

「ママのママと、ママのパパがアメリカに住んでる」

「そ、そうか」

　随分とグローバルな家族だなぁ。

「夏にイタリア帰ってたやろ？　その時に言われてん。転校しろって。イヤって言うても許してくれんかった」

「ニーナのママは、どうしてそんなことを？」

「ウチの能力は凄すごいから絶対に消したらアカンって……そんなこと今まで一度も言うたことなかったのに、日本に来る時にも言わんかったのに、急にそんなこと言い出して……。なんかママがママじゃないみたいになってた」

「だから俺に近づくなってことか？」

「……うん。せやけど、ウチ転校なんてしたくないから、パパに頼んで色々と協力してもろて、今の学校に残ってん。ママには嘘うそついて。それがバレたんやと思う……」

「そうか……。じゃあ、最後の質問な」

「うん」

「今からどうする？　学校、戻るか？」

「……」

　ニーナはぶるんぶるんと首を横に振る。

「わかった。じゃあ、しばらくここにいよう」

「エエの？」

「学校に戻ってから副作用が出たら困るしな」

　俺はニーナの手にコントローラーを返してやる。それでも申し訳なさそうに俯いた顔を上げない。

　ニーナはママから逃げている。言い換えれば、ママはニーナを追っている。いずれこの部屋にも来るだろう。遅かれ早かれ会わなきゃならないのなら、遅くてもいい。

「ニーナママが来たら一緒に説得しよう」

「そんなんしたらヨシローまた殴られる……」

　正確には蹴けられたんだけど。腕にごっついアザが無数にできてるけど。

「俺おれは女の人に殴る蹴るされるの慣れてるから平気だよ。気にするな」

　ニーナは俯うつむいたまま眉まゆ尻じりを下げて、今にも泣き出しそうな表情をする。あんなに楽しみにしていた文化祭の日に、こんな顔をするなんていくら何でも可哀想すぎる。

「転校したくないんだろ？　俺だってニーナに転校してほしくない。殴られ役は俺が引き受けるから、盾になるから、頑張って説得しようぜ。だから、そんな顔するな。笑顔だ、笑顔」

「……ふへ……ふへへ……」

　ニーナは泣き出しそうな顔のまま不気味に笑う。

「ちょっと違うぞ。それじゃ怖い。明るくニッて感じ」

「にっ」

　と、ニーナが笑顔をつくる。うーん、まだぎこちないな。

「もっとこう、口角を上げて、ニッと。ニッ」

　手で自分の頬ほおを持ち上げて見本を示す。そしたらニーナが、

「あはははは。なにその顔、めっちゃブサイク」

「う……。や、やっぱり笑うなっ」

　睨にらめっこしたつもりはないので複雑な気持ちだけど、やっと八重歯の輝く太陽の笑顔を見せてくれたから、まあいいか。うん。やっぱりニーナはこの顔じゃなきゃな。

「ヨシローお茶！　喉のどかわいたっ。あの美お味いしいお茶いれて！」

「はいはい」

　台所に行って、コンロに火をつけて、湯を沸かす。ニーナは満を持してゲームの電源を入れた。が、しかし。

「あれ～？　あれ～？」

　素すっ頓とん狂きような声を出しながら、ニーナがテレビ台の棚を漁あさっている。

「昨日やってたゲームがない。ヨシロー売った？」

「売らないよ。そんなことしたら怒るだろ」

「んー……ま、えっか」

　湯飲みにお茶を注いで、テーブルに運ぶ。ニーナはそれを一口で飲み干した。

「あつっ」

「当たり前だ」

「そうやなくて、なんかこの部屋、暑くない？」

　ニーナは額に汗の粒をたくさん浮かべている。

「そんな格好してたら暑いに決まってるだろ」

「そっかそっか」

「ああっ、脱ぐな脱ぐな！　それ、中は何を着てるんだ？」

「何も着てへんよ？　下着はつけてるけど」

「じゃあ脱いじゃダメ」

「ヨシローさっきからダメダメばっかり」

「わかったよ。俺おれ、トイレに行っとくからその間に………」

　―――あれ？

　脳裏に奇妙なモヤがかかる。

「………ニーナ」

「はいはい？」

「……何か、おかしくないか？」

「何が？」

　俺の額にも汗が滲にじんでいる。確かに暑い。お茶はまだ飲んでいない。

　いや、このお茶があることもおかしい。お茶っ葉はきらしていたはずだ。

　―――あれ～？　あれ～？

　不可思議なモヤは広がり、ベッドの枕まくら元もとに置いてあるデジタル時計を確認する。

　時刻は十七時三十七分。

　すかさず窓の外に目線を動かすと、空にはオレンジ色の太陽がふんぞり返っていた。

「……やっぱり何かおかしいよ……」

　テレビ画面に映っているのは、何ヶ月も前にクリアしたはずのパズルゲーム。

　……。

　………何ヶ月も前？

「――！」

　稲妻のような電撃が鈍いはずの脳を揺さぶった。

　いやいやいや！　まさか！　そんなバカな！　そんなことあり得ない！

　常識が大暴れで反抗する。

　でも閃ひらめいてしまった答えが、合ってしまう辻つじ褄つまが、理屈が、それを許さない。

「さっきからどないしたん？」

　冷静になろうと深呼吸を試みるが、うまく呼吸ができない。

　もし、俺の閃きが正解だとしたら。

　これまで幾つも奇想天外な事態に遭遇してきたけど、その経験ですら、今のこの状況に比べれば子供の遊びみたいなものだ。

「ニーナ……。俺たち、もしかしたら――」

　ガチャガチャ。

　家の外から誰だれかが玄関の鍵かぎとドアノブを乱暴に回している。

　直後に俺が取った行動は、もちろん考えてやったわけではなく、本能が下した一世一代のナイスジャッジ。王手飛車取り級の妙手。

　着ぐるみのウシさんを抱きかかえて、ベランダへ飛び移った。

「わわっ！　ヨ、ヨシロー、これはさすがにサルすぎ――」

「シーッ！」

　ニーナの口を手で塞ふさいで、ベランダから部屋の中を覗のぞき見みる。

　ドアを開けて部屋に入ってきたのは――

　夏服を着たニーナだった！

「な――」

　んやねんこれ！　と漏れる声をもう一度、塞ぐ。

　そして、できる限り声を殺して答える。

「俺おれもまだ信じられないけど……ここはきっと……過去だ」

　何ヶ月か前の、俺の部屋だ。



　そのまましばらく様子を窺うかがう。

　部屋の中にいるニーナは、慣れた手つきでテレビとゲーム機とエアコンの電源をオンにする。エアコンの室外機からもわっとした温風が出て、俺とニーナに直撃。

「ムー！　ムー！」

　バンバンと抱えている方のニーナが俺の腕をタップしてきた。いつの間にか力いっぱい口と鼻を塞いでしまっていた手を放すと、ニーナは「ぶはあっ」と呼吸を再開させて、

（な、なんでウチを殺そうとするん！）

（ごめん、わざとじゃないから）

（ちゅーか、ここが過去ってホンマ？）

（多分。部屋にいるのは過去のニーナなんだよ、きっと）

（ん～？　アレってさぁ、ヒカルとちゃうんか？）

（……あ。そうかも）

　ヒカルがニーナに変身をして、という可能性はある。

（でも俺はそんなこと考えていないし、何より、この部屋の鍵かぎを持ってるのは俺とニーナだけだぞ？）

（それはヒカルがチョロまかしてやな）

（アイツはそんなことしないだろ。ま、とにかくもう少し様子を見ようぜ）

（それはエエけど……暑い）

　蒸し蒸しする気温と室外機の温風が重なって、俺もニーナも汗が滝のように流れている。着ぐるみ姿のニーナは俺の二倍ぐらい流れている。

　同じように暑かったのだろうか、部屋の中のニーナは突然、制服を脱ぎ始めた。

（うっぎゃー！）

　ベランダニーナがウシの前足で俺の両目を覆う。

（わかってる！　見ないから！　てゆーか、いつも目の前で下着姿になるくせに）

（な、なんやわからんけど、これはめっちゃ恥ずかしい！）

　視界をシャットアウトされたまま三十分ほど経過した――。

（もうエエで）

　ニーナが手を放してくれた。部屋の中にいるニーナは夏用の制服を着直している。

（あっちのニーナ、何してた？）

（ずっとゲームばっかりしてる。根暗なヤツや）

（……やっぱりヒカルじゃないよ）

　時間が経っても元の姿にならないし、仮に『今が過去』だとして、その時のヒカルだとしてもやっぱりおかしい気がする。

（ほな、アレは誰だれやねん？）

（だから……本物のニーナだよ）

　鍵かぎを使って勝手に俺おれの部屋に上がり込んで、我がもの顔でゲームして、服を脱いで……

（そんなヤツ、お前以外にいないだろ）

（えー……ウチはヨシローのおらん時はもっと好き放題――はううっ！）

（なに？　どした？）

　部屋の中を見ると、ニーナ（仮）がゲームをやめてアニメのＤＶＤを見始めた。それは毎週日曜の朝にやっている少女向けの、いわゆる変身ヒーローもののアニメ。そのオープニング曲を……

『……いくよ～♪　……のために戦え～♪』

　ニーナ（ほぼ決まり）が大声で、とんでもなく外れた音程で熱唱した。

　さらに。

　敵との戦いの場面になると、ゲームの時にそうするように『てえい！』とか『ぐふぅ』とか『＊＊シャイニングアターック！』とか叫びながら、マネをした。

　さらにさらに。

『うわはは。このニーナ様に刃向かうなど四年早いわ！』

　と、オリジナルの決めゼリフまで飛び出した。

　極めつけは。

　エンディング曲に合わせて踊り出したロボットダンス。……多分、そういうジャンルの踊りだと思う。なんかカクカクしてるから。

（あわわわわわ……）

　ベランダニーナはかつてないほど真っ赤になった顔を両手で覆い隠す。

　俺は、腹がちぎれるかと思った。こんなに笑ったの人生初かもしれない。笑ってはいけない環境が余計に笑いを誘う。腹を抱えた体勢でうずくまりながら何十回も深呼吸をして、どうにか落ち着けた。

（殺す気か！）

（ア、アレはウチとちゃう！）

（もう確定だろ！　俺おれのいない時に何やってんだよ！　てゆーか……）

　また五分ほど笑いが止まらなくなった。

（歌ヘタすぎ。しかも所々、誤魔化してただろ？　あと『四年早い』って何だよ、なんとなく頑張れそうな年数じゃないか）

（う、うう……アレはウチやないもん……）

　再び部屋の中。

　アニメを見終えたニーナ（確定）は、冷蔵庫の中からペットボトルのお茶を取り出してゴクゴクとラッパ飲み。その途中で盛大にむせて、

『べふんっ！』

　と、床一面にお茶を噴き出した。ここまではまあ、誰だれにでもあることだ。

『………』

　ニーナ（べふんって何？）は、しばらく濡ぬれた床を見つめて、何を思ったのか、クローゼットから俺のＴシャツを引っ張り出し、それで床を拭ふきはじめた。

（ニーナああああ！）

（ぞ、雑ぞう巾きんが見つからんかってん）

（あ。認めた）

（し、しらん！）

（ああっ！　ちょっと待て！　やめろ！　お願いだからやめて！）

　部屋の中のニーナ（本人認定）が、あろうことか、Ｔシャツを元の場所に仕舞った。

（お、お、お前なああああ！）

（記憶にござらん）

（今の発言も認めたってことになるぞ）

（記憶にござらん）

　その後も部屋の中のニーナはどこまでも好き勝手に過ごしてくれて、二時間が経過――。

　あたりはすでに闇やみに包まれ、ベランダにいる俺とニーナは笑いと暑さでぐったりと衰弱していた。

（あー……しんどい。腹筋が痛いよぉ……）

（ウチは恥ずかしさを通り越して自信ついてきた。笑い的に）

（九割以上は天然ボケじゃないか。あんなの反則だよ）

（んで、ウチらはいつまでここにおるん？）

（だよな……）

　本能に従ってベランダに避ひ難なんして爆笑ワンマンライブを鑑賞したのは楽しかったけど、そのせいで身動きが取れなくなってしまった。

（もう部屋に入ってしまわへん？）

（それはマズいだろ）

　何がマズいのか自分でもよくわからないけど。

（あっちのニーナ、どっか行かないかなぁ）

　と、部屋を覗のぞいた時、ぐったりしていた体を新たな衝撃が貫いた。

　家主が帰宅したからだ。家主とはもちろん『俺おれ』のこと。『俺』は何やら疲れた表情をしている。

　窓一枚隔てた空間の中に、俺とニーナが二人ずついる。

（……な？　ヒカルじゃないだろ？）

（……うん）

　こう言っちゃなんだけどヒカルの騒動があってよかった。『自分で自分を見る』という経験をしていなければ混乱で脳が爆発しているだろう。

　幸いなことに『部屋の中の俺とニーナ』は少しだけ話をして、すぐに出かけた。二人がマンションを出てどこかに行ったのをベランダから確認して、入れ替わりで入室。

「ふあ～疲れた～」

　と、ニーナはベッドに寝転がり、俺は新聞を確認する。新聞の日付欄を。

「やっぱりだ。ここは、いや、今日は過去だよ」

　新聞に記されていた日付は――六月九日。

　俺たちは十一月三日から六月九日へタイムスリップしている……ってこと？

「新聞泥棒の仕業とちゃうか？」

「なるほどな、誰だれかが六月から十一月までの新聞を盗ん……ふぅ。もうツッコミ疲れてんだから勘弁してくれ。何だよ、新聞泥棒って」

「だって……」

　ニーナは両手で顔を挟み、ビローンと下に引っ張って、ぷにっと下唇を突き出す。

「……何だ、その顔？」

「もうわけがわからんの顔」

　この非常時にどこまでも呑のん気きな、とはツッコまず、

「……俺も」

　二人で『もうわけがわからんの顔』をする。だって、本当にわけがわかんないから。

「あははは。ニッの顔よりもブサイク」

「そういうニーナだってブサイク――って、睨にらめっこしてる場合じゃないよな。ひとまずこの部屋から出よう。『俺たち』が帰ってくる前に」

　そうして部屋を出たまではよかったけど、すぐに問題が発生した。マンション前で立ち往生する。

「今からどないしよか？」

「と、とりあえず誰かに連絡しよう。俺たち二人じゃどうにもならない」

　その誰かを俺の極めて狭い交友リストから検索する。検索条件は「僕たち未来からタイムスリップしてきました」という電波発言を信じてくれる人。尚かつ「もうわけがわかりませ～ん」というバカコンビにアドバイスなり解答なりをくれる頭のいい人。

「ナナさんだ！　ナナさんに電話を――」

　ポケットを探って、残念なお知らせ。携帯がない。いつも鳴りもしないのに肌身離さず持っているんだけど、こんな時に限って持っていない。どこまで役に立たないんだ、俺おれの携帯は。

「ニーナ、電話してくれ」

「ウチも持ってへん」

　ウシの着ぐるみを着た少女がひらひらと両手を振る。そうだよな、そんな服にポケットなんてあるわけないよな。俺もピンクの法はつ被ぴだけどさ。

「よし。じゃあ直接、家に行こう」

　そうして歩くこと五分。また問題が発生した。いつもナナさんが俺を待っている十字路で立ち往生する。

「……ナナさん、ダメかもしれない」

　詳しい日付までは覚えていない。でも六月の今いま頃ごろは確か、かなりゴタゴタしていた時だ。ヒカルの騒動……は、もう少し後か。今は……ナナさんと二ふた葉ばがケンカした頃ころか？

「そうだ。その頃だ」

　芋づる式で思考が進む。さっきの『俺』が疲れた顔をしていた理由は――

「ナナさんを説得しに行って玄関前で追い返されたんだ」

「そんなこともあったなぁ」

　ついさっき追い返した男がピンクの法被を着て、しかもウシと一緒に再び現れたら……蹴けり飛ばす。百回は殴る。骨まで木こっ端ぱ微み塵じんにする。

「やっぱダメだ。ナナさん、無理。本当に消される」

「んじゃ、フタバにしよ」

　検索条件が一致するもう一人の人物だ。個人的にアイツに頼るのは気が引けるけれど、そんなこと言ってる場合じゃない。

「よし。じゃあ二葉の………家を知らない」

　またまた問題発生。と思いきや。すぐに自ら否定。

「いや、知ってる」

「どっちや？」

「……知ってる」

　それは不思議な感覚だった。まるで運命に導かれているような感覚。

「ほな行こか」

「あ、ああ。そうだな。行こう」

　あらゆる謎なぞや疑問はすべて後回しにして、二葉の家へ向かった。

　覚えたばかりの道順を辿たどり、二葉の住むマンションに到着。オートロックなのでロビーにあるパネルキーで三○三号室を呼び出す。

　すぐに無愛想な声が返ってきた。

『……何で？』

「何が？」

『どうしてお前が、お前たちがここに来る？』

「とっても困ったことになったんだ、助けてくれ」

「フタバ～お家入れて～」

『……』

　ガチャンとオートロックが開いた。

　エレベーターに乗って三階へ。廊下の左から三番目の部屋の前に二ふた葉ばは立っていた。

「急に押しかけて悪い」

　二葉は、俺おれとニーナをじっくりと見て、溜ため息いきをつく。

「……ふざけるのも大概にしろ。特にそっちのウシ。ウシがウシ着てどうする」

　さすがは二葉。清々しいほど歯に衣着せないね。そりゃまあ、突然家に来たのがウシとピンク色の呼び子じゃ怒るよな。家で着替えてくればよかった。

「え～可愛かわいいと思わん？　フタバのチャイナ服もめっちゃ似合ってたで」

「……何の話だ？」

「俺たちさ、どうやら文化祭の日からタイムスリップしたみたいなんだ」

　二葉は改めて俺とニーナをじっくりと見て、さっきよりも深い溜め息をつく。

「帰れ」

「本当なんだって！　いや、本当かどうか俺にもよくわからないんだけどさ」

　少なくとも嘘うそは言ってない、もしくは、コイツらに私を騙だます頭脳はない、と判断したのだろう。三回目の溜め息をついてから、二葉は部屋のドアを開けた。

「………とりあえず、入れ」

　部屋は思ったよりも広かった。ワンルームではあるけど、部屋の真ん中を引き戸で仕切れるようになっている。台所側が八畳で、ベランダ側が十畳ぐらいかな。

　白い壁に黒い家具が置かれた二葉っぽいシックな内装。ただ、本棚にたくさん少女漫画が並べられているのと、ベッドの上にヒカルが持っていたのと同じぬいぐるみがあったのには、二葉っぽくなくて、いい意味で驚いた。

　そのベッドに早速、ニーナが寝転がる。シングルサイズのベッドの上に。

「二葉、もしかして一人暮らし？」

「……お前もだろ」

「そうだけど……」

　思わず「何で？」と訊ききそうになって寸前で止めた。誰だれにだって事情はある。そういう話は訊かれたくないことかもしれないし、訊きにくい。

　そんなことよりも。

　俺、女の子の部屋に入るの初めてだ。ヒカルのは例外として。なんか緊張してきたぞ。

「……おい、キョロキョロするな」

「べ、別に、してませぬぞ」

　二ふた葉ばは軽く挙動不審な俺おれを一いち瞥べつして、テーブルの椅い子すに腰掛ける。

「――で？　どういうことだ？」

　俺とニーナは二葉の正面に並んで座り、俺たちの身に起きたことを話した――。

　話を聞き終えた二葉は「ふぅん……」と吐息のような小声で頷うなずき、

「確かにタイムスリップだな」

　普段と変わらない淡々とした口調で言った。

「さすがフタバ、賢いな～」

　それは俺も同感。だけど。

「話が早いのは助かるけどさ、もっと大きめにリアクションとってくれよ。『ん？』とか『あれ～？』とか連発した俺たちがすっごくバカみたいだろ」

「……これでも充分、驚いてる。そしてお前たちは心配しなくてもすっごくバカだ」

　少しは歯に衣着せてあげようぜ、二葉さんよ。

「まあいいや。それで、こんなことになったのはどうしてだと思う？」

「ウシが瞬間移動したからだろ」

「フタバ、そのウシ言うのやめて。ウチはウシとちゃう」

「……だって、ウシだし」

　それは俺も同感。だって、ウシの格好してるし。ま、それはさておき。

「でも、本当にそうなのか？　ニーナの能力は『瞬間移動』だぞ？　それも本人しか移動できないという条件つきの」

「能力の暴走というやつだろう」

「暴走ねぇ……」

　なんとなく釈然としない。その言葉で簡単に片付けてもいいのだろうか？

「暴走かどうかは別にしても、ウシ……ニーナの能力ならタイムスリップをしても不思議じゃない」

「もう少しわかり易やすく言ってくれ」

「……」

　二葉はしばらく考えた様子で腕を組み、学校カバンの中からノートを取り出した。次にそのノートを一ページ破り、それを丸めてボール状にする。

「これがウ……ニーナ」

「え？　紙じゃん」

「そうや。ウチはそんなクシャクシャとちゃう。もっとピチピチ――」

「黙って聞け」

「「……はい」」

　二葉はもう一度「これがニーナだとして」と言ってから、紙ボールを結構な速さで俺に投げつけてきた。額に命中。地味に痛い。

「な、何するんだよ！」

「これがニーナの瞬間移動。実際には、私とまゆ毛の間を移動する時間もゼロか、ゼロに限りなく近いと思われる」

「それで？　それがどうした？」

　二ふた葉ばはテーブルの上に転がっていた紙ボールを拾う。

「私が十一月三日。まゆ毛が今日」

　また紙ボールを俺おれの額にぶち当てた。

「これがタイムスリップ」

　うーん、わかるようなわからないような……。

「……ダメだ、全っ然わからん。おでこが痛いとしか思えない」

　隣のウシさんは「なるほどな」とか言ってるけど、絶対に嘘うそだろう。

「つまり、瞬間的に空間を移動するということは即ち時空間を移動しているのとほぼ同義であって――」

「ま、待て。もういい。暴走ってことで片付けよう」

「……バカまゆ毛」

「無茶言うなよ。話が難しすぎる」

「……でもベランダに逃げたのは、バカにしては、いい判断」

　おぉ、二葉に褒められた。初めてかもしれない。ちょっと嬉うれしい。けど。

「褒められる理由がわからん」

「お前たちは『未来から来た自分』に会ったことがないだろ？」

「あるわけないやん」

「だから、そういうことだ」

「「……」」

　俺とニーナの頭上にポンッと「？」マークが浮かぶ。

「この時間にいるお前たちは、未来から来たお前たちに出会ったことがない。出会ったとしたら歴史が変わる。過去が変わるということは未来が変わるという可能性も出てくる。未来が変わるとするならば、お前たちが過去にタイムスリップしてくる未来も存在しなくなるかもしれず、仮にそうなれば、お前たちは過去に来ないのだから歴史も未来も変わらなくなる……という具合に、時間の矛む盾じゆん――つまりタイム・パラドックスが生じることになってしまう。もちろん、パラドックスが生じないと考えることもできるが、その場合、別の時間軸や世界が………」

　まるで自分の言葉に酔いしれるかのように、二葉はナンタラ現象だとかホニャララ効果だとか恐ろしく意味不明の単語を連発して説明をしてくれた。

　自分の頭の悪さを棚に上げて言います。

　二葉、説明ヘタじゃない？

　俺は横目でニーナをちらりと見やる。頭上にいくつも「？」マークを浮かべ、あの顔をしていた。俺おれも同じことをする。顔を両手でビローっとさせて下唇を突き出す顔を。

　二ふた葉ばがそれに気づくまで二分ぐらいかかった。

「……何だ、その顔は？」

「ニーナちゃん、教えてあげて」

「これは『もうわけがわからんの顔』や」

「…………」

　二葉は大きな大きな舌打ちをしてから肺活量の限界まで溜ため息いきをついた。

「二葉ありがとう。でも解説はもういいや。お、俺は理解できるけどさ、ニーナの頭から湯気が出ちゃってるから」

「あーっ、何でウチのせいにするん？　ヨシローかて同じくせに」

「バ、バカ、俺はわかってるよ。アレだろ？　タイム・バタードックスだろ？」

　一瞬、部屋の空気が止まった。

「……ヨシロー、それはないわ……」

「………死ね」

　ニーナと二葉が凍いてつくような眼差しと言葉を浴びせてくる。

　俺、何かおかしなこと言った？

「と、とにかく。難しい話はまた今度にしよう。今、俺が訊ききたいのは『どうすれば元の時間に戻れるのか』ってことなんだよ」

　二葉は珍しく口を半開きにして、驚いた表情をする。

「……そんなことか」

「そんなことって、これ以外に重要なことはないだろ」

　二葉は半開きの口のまま、最重要項目に対しての解答を簡潔に述べた。

「このまま今の時間にいればいい」

　……やっぱり説明ヘタだよな？



　ちょっと想像してみてくれ。

　アンタは百年間、眠ってしまう。何をされても絶対に起きない。超爆睡。その間は年もとらない。怪我も病気もしない。今のアンタのまま、ひたすら眠る。そうして目が覚めた時、そこは百年後の世界になっている。

　二葉曰いわく、それが『未来へのタイムスリップ』だそうだ。

　わかる？

「俺たちに十一月まで眠れってことか？　それはさすがに無理だと……」

「違う。眠ったようにジッとしていればいいんだ。そうすれば、おのずと元の時間に戻る」

「ジッと？」

　それはこういうこと、らしい――。



・この部屋から一歩も出ない。あらゆる形での外部との接触をさける。

・そうやって、つつがなく約五ヶ月間を過ごす。

・十一月三日の出発点に――俺おれとニーナが過去へ移動した時間に――戻る。

・はい、完成。



「厳密には五ヶ月分、年齢を重ねたまゆ毛とウシが十一月三日に帰る」

　だそうです。ねえ、わかる？

　俺はもう理解するのをあきらめた。

　でも。

「お前はいいのか？」

「……私？」

「俺には時間がどうとか歴史がどうとか、さっぱりわからない。だけど、お前が言うなら間違いないんだろう。それを信じる。お前がジッとしてろと言うならジッとする」

　未来に帰れる方法があるなら、それをやるだけだ。

「けど、お前は俺たちがずっとここにいてもいいのか？　五ヶ月間もだぞ？　ニーナだけじゃなくて俺もいるんだぞ？　そんなのイヤだろ？」

　二ふた葉ばは大きな吊つり目をパチクリと瞬きさせて、すっと視線を逸らす。

「……それは別に…………仕方ない」

「そうか。それなら、お言葉に甘えさせてもらうよ」

「……でも、一つだけ条件がある」

　顔を上げ、俺をキッと睨にらむ。

「私に未来のことを話すな。絶対に」

「……それだけ？」

「うん」

「わかった。言わない」

　これから先、この条件が俺を苦しめることになるとは思いもしなかった。

「ニーナもわかった？」

　二葉が「未来に戻れる」と言った途端、ベッドで漫画を読み始めたニーナは、

「オッケ～」

　もの凄すごく軽い返事。本当に羨うらやましい性格してるな。というか、自覚あるのかなぁ？

　ピンポーン。

　部屋のチャイムが鳴った。反射的に時計を見る。午後十時半。こんな時間に誰だれ、と言いかけて止める。二葉も同じように思っていたのか、怪け訝げんな表情でインターホンを取る。

「………え？　………うん。………わかった。待ってて」

　いつにも増してぶっきらぼうな話し方だったので、インターホンを切った二葉に結局、訊たずねてしまった。

「誰だれ？」と。

「……新聞の集金。ついでに買い物してくる。何かいる？」

「ウチ、お腹すいた～。何か食べるもん買ってきて」

「あ、じゃあ俺おれも」

「あとゲーム機とゲームソフトとそれから――」

　調子に乗るな、と一喝して二ふた葉ばは出て行った。

　……ふぅ。

　張り詰めていた心と体をほぐすために、ゆっくり深呼吸をする。そして、改めて部屋を見渡す。

　二葉の部屋にいる。

　この現状が、難しい話よりもずっと大変な事態に遭遇したことを教えてくれる。

「なんだか大変なことになったなぁ……」

　感想をそのまま口に出してみると、

「よっしゃ。これにしよっと」

　不思議な返事。ニーナが押し入れの収納ボックスからＴシャツとハーフパンツを拝借していた。

「な、何やってんだよ、勝手に」

「モーモーさん暑いねんもん」

「だからって俺の部屋じゃないんだから。二葉に怒られるぞ。って、脱ぐな脱ぐな！」

　俺は慌てて背を向ける。もぞもぞ、と着ぐるみを脱ぐ音が背中に伝わってサルモードになりそうなのを必死で抑えつける。

「ヨシロー」

「ん？」

「怒ってる？」

「何を？」

「……ううん。何でもない」

「何だよそれ。それより、もう着替えたか？」

　ゴン。

　鈍い音で返事。

「ニーナ？」

　振り向くと、着替え終わったニーナが床に倒れていた。

「お、おいっ、どうしたっ！」

　ついさっきまでヘラヘラしていた顔が、血の気が失うせたように青ざめている。

「い、今いま頃ごろ、きたみたい……」

「副作用か！」

　ニーナを抱きかかえてベッドに寝かせる。体が嘘うそみたいに熱い。意識こそなくしていないが「大丈夫か」と訊きいても返事をしない。はぁはぁ、と室外機の熱風みたいな息を吐くばかり。こんなにキツい症状は初めてだ。

　洗面所に行ってタオルを拝借。それを水で濡ぬらして絞ってベッドに戻り、ニーナの額に乗せる。そこまではスムーズに応対できたけど、ここから何をしていいのかわからない。

「ニーナ、大丈夫か？　どうすればいい？　何か、何かしてほしいことはあるか？」

　オロオロする俺おれの、法はつ被ぴの裾すそをニーナが頼りなく掴つかんだ。

「だ、大丈夫やから。そんな顔せんといて……」

　ニッと笑おうとして、でもそれができず、頬ほおと唇をわずかに動かしてからニーナは眠りについた。

　その場にしゃがみ、タオルで首筋の汗を拭ぬぐってやる。

「……大変なことになったなぁ……」

　今日一番の実感が口からこぼれた。

　二ふた葉ばはなかなか帰ってこず、俺もいつしか眠ってしまった。



　翌朝。

　目が覚めると、ベッドに俯うつぶせになっていた俺の肩に毛布がかかっていた。

　ニーナは幾分か落ち着いた様子だが、まだ苦しそうに荒く呼吸をしている。

　二葉はいなかった。

　テーブルにパンとフルーツ牛乳と解熱剤が置いてあった。それは二葉なりの配慮なんだろうけど、

「こんな時に学校行かなくても……」

　つい恨みがましく漏らしてしまう。

　それから俺は、額のタオルを取り替えてあげるだけという芸のない看病を繰り返した。ニーナは薬も水分も食事も取ることができなかった。

　ところが、昼過ぎ。

　バチンと音が出そうな勢いで瞼まぶたを開けたニーナは、勢いそのままにベッドからビョンと飛び起きた。

「んんっ！　よう寝た」

　ニーナが手足を大きく伸ばす。

「も、もう大丈夫なのか？」

「うん！　めちゃめちゃ調子エエわ」

「そうか。それならよかった」

「今、何時？　フタバは？」

「今は昼の二時。二葉は学校に行った。アイツ、薄情だよな……」

「なんで？　そんなん当たり前やん」

「何で？」

「フタバは学校休んだことないもん」

「んん？」

　ニーナが、にま～顔を近づけてくる。

「ウチの方がわかってるな」

「さっきから何の話をしているんだ？」

「まあエエやん。そんなことよりウチ、お腹すいた～」

　そういえば俺おれも昨日から何も食べてないな、と思い出して、二人でパンを食べた。それからニーナがまた勝手に二ふた葉ばの服を着ようとしたので「マジで怒られるぞ」と窘たしなめ、結局、背を向けて衣きぬ擦ずれの音を聞かされた。

　そんなこんなで午後三時過ぎ。プルルル、と部屋の固定電話が音を鳴らす。

「はいはい？」

　何の躊躇ためらいもなくニーナが電話に出た。この子、自由すぎだろ。

「フタバか……うん……それは別にいらんけど……そう……Ｆ。Ｆの70……」

　電話相手は二葉らしい。何の話をしてるんだろう、と怪け訝げんな顔をしている俺をニーナがちらり。

「ヨシローも欲しいって……あははは……わかった。そいじゃ～ね～」

　ニーナが電話を切る。すかさず質問。

「何の話してたんだ？」

「フタバが服を買ってくれるって」

「服？　ああ、そっか」

　それはありがたい。いつまでもこの呼び子スタイルでいるのは色んな意味で辛い。

「でも服はいらんから下着を買ってきてって頼んだ」

「え……いらないって言ったの？」

「フタバのがあるもん」

「いやいや、それはニーナだけの……」

　聞き捨てならない単語が含まれていたことに遅まきながら気づく。

「下着？」

「さすがに下着は借りられへんからなぁ」

「なるほど。ということは……」

　俺はニーナの胸を指さす。

「Ｆ？」

「うん。Ｆ」

　おおっ、忘れかけていたミッションがこんな形で達成されようとは。

「そうか……Ｆってことは……」

　指を折ってアルファベットを数えてみる。

「Ｇの次か！」

「Ｄの次やで」

「……お、おう。わかってるよ」

　正解はＥの次だそうです。

「それにしても……そうですか。Ｆですか。そうきますか……」

　ふむふむと頷うなずきながらニーナの胸を凝視する俺おれ。を凝視するニーナ。

「ヨシロー、最近ちょっとひどいなぁ……」

　……うん。確かに最近の俺はひどい。



　夕方五時を回った頃ころ、二ふた葉ばが帰ってきた。両手に四つも五つも袋を抱えて。

「おっかえり～！　どんなん買ってきてくれたん？」

　ニーナが奪い取るように袋を開ける。二葉は、やれやれ、といった感じの溜ため息いきをついてから、ゆったりと振りかぶり、袋の一つを俺の顔面に投げつけてきた。

「ってぇな！　何を――」

　もう一つ、直撃。

「黙れ！　まゆ毛の分際で恥を知れ！」

「お前はこの間から何度も何度も……何か投げたいなら野球部に入れ！」

　と、臨戦態勢に入った俺の足下、ぶち当てられた袋から男性用下着が顔を出していた。すぐに納得。俺のために下着を買うだなんて二葉の人生で最も屈くつ辱じよく的な行為だっただろう。だからといって投げつける行為が正当化されるとは思わないけどね。

「あ、ありがとな」

「……うるさい」

　カバンが顔面に直撃。二葉なりの照れ隠しのつもりかもしれないけど、勘弁してほしい。それからマジで野球部に入れ。甲子園も夢じゃないぞ。

　二葉が買ってきたものは、下着以外にもあった。俺とニーナにそれぞれＴシャツを三枚、長ズボンとハーフパンツ。歯ブラシ。お箸はし。専用グラス。その他、諸々の日用品。

「わ～！　ホンマに買ってくれたんや！」

　ニーナの要望通り、ゲーム機と適当に見繕ったゲームソフトを五本も買ってくれた。

「……お前たちを部屋から出さないようにするためだ」

　憎らしげに言う二葉の経済事情を詮せん索さくするつもりは毛頭ないけど、それでも相当な額になることは明白なので、ありがたいと思う以上に申し訳なくもある。

　その日の夕食も二葉がつくってくれた。メニューはミートスパゲティ。

　味はというと……。

「ん～、もひとつやなぁ」

　ニーナの「もひとつ」とは、そのまま「もひとつ」という意味である。二葉はフォークを握にぎりしめた右手を震ふるわせていた。別に不味くはない、と言おうとしたが、それは逆効果なので控えた。

　夕食を終え、三人順番で風ふ呂ろに入ったあと、ちょっとした事件が起きた。

　あ、二ふた葉ばとニーナが風呂に入っている間、俺おれが台所下の棚に押し込められていたことは説明するまでもないよな？

　で、その事件というのは――。

「……しまった」

　辞書にミスという文字の載っていなさそうな女・木き元もと二葉が、ベッドの隣に布団を敷いている時、己が重大なミスを犯したことに気づいて小さく漏らした。

　ベッドと布団、一つずつしかない。

　部屋にいる人数は三人。

　布団が足りないねぇ。

「……寝袋を買うつもりだったのに……」

　自分を責めるように二葉がこぼす。寝袋という単語が微妙に引っかかりはするけれど、ミスを責めるほど俺は厚かましくない。

「ウチがベッド！」

　早い者勝ちだと思ったのか、居候にあるまじき厚かましさでニーナがベッドにダイブ。

「こら、ニーナ。ここは二葉の部屋なんだからもう少し自重しろよ」

「だってベッドじゃなきゃ寝られへんもん」

　うーん。惚ほれ惚ぼれするほどの奔ほん放ぽうさだ。

「……私はどっちでもいい。けど……」

　申し訳ないと思っても下がらない吊つり目が俺をのぞき込む。ま、申し訳ないとは思っていないだろうけど。思わなくてもいいし。

「俺は毛布さえもらえれば床で寝るよ。あ、ちゃんと台所側に行くからそれも心配しなくていいぞ」

「なんで？　ヨシローはウチと一緒に寝たらエエやん。いつもみたいに」

　ニーナさん、爆弾を投下。

「こ、こらこら、妙な言い方をするな！　いつもニーナが勝手に、俺の寝ている間に忍び込んできているんだろ！」

　ギュンと二葉の眉まゆが寄り、超一流スナイパーの放った鋭い弾丸が俺を撃ち抜く。

「……一緒に寝てはいるのか？」

「い、いや、だからそれは、そうじゃない……こともないけど、そうじゃなくてだな……」

　って、何で俺はこんなに慌てているんだ。

「ほな、フタバと一緒に寝るか？」

　再びニーナ爆弾が炸さく裂れつ。

「あり得ない」

「勘弁してくれ」

　俺と二葉は同時に光速で却下したが、

「はああ？」

　と、二ふた葉ばが俺おれを睨にらみ殺す。何でそんなに怒るんだよ？

「二人ともワガママ言うたらアカンよ。ウチ、三人でナワの字になって寝るのが夢やねんから」

「川の字、な。三人で縄の字はきっと不可能だからな。というか、ニーナにワガママとか言われたくないぞ」

「んで、ヨシローはどっちで寝るんや？　ウチか？　フタバか？」

「そ、それは……」

　ニーナは寝相が悪くていつも蹴けってくるからなかなか眠れないしなぁ。

　そうなると二葉か？　それこそ緊張やら恐怖やらで眠れそうにないぞ。

　というより、そもそも一緒に寝るってのはどうなんだ？　それはいいのか？　サルどころかボスザルになっちゃうぞ？　いやでもこれは緊急事態だから仕方ないか。そうだな。仕方ない。俺は悪くない。二葉のミスだ。

　さてさて、どちらと一緒に寝ましょうか？

「う、うん………」

　真顔で腕を組みながら悩む俺に毛布が飛んできて、間髪入れずにボディに蹴りが入り、台所側の部屋に吹き飛ばされた。

「エロまゆ毛ザル」

　どこか赤みがかった怒り顔で二葉は吐き捨て、バン！　と仕切り戸を閉めた。

　ま、そりゃそうだよな。

　フローリングの床は思った以上に寝心地が悪く、それとは関係なしに、どうせ蹴られるなら一緒に寝ようぐらいのこと言えばよかったな、と思いつつ、要するに眠れずにいた。

　しばらくして、スーッと仕切り戸が開き、ボリボリと腹を掻かきながらニーナがトイレへ向かった。俺は特に理由もないけど眠ったフリをする。

　トイレから出てきたニーナはぎこちない足取りでベッド側の部屋に戻ろうとして、俺のそばで立ち止まり、

「………」

　と何やら考え込んでから、二葉の学校カバンからマジックペンを取り出した。

　……なんという古典的なイタズラをしようとしてるんだ、この子は。

　マジックが額に触れるギリギリまで待ってから、ニーナの手を掴つかむ。

「ニーナちゃん、何をしようとしてるんですかあああ？」

「はうっ」

　得意の驚き方をしてから、ニーナは急に目をつむって寝ているフリをした。

「いやいや！　今さら寝たフリをする度胸は凄すごいけどムリだから！」

「ふぇ？　な、なんのこと？　寝てたからわからん」

「まだやるか」

「ウチ、寝てる人の額に肉の字を書くのが夢やってん」

「どんな夢だよ！」

「じ、冗談やん、そんな怖い顔せんでも。ニッてして。ニッて」

　ニーナが俺おれの頬ほおを引っ張って口角を吊つり上あげる。

「ったく、調子いいな。もう怒らないからベッドに戻りなさい」

「一緒に寝る？」

「寝ないって」

「フタバに怒られるんが怖い？」

「こ、怖くないよ」

「ふひひひ」

　ニーナは俺をジーッと見ながら、ちょっと気持ち悪い笑みを浮かべる。

「何だよ、その笑いは」

「さて、なんでしょか」

　おどけてからニーナはベッドに向かう。そこでまた立ち止まり、くるりと振り返った。

「……ヨシロー、ごめんな。ウチのせいでこんなことになって」

「床で寝ることぐらいどうってことない」

「そうやなくて」

「ん？　何の話だよ？」



    

  
    
      



    

  
    
      「……ううん。何でもない」

「じゃあ、早く寝なさい」

「は～い」

　仕切り戸を閉めようとしたニーナを、

「ニーナ」

　と、今度は俺おれから呼び止める。

　とぼけてはみたものの、ニーナが何を言おうとしたのかは俺だってわかっている。

「俺、気にしてないよ。だから、ニーナママともう一度会う日までは、二ふた葉ばに怒られないよういい子にしていような。いつもニッの顔だぞ？」

「……うん」

　ニーナは何度も大きく首を縦に振って頷うなずいてから、静かに仕切り戸を閉めた。

　こうして、俺たちの共同生活は正式にスタートした。



　楽しいか楽しくないかで言えば、もちろん、楽しかった。

　朝、目が覚めると二葉はすでに制服に着替え終わっている。「おはよう」と挨あい拶さつしても返事はない。そのまま俺は朝食をつくる。それが俺の係。といっても、パンを焼いてインスタントのコーヒーを入れるだけ。

　その間、二葉はベランダに集まった鳥たちに餌えさをやる。

「……これが契約」

　だそうだ。一羽のカラスがやけに鋭い視線で俺を睨にらんでいた。何度も俺を尾行していたヤツだろう。名前はフェルナンドというらしい。使い魔的存在のカラスにも名前を付けているあたりは二葉も可愛かわいいとこあるな、と思う半面、人間である俺がなぜ「まゆ毛」なのかと腹立たしくもなる。

　二葉は七時半に家を出て学校へ行く。すぐ後にあの曲がり角でまた『俺』と会うんだなと思うと、なんだか不思議な気分だった。

　俺はそこから掃除に取りかかる。これも俺の係。その頃ころになってようやくニーナさんがお目覚め。昼過ぎまで寝ている日もあるし、三度寝をかますこともある。ニーナは寝ぼけ眼をこすりながら洗濯をする。これがニーナの係。理由は言わなくてもわかるだろ？

　ひと通り家事を終えてからはニーナと遊ぶ。主にゲームで。ニーナが操作、俺が鑑賞といういつものスタイル。ニーナの「そりゃ」とか「ぐふぅ」に爆笑する。

　あっという間に夕方になって二葉が帰宅する。「おかえり」と言っても「ただいま」は返ってこず、俺は台所側の部屋に押し出され、仕切り戸を閉められる。さすがに俺も戸の向こうの衣きぬ擦ずれ音にはサル化しない。

　夕食は二葉の係。なぜか意地でも譲ろうとしなかった。気持ちはわかる。しかし「ん～もひとつやな」の評価は変わらず、五日目からコンビニ弁当になった。

　夕食後から寝るまでは、テレビを見たり喋しやべったりと適当に過ごす。二葉はほとんど喋らない。そのかわりニーナがずっと喋しやべってる。なんとなく申し訳ないので、

「学校、どんな感じ？」

　と、二ふた葉ばに訊きいたら、

「……タヌキの反抗期。あと小ダヌキがウザい」

　やっぱりその頃ころか、と妙に納得。心配しなくても仲直りするよ、と言いかけて口を押さえる。それは二葉にとって『未来の話』になるから。

「心配せんでもナナは謝るで」

　……。

　ニーナは二葉に怒られた。

　――とまあ、こんな感じ。これで楽しくないなんて言うほど俺おれはひねくれちゃいない。

　でも。何もかもが楽しいってことではない。特にナナさんとヒカルの副作用であるアレの場合は辛いというか大変というか………ごめん。やめておく。

　それでも一番キツいのはやっぱり就寝タイムだ。二葉が俺専用の寝袋を買ってくれて、しっかりと仕切り戸を閉められている健全な位置関係でも、男の子的には辛い。サルやらボスザルやらの次元じゃない。そうだろ？　ひとつ屋根の下に、戸を一枚隔てた向こうに女の子が寝ているんだ。容姿だけは非の打ち所のない美少女が。二人も。挙げ句、必殺の煩悩消化ジョギングも禁止されているとなれば、悶もん絶ぜつもするさ。必死で脱皮寸前の理性を抑えつけようと寝袋に体全部を潜り込ませていると、嘲あざ笑わらうかのように久々登場のデビル与よ四し郎ろうが囁ささやくんだ。

《あっちの部屋に行こうぜ》

《下心じゃないさ。これは仕事だ。山やま田だに任されたミッションだ》

《押し入れの収納ボックスだよ。そこに二葉の……》

　悪魔の囁きに導かれ、知らぬ間に寝袋から這はい出だしていた俺は、右手が仕切り戸に触れているところで我に返る。すぐに左手で右手を掴つかむ。それでも尚、右手は戸を開けようとして、左手で押さえつける。何分も一進一退の攻防を繰り返し、最終的に腕の感覚がなくなるまで腕立て伏せをすることでどうにか理性を保っていた。

　三日目の夜までは。

　四日目の朝、激しい筋肉痛でフライパンを床に落とした時、悟ったんだ。このままでは腕だけが丸太みたいになってしまう、と。だから禁断の裏技を使うことにした。

「教えてくれ」

　罵ののしられるのを百も承知で洗濯係さんに訊いた。知らずに悶もだえるよりも、知ってスッキリしようという荒療治を選んだ。金髪の洗濯係さんは案の定、蔑さげすむような目をして、

「ホンマにどないしたん？　ウチ、ちょっと悲しい……」

　と嘆きつつも教えてくれた。アルファベットの一文字を。

　その結果、筋トレメニューに腹筋とスクワットが加わった。荒療治は思いっきり裏目。しかも洗濯係の内部告発によって罪が発覚してしまい、呂布りよふに全力でボコられた。



　そんな風に楽しくも筋肉の痛い日々に変化が訪れたのは、六月二十日のこと。

　アンタはこの日付を覚えているだろうか？　俺おれは生涯、忘れることはできない。

　十五年の人生で一番楽しかったかもしれない日。

　みんなで柊ひいらぎちゃんが住むホテルのプールへ行った日だ。

　あの日、俺は柊ちゃんと危ない展開になり、寸前でナナさんが部屋に入ってきた。その時に思ったんだ。

　なぜ二ふた葉ばは来なかったのだろう、と。使い魔カラスで監視はしていたけど、ナナさんと一緒に乗り込んでこないのはちょっと変だ、と。

　その意味が、今、わかった。

　二葉は朝からプールに出かけ、夕方には帰ってきた。ここにいる俺たちを放っておけなかったのだろう。

　夜、偵察から帰ってきたフェルナンドの報告を受けた二葉は、俺に暴行を加えた。俺は的確に急所を狙ねらってくる攻撃を辛うじてガードしながら、言うべきかどうか迷っていた。

　次の日に起きることを。

　でも『未来の話はしない』というルールを守った。

　ここにきてようやく、俺にも時間の矛む盾じゆんというやつの意味がわかりかけてきた。

　と同時に、名状しがたい感情が生まれた。



　翌日の日曜。六月二十一日の正午過ぎ。

　三人でテーブルを囲み、デリバリーピザを食べていた。

　俺は記憶を辿たどる。何とも奇妙な言い方になるけど『今日の俺』がすることを昨日のことのように鮮明に思い出せた。

　今日の俺はナナさんとデートしている俺を見ている。我ながら無茶苦茶な日本語だけど合っているはずだ。六月二十一日の俺は目の前に自分がいることに混乱して、まず最初に柊ちゃんに電話をしてから――

　二葉の携帯電話に着信音。発信相手の名前を見て躊ちゆう躇ちよする二葉に、

「出るな！」

　と俺は語気を荒らげた。二葉は通話ボタンを押しかけた指を止める。

「俺から、だろ？」

「……うん」

「出ちゃいけない。あの時……いや、この時のお前は電話にでなかった」

「……そう」

　二葉は携帯をテーブルの上に置き、十三回目のコールの後、着信音は止んだ。

「ん？　何のこと？」

　不思議そうに訊きいてくるニーナに教えてやろうと思ったけど、二葉の前では話せない。

「また後でな」

　ニーナは釈然としないまま、五ピース目のピザに手を伸ばした。

　その日の夜。

　ピンポーン、と部屋のチャイムが鳴り響いた。

「え………」

　と、インターホンのモニターで来客の顔を見た二ふた葉ばは絶句する。

　俺おれはそれが誰だれなのかわかった。

　これも変だと思ったんだ。

　なぜアイツは二葉の部屋にだけ来なかったのか、と。

　事実は違った。ちゃんと来ていた。それを二葉が言わなかっただけだ。嘘うそをついていただけだったんだ。

「………」

　珍しく困惑の色を浮かべた弾丸の瞳ひとみが俺を捉とらえる。

「とりあえず、追い返してこいよ」

　こくん、と頷うなずいてから二葉が部屋を出て行く。

「誰が来たん？」

　と、ニーナ。

　俺は「二葉には言うなよ」と釘くぎを刺してから答える。

「ヒカルだ。俺の姿に変身したヒカル」

「あ……」

　ニーナも思い出したらしい。

　二葉はすぐに部屋に戻ってきた。テーブルの椅い子すに座り、右手で頬ほお杖づえをついてしばらく頭と気持ちを落ち着かせてから、

「……ややこしすぎる」

　徒労を滲にじませて、こぼした。

　そこへ畳みかけるようにまた二葉の携帯電話が音を鳴らす。

「……ニーナだ」

　二葉は携帯に表示された名前を告げて、訊たずねるかのように俺とニーナを見る。

「出て」

　ニーナが答え、二葉は通話ボタンを押す。

『フタバ～！　あのな、あのな、今ヨシローが家に来てな、ウチのことを嫌いって――』

　つんざくような声が漏れ聞こえ、二葉は咄とつ嗟さに耳から電話を離す。

「あわわわわ……」

　と、恥ずかしがるニーナに、

「この時の私は何て言った？」

「えーっと……『私には電話があった。明日、みんなでまゆ毛の家に行こう』って」

「……間違いない？」

「うん」

　二ふた葉ばは再び携帯を顔に近づけ、

「私には電話があった。明日、みんなでまゆ毛の家に行こう」

　ニーナの記憶通りのセリフを告げてから電話を切り、俺おれたちを見る。三流スナイパーが放った弾のように眼光にいつもの鋭さがない。

「……今、この世界にはまゆ毛が四人いる……」

「四人？　三人だろ？」

　この時間にいる俺。未来から来て今ここにいる俺。ヒカルが変身した俺。

　やはり三人だ。

「……そう。三人。間違えた」

　らしくない間違い。いや、間違えたと素直に認めることの方が、らしくない。それほど混乱しているのだろう。

「……で、私は明日まゆ毛の家に行って、電話がかかってきたと言えばいいんだな？」

「そのはず」

「……わかった」

　俺もわかった。

　二葉がどうしてあのルールを設けたのかが。

　明日何が起きるのかを知っていて、しかも、その通りに動かなければならない。それは想像を絶するほど辛い作業だ。「明日トラックに轢ひかれてください。大丈夫、ギリギリで死にませんから」とか言われて、その通りにできるかい？　無理だろ？

「フタバ、顔色悪いで？　大丈夫？」

「……ん。少し頭が痛い」

「もう寝ろよ。明日また俺の――」

　家に行かなければならない、その言葉は疲弊した様子の二葉に言えなかった。

「……そうする」

　二葉は立ち上がり、そのままベッドに横たわる。

「ウチも、もう寝るわ」

　ニーナはベッドを奪われたことの文句も言わず、自分で布団を敷いて毛布をかぶった。



　寝袋にくるまっても目が冴さえて眠れやしなかった。

　悶もん々もんとする。

　だが、これは筋トレとは無関係だ。眠ろうとすればするほど不快な感情が膨ふくらみ、頭をもたげてくる。本当の意味での悪魔の囁ささやきが。

　必死につぶっていた目を開け、寝袋からも出る。いつもは真っ暗な台所側の部屋に月の光が差し込む。仕切り戸を閉めるはずの門番が誰だれより早く眠ってしまったから。

　んごお、というイビキに近い寝息を立てているニーナが毛布を派手に蹴け飛とばす。

　境界線を跨またぎ、毛布をかけなおしてやると、

「……エロイカって、どんなイカ……？」

　珍妙な寝言を発した。

「どんな夢を見てるんだよ」

　半笑いでツッコんでから、ベッドで眠る二ふた葉ばを眺ながめる。

　ニーナとは対照的な寝相。膝ひざを抱えるように小さく丸まって、目から上だけを掛け布団から出している。獰どう猛もうな瞳ひとみも、閉じてしまえば睫まつ毛げの長さだけが目立つ。

　再び境界線を跨ぎ、自陣へ帰還。そっと仕切り戸を閉める。やはり今夜はサルにもならないし、筋トレもいらない。

　でも眠れない。

　テーブルの椅い子すに座り、こんな時にタバコでも吸えたら絵になるのかな、なんてことを考えながら虚空を見つめる。どこまでも気分が沈んでいくのは夜の仕業か、疲れからか。タバコではなく外の空気が無性に吸いたくなって玄関のドアを開けた。

「どこに行く？」

　仕切り戸を半分開けて、二葉が顔をのぞかせていた。

「眠れないから散歩でもしようかと思って。やっぱりダメかな？」

「……私も行く」

「心配するな。誰だれにも会わないようにするし、何もしないから」

「……小腹がすいた。コンビニに行く」

　二葉は服と一緒に買ってくれた帽子を「かぶれ」と投げ渡し、俺おれより先に外へ出た。

　マンションのロビーを出て左へと歩く。

　が、二葉は動かない。

「どうした？　コンビニこっちだろ？」

「……あっち。そっちのコンビニには……プリンがない」

　俺の進路とは反対の右方向を指さしながら、二葉が言う。

「プリン？　そんなのどこでも売ってるだろ」

「…………焼きプリン」

「そ、そうか。じゃあ、そっちに行こう」

　たっぷりと湿気を含んだ空気の中、ひと言の会話もなく十分ほど歩いて辿たどり着いたのは俺の住むマンションから一番近いコンビニだった。

　そこで二葉は焼きプリンと缶コーヒー二本を購入。そのうちの一本を俺にくれた。

　店を出て二葉の家へと折り返して、道の途中にある公園に差しかかった時、

「コーヒー、飲んでいかないか？」

　下手なナンパみたいな文句で俺から誘った。

「……」

　二ふた葉ばは何も答えず、だけど俺おれよりも先にベンチに座る。

　誰だれもいない夜の公園にプルトップを開ける音。一本だけ立っている街灯の明かりが明滅して、右隣にいる二葉の顔をぼやけさす。きっと寝起きで鋭さ三割減なはずの貴重な表情がハッキリと見えない。

「二葉、明日のことなんだけどさ」

「明日のことは言うな」

「わかってる。余計なことは言わない」

「……何？」

「もし、明日お前が俺の家に行かなかったら、どうなるんだ？」

「それは……」

「タイム・バターなんとかが起きるんだろ？」

「パラドックス」

「そう。それはわかる。いや、パラダイスのことは全然わからないし、考えると頭の中がグルグルしてくるんだけど」

「パラドックス」

「そう。それが生じるというのは何となくわかるけど、具体的に何が起きるんだ？」

「だからそれは……」

「もしかして何も起きないんじゃないのか？」

「どうして？」

「考えてみたらさ、真っ先にお前に会いに来た時点で『外部との接触を避けるルール』を破ってるだろ？　だけど、今のところ矛む盾じゆんは起きてない。少なくとも俺の知っている歴史通りだ。今日だって『今日の俺』は俺に変身したヒカルを見て混乱してお前に電話を――」

「ヒカル？」

　あぁ、しまった。

「……すまん」

「……バカ」

「でも、これも多分、合ってる。お前は、正体に気づいているようだったし」

「今お前が話したからだ」

「だから、こういうことだよ」

　意図しないのに歴史の辻つじ褄つまが合っていく。

「……言いたいことはわかる。そもそも未来から現在を見るという時間の流れと逆行する観点でいるから矛盾を感じるだけであって、正確にはお前もニーナも同一時間帯にいるのだから――」

「ご、ごめん。何が何だかわからない」

「私だって、わからない」

　と、二葉は普段より強めの口調で忌み嫌うセリフをあっさり口にした。

「もしかしたら、お前の言うように未来も過去も変わらないのかもしれない。変わるかもしれない。仮に変わるとしたら何がどう変わるのか、そういうこと全部、わからない」

「お前にもわからないことがあるんだな」

「……勘違いするな。私はそんなに賢くはない」

「そんなことはないと思うけど」

　二ふた葉ばはふるふると首を横に微動させる。

「……こういう話もきっとタヌキの方が得意だと思う。アイツならもっと違う方法を思いつくのかもしれない。でも私にはわからない。だから、明日は行く。ちゃんと行く」

　わからないの連発もさることながら、よもや二葉の口からナナさんを褒める言葉が出てこようとは……。それほど二葉もタイムスリップなる現象に戸惑っているのだろう。

　だから、わかることだけをやる。過去を変えないために。歴史を歴史通りにするために。未来をあるべき未来のままにするために。

　依然として頭の中はグルグルしているけど、俺おれのするべきことも二葉と同じだ。

「じゃあ、これ」

　俺はポケットから自宅の鍵かぎを出す。

「……？」

「明日、使うことになると思う。いや、使って……ほしい」

　六月二十二日、俺の部屋に女性能力者が集まってドッペルゲンガーについて会議をして、それから俺は病院に行く。そして、鍵を閉めたはずの部屋に戻ったら二葉がいた。

　あのカラクリはこういうことだろう。

「……わかった」

　わからないと言う時よりも悔しげに言って、二葉は鍵を受け取った。

　コーヒーを多めに飲んで、沈黙を埋める。

「俺、やっぱり過去にいるんだな……」

「何を今さら」

「そうなんだけどさ……」

　もうひと口、飲む。

「なあ、二葉」

「……何？」

「もし過去に行けるとしたら、どこに行きたい？」

「それはウ……ニーナの話？」

「いや。あくまで想像の話。ここにタイムマシンがあると仮定して。そいつはいつの時代にも行ける。どこにでも行ける。ちゃんと元の時間にも帰ってこられる。でも時間の矛む盾じゆんとかはややこしいからナシ。見るだけ。過去を見るだけ」

　アンタだったらいつのどこに行く？　一つじゃなくてもいい。思いつく限り挙げてみてくれ。ただし、おさわりナシのルールで。

「私だったら……」

　二ふた葉ばは気恥ずかしそうに、ん、と軽く咳せき払ばらいをしてから、

「呂布りよふを見てみたい」

　心臓止まるかと思った。

「呂布っ？」

「わ、悪いか！　お前が訊きくから無理矢理に……！」

「そ、そうじゃないんだ。ちょっとビックリしただけ。そうか、呂布か……」

「………」

「バカのくせに、みたいな顔するな。俺おれだって呂布ぐらい知ってるよ。三国志に出てくる強いヤツだろ？　まあ、ニーナとやったゲームで覚えたんだけどな」

「……二メートルを超える身長だったらしい。嘘うそくさいから見てみたい」

「はは。本当はチビで泣き虫だったりしてな」

　アンタは何を思いついた？

　二葉みたいに昔の偉人というのもあるだろう。未解決事件の発生現場に行って真犯人を見てやるとか。それこそ何億年も前に行って生命誕生の瞬間なんてのも面白そうだ。

　おさわりナシでも想像は無限に広がる。

「……お前は？」

「俺は……両親の顔を見てみたい」

「え」

「ああ、言ってなかったっけ？　見たことないんだ。写真でも見たことがない」

「……そう」

「あ、いや、別に湿っぽい話をするつもりはないんだ。あくまで想像の話。ただ……」

「ただ？」

「昨日今日と俺の知っている通りのことが起きて、改めて自分が過去にいるんだなと思い知らされた。最初に自分の部屋に着いた時よりも強く」

　それは俺が『自分で自分を見る』経験をしていたからかもしれない。本来、最も衝撃的であるはずの場面にさほど驚かなかったから、その消費し損ねた衝撃の残ざん骸がいともいうべきものが一気に襲いかかってきた。

「その瞬間から、さっきみたいな想像が止まらなくなった……」

　無限に広がった想像が可能性を帯びた途端、不快な感情に形を変えた。

「なあ二葉、本当に過去に行けるとしたら、どうする？」

「……それはニーナの話？」

「ああ。ニーナの話だ」

「……」

　二葉は何かを言おうとして唇をわずかに開いたけど、すぐに閉じた。黒々としたその瞳ひとみに今にも消えそうな明かりが反射する。見ようによっては、潤んでいるようにも映る。

　もしかしたら。

　本当に勝手な俺おれの憶測だけど、二ふた葉ばはもっと違う話をしたかったのかもしれない。俺の口から訊ききたかったのは、もっと気の利いたセリフだったかもしれない。若い男女が誰だれもいない夜の公園で話すような話をしたかったのかもしれない。

　でも俺はそんな話をしない。してやれなかった。

　適当な切り出しが見つけられなくて、代わりに俺は自分の能力を使う。

　人差し指の先にライター並みの小さな小さな炎を灯ともらせる。

「こんなもんだ」

「……何が？」

「不思議だけど使い物にならない。それが俺の超能力。他のみんなの力だって大差ない。おまけに副作用まである。だから消したいんだろ？　だからこそ、俺に言い寄ってきているんだろ？」

「いや、うん、まあ……」

「いいんだ。今さら文句を言うつもりはない。約束はちゃんと守る」

「………で？」

「ニーナの力は……違う。こんなもん、なんかじゃない」

「……かもしれない」

　炎を消して、何かを握にぎりつぶすように両の拳こぶしに力を込める。

「かもしれなくない！　タイムスリップだぞ？　これ以上の力が他にあるか？」

「アイツはどこにでも行けるわけじゃない」

「でも実際に過去に来てる。俺はこうしてここにいる。過去にいる！」

「……」

「俺たちが使っちゃいけない言葉だけど、非常識だよ。非常識すぎる。正直……」

　無意識に喉のどがキュッと締まり、次の言葉が出て行くのを抑えつけようとする。

　それを押しのけて、吐き出した。

　言わなくてもいいのに、誰も望まないのに、不快な感情に名前をつけた。

「怖い」

　と。

「……ニーナが怖いの？」

「違うよ」

　二葉はどこか不安げに眉まゆをひそめ、俺を見つめていた。その視線を逸らし、下を向いて地面にぶつけるように続ける。

　どうしてコイツにはすべてを打ち明けてしまうのだろう、と俺にとっては五ヶ月前にも感じたことを胸の中で反はん芻すうしながら、続ける。

「ニーナのママは、ニーナの能力が素晴らしいと言っているらしい。その素晴らしい力を俺に消させないために娘を連れ戻そうとした。無事に未来へ戻れたとしても、同じ展開が待っているだろう。俺おれはそれを守ってやると、盾になってやると約束した。女の人と交わした約束は絶対に破っちゃいけない」

「守ってやればいい」

　左手の中で硬いはずの缶コーヒーがへこむ。もちろん筋トレの成果などではない。

「……自信がない」

「どうして？」

「もしニーナが力を自在に操れるようになったとしたら、二ふた葉ばは呂布りよふを見たいと言うか？」

「……そこまで興味があるわけじゃない」

「俺は……言ってしまいそうだよ。今まで一度も見たいだなんて思ったことのない両親の顔を見たいと思っている。会ってみたい、会って話してみたいとさえ思い始めている」

「それは想像の話だろ」

「でも、こんな感じの想像が止まらないんだ」

「……」

「俺はニーナのことをよく知っている。自慢にもならないけど山やま田だや親衛隊の連中よりもずっとずっと長い時間一緒にいる。ニーナは本当にいいヤツだ。元気で明るくて優しくて、そして苦しんでいることも知っているのに、目の前で倒れたこともあるのに！　……期待している。想像が現実のものになることを望んでいる。苦しい副作用のある非常識極まりない力を使って俺を過去に連れて行ってくれと……言ってしまいそうだ」

　生ぬるい六月の真夜中、ロマンチックさの欠片かけらもない湿っぽい話をして、背中に冷たい汗が流れた。

「こんな自分が一番怖い。なあ二葉、俺は……ニーナのママと同じ側の人間なんじゃないだろうか？」

　盾になってやる資格などあるのだろうか。

「……大丈夫」

　二葉が呟つぶやいた。

　その顔を見ることもできない。こんな顔、見せられない

「お前は言わない。絶対に言わない。だから、大丈夫」

　右手に何かが重なる感触。とても温かなぬくもり。

　もしかしたら、それは二葉の左手だったのかもしれない。

　しかし、そのぬくもりの正体を知ることはなかった。

　カツン――と、小石が転がる音。

「！」

　ビクリと音の先を見る。ドラマや漫画でよくあるベタなシーンそのもの。

　俺と二葉が座るベンチの数メートル後ろ、物陰にニーナの姿があった。

「……な、なんや、こんなとこにおったんか。目が覚めたら二人とも部屋におらんから、ビックリして探しに来てもうた」

　ニッと無理矢理に笑う。八重歯が輝かないのは夜のせいじゃない。

　その表情ですべてがわかる。

　――聞かれた。

「……ニーナ、これは……」

「ウチ、先に帰っとくな。あんまり遅くなったらアカン……」

　ダンッと地面を蹴けり、ニーナは走り出した。二ふた葉ばの家とは真逆の方向へ。

「ニーナ！」

　俺おれもすぐに追いかける。

　二葉はベンチから動けずにいた。



「ニーナ！　待ってくれ！」

　それでもニーナは止まらない。そして、足が速い。風を切る金髪ツインテールの背中があっという間に遠のいて、見えなくなった。

　住宅街を抜けて国道沿いに出る。周囲を探す。見つからない。

　俺はキャップをかぶっている。でもニーナは簡単な変装もしていなかった。あきらかに目を惹ひくその外見を誰だれかに、最悪ニーナ本人に見られたら……とまでは気が回らなかった。もう二葉の家に帰ってたりして、なんて論外。

　早くニーナを見つけなければ。その一心で駆け回った。

　ファミレスの隣、ニーナとよく行く店――喫茶ベロニカの目の前にある横断歩道を歩く姿を発見した。

「ニーナ！」

　声に反応してツインテールがくるりとひるがえる。俺は走りながら手を伸ばす。一秒でも早く捕まえたくて手を伸ばす。まだ届かない。

　碧へき眼がんが数センチ左を見て、見開いて、俺を見る。ニーナも手を伸ばし、

「――――――――！」

　必死の形相で何かを叫んだ。俺には何も聞こえなかった。けたたましいクラクションも、急ブレーキでこすれるタイヤの音も。

　至近距離でヘッドライトに照らされるというドラマでよくあるベタなシーンの真まっ只ただ中なかにいることにも気づけなかった。

　視界が白一色に染まり、二人の手が繋つながった瞬間――

　楽しかった共同生活は終わりを告げ、

　俺たちはまた時空を超えた。



　余談ながら。

『エロイカ：‥英雄的という意味のイタリア語』

　……イカの種類じゃなかった。



    

  
    
      


　三章　？月？日





　たとえば。

　アンタがタイムマシンに乗ったとしたら。

　行き先はどこにする？

　過去か、それとも――。



　有から無へ。ゼロから１へ。

　瞬間移動というのは、文字通り、瞬間なんだ。



　横断歩道を走っていたのに、今、違う場所にいる。

　白一色の空間に。

　俺おれとニーナは手を繋つないだ状態でそこに立っていた。

「……どこだ、ここ？」

　ニーナは繋いだ手を放して、顔面をビローンと伸ばし下唇をぷにっと突き出す。

「………だよな」

　さすがにマネはせず、今いる場所を確認する。

　白。ひたすら白。どこまでも白一色だ。

　白い壁に囲まれた部屋、といえるかどうか。何もない。窓もない。直方体の中に入れられた、と言えばわかってもらえるだろうか。広さは我が家の三倍程度。さほど広くもない。

「アレ、なんやろ？」

　ニーナが一番遠くの壁を指さす。

　目を凝らすと、白の中に一点だけ黒……いや、銀色がある。

　近づいてみる。

　それはドアノブだった。つまり、ドアがあった。向かって右側の壁にもあった。

　真っ白な空間にドアが二つ。

「「……………んんん？？？」」

　俺とニーナは五分ぐらい『もうわけがわからんの顔』をしながら考える。

　この場所に来る直前の出来事が今いま頃ごろになって把握できてきた。俺はあの時、ニーナしか見ていなかった。信号が何色だったのかも確認せずに走っていた。

　てことは……。

「あ。わかっちゃったかも」

「ウチも」

　二人の見解は一致した。

「……ここ、アレだろ？」

「アレやろな」

「俺おれたち、アレになっちゃったのかな……？」

「アレっちゃったみたいやな」

　ここはおそらく、三さん途ずの川とか賽さいの河原みたいな場所だろう。

　あーあ、死んじゃった。

「ニーナ……俺のせいで……何て言えばいいか……」

「このドアは天国と地獄の分かれ道みたいなもんかな？」

「……きっと、そうだろうな」

「どっちが天国やと思う？」

　ニーナは興奮気味に小鼻を膨ふくらませている。

「……え？　行くの？」

「ウチは左やと思うねん」

　ニーナがドアノブに手を伸ばす。それを慌てて止める。

「待て待て！　何でそんなにやる気満々の顔してるんだよ！」

「ヨシローは右か？　ゲームでもいっつもそうやなぁ」

「いや確かにゲームでは右派だけど、そうじゃないって！　これ究極の一発勝負だぞ？　セーブとかしてないんだぞ？」

「ジッとしてても始まらんやろ？」

「アグレッシブすぎるって！　まだ何かしらイベントがあるよ、きっと。なんていうか、最後の審判的なやつが。閻えん魔ま様がヒヨコの雄雌を選別するみたいに」

「んなアホな。ゲームやないんやから」

「ゲームって言い出したのニーナだろ！」

　その時。

　カチャ、と静かにドアが開いた。

「「うぎゃあああああ！」」

　二人抱き合うようにして跳び下がる。

　ドアから現れたのは閻魔様ではなかった。

　が、何者かはわからない。

　柊ひいらぎちゃんよりも低い背丈に長なが袖そで長ズボンのジャージ姿。頭をすっぽりと覆うニット帽。顔の半分以上はある大きなサングラス。口と鼻まで隠すマスク。

　そんな異様な出で立ちをした小さな人間っぽい何かだった。

「ウチはめちゃくちゃエエ子です！　何回かヨシローの財布からお金を盗んだこと以外は何にも悪いことしてません！」

　平伏しながら訴えるニーナに、お前そんなことしてたのか、とツッコミもせず、

「だ、だ、だだ誰だれ、ですか？」

　閻えん魔ま様（仮）はマスクをしているからか、くぐもった声で返事をした。

　驚きよう天てん動どう地ちの返事を。

「私はあなたの子供です」

　言い終わると同時に、右手の手のひらをすっと広げて――炎を出した！

　ソフトボール大の火の玉を！

「「…………………………」」

　俺おれとニーナは顔を引っ張ることもできず、ただ呆ぼう然ぜんとする。

　とりあえず閻魔様ではない……のか？



「ここは未来のとある場所です。何年先のどこかは教えませんが、あなたたちが想像しているような死後の世界などではありません。今から二十一時間三十分後、あなたたちには過去に遡そ行こうしてもらいます。それまではここで待機してください」

　そう事務的に述べて、俺の子供（仮）は壁に背をつけて体育座りをする。サングラスとマスクで隠しているから表情がまるで見えない。読めない。

　死後の世界ではないという言葉だけは喜んで信用しつつ、今度はこちらから問う。

「ここは未来ってことか？」

「そう言いました」



    

  
    
      



    

  
    
      「証拠は？」

「私です」

「お前……いや、キミが俺おれの子供だから？」

「そうです」

「その証拠は？」

「先ほど見せました」

「あの火の玉か？　あんなもの手品かもしれないだろ」

「そうじゃないことはあなたが一番知っているはずです」

「……なぜ俺自身が現れない？」

「あなたがあなたに会っていないからです」

「……キミの母親は誰だれだ？」

「言えません」

「キミの名前は？」

「言えません」

「キミは何歳だ？」

「言えません」

「じゃあ『今の』俺は何歳だ？」

「言えるわけがありません」

「言えない言えないばっかりのことを信じろというのか？」

「そうです。ちなみに、ここまであなたがした質問を私はすでに聞かされています。一言一句相違ありません。少しぐらい違いがあってくれた方が私としては退屈せずに済んだのですが残念です」

「このガキ……」

「それも予定通りです」

「な……」

　んんんんんて生意気なクソガキだ。親の顔が見てみたい。

「あのなぁ、こんな話、信じられるわけがないだろ」

　俺は隣で「あの顔」をしているニーナを指さす。

「見ろ、このニーナちゃんの顔を。このままじゃこれが基本形になっちゃうぞ？　もっとわかり易やすく説明してくれ。あと面白かったら笑ってもいいんだぞ」

「どんな顔をされてもあなたたちが望むような情報は教えられません」

「どうして？」

「時間のイニシアチブは常に過去が握にぎっているからです」

「…………なるほどな。そりゃそうだ」

　俺は大きく頷うなずいてから、ニーナに耳打ちする。

（イニシアチブって何だ？）

（そんなことも知らんのか）

（アグレッシブの友達か？）

（ちゃうよ。ヨシローはホンマにアホやな～）

（知ってるなら教えてくれよ）

（だ、だからそれは……握にぎってるねんから……お寿司的なことやろ）

（お寿司的？　お寿司なの？　お寿司っぽい別のもの？）

「主導権です」

　子供が、はぁと長い溜ため息いきをつきながら言った。おおう、どこかの誰だれかさん並みに著しく神経を逆なでする溜め息だ。

「し、知ってるよ。バカにするな」

「したくないですよ」

　もう一度、深く長い溜め息。この子、絶対に友達いないよ。

「悲しいぐらい予定通りです。ここに至るまでに理解してほしかったのですが……」

　子供はズボンのポケットから茶色い封筒を取り、俺おれに差し出した。

「何だよこれ？」

「佐さ々さ木き与よ四し郎ろうから佐々木与四郎への手紙です」

「は？」

「読めばわかります」

「……」

　俺は茶封筒の封を切り、この空間と同じ白色の便びん箋せんを開く。ニーナも横から覗のぞき見みる。

　その手紙の一行目。書き出しの文は――



　デア、俺。元気にしてるか？



　ぶうはぁっ！　とニーナが噴き出した。

「小っちゃいイがない……！」

　ニーナは窒息寸前で転げ回り、俺は手紙を叩たたきつける。

「ふ、ふざけんな！　俺がこんな手紙書くか！」

「とにかく読んでください」

「……」

　続きを読む――。



　デア、俺。元気にしてるか？

　今そこにいる子供はお前の子だ。と思う。そういうことにしておけ。

　そして、その子の言う通りにしろ。

　そうすれば過去に戻れる……はず。

　まあ、頑張って。

　Ｐ・Ｎ　我が子によろしく伝えてくれ



　最後の一文でまたニーナが弾け飛んだ。

「ペ、ペンネームッ!!」

　俺おれは今すぐ爆発して粉々になりたい気持ちで手紙を床に叩たたきつける。

「信じられるか！　な、な、何だこの頭の悪い文章は！　大事なところ全部ふにゃふにゃじゃないか！　嫌がらせだとしたら天才的だよこれ！」

　いまだ爆笑の渦から抜け出せないでいるニーナがポンポンと肩を叩いてきて、

「いや～これは間違いなくヨシローからの手紙やで。こんなアホな手紙を書けるの宇宙でヨシロー一人やろ」

「筆ひつ跡せきも同じはずです」

　どこまでも淡々と子供が補足する。

　確かに、この汚い字には見覚えがある。……じゃあ、本物？

「いやいや！　字なんていくらでもマネできるだろ！」

「次はこれです」

　俺の意見をさらりと無視して、子供が今度はニーナに手紙を渡す。

「ウチにも？」

「はい。ニーナからニーナへの手紙です。ただし、これは一人で読んでください」

「え？　俺は？」

「話、聞いてますか？」

「わかった。ヨシローは見んといてな」

　ニーナは手紙を読んだ。おそらく最初の一文であろう箇所で「あふうっ」とよろけたが、どうにか立て直し、最後まで読み終える。なんかズルイ。

　で。

「――うん。これ、間違いなくウチからの手紙や」

　ニーナはそう言って手紙を封に戻す。

「どうしてそう言いきれる？」

「ウチにしかわからんことが書いてある」

「何それ？」

「テレポートとタイムスリップのやり方」

「え……」

「タイムスリップの部分はホンマかどうかわからんけど、きっとこの方法なら過去に行けると思う」

「行ってもらわなければ困ります」

　子供がニーナから受け取った手紙をポケットに仕舞い、別のものを出した。黒い物体。それをちらりと見る。

「ニーナさん、あちらの部屋に行ってください。簡易ベッドが用意してあります」

「へ？」

　と聞き返してすぐ、ニーナの頭がふらりと揺れ、そのまま俯うつぶせになって倒れた。

「……少し早かったですね」

　俺おれの子供が黒い物体――おそらく時計を確認して呟つぶやく。

　俺はすぐにニーナを抱きかかえ、

「早かったじゃない！　部屋ってどこだ！」

「……」

　どんな顔をしているのかわからないけど、子供は向かって右側のドアを指さす。

「開けろ！　手ぇ塞ふさがってんの見えるだろ！」

　子供は小走りでドアまで行って、開けた。

　その部屋も真っ白な空間。広さは我が家と同じぐらいか。黒いステンレス製のベッドがやけに目立つ。そのご丁寧な用意周到ぶりで、ここが未来だということを信じられる気がしてきた。

　ベッドにニーナを寝かせる。二ふた葉ばの部屋で倒れた時のように熱っぽい体が荒々しい呼吸を繰り返す。見ているこっちまで息が苦しくなる。

「約七時間後に回復します」

　これも未来の予定表に記されているのだろう、子供が黒い物体を確認しながら言う。

「しなかったらどうするんだよ」

「そんなことは――」

「しませんでした、じゃ済まないだろ！」

　子供相手につい怒鳴ってしまった。さっきまで笑い転げていたのに、どん底に突き落とされる。躁そうと鬱うつが交互にやってきて気分がささくれだってしまう。

「大声出してごめん……。信じるよ、キミの話を」

「では、あちらの部屋に戻りましょう」

「いや。ここにいる」

　俺はベッドのそばに胡座あぐらをかいて座る。

「これぐらいしかできないんだ。いいだろ？」

「……」

　この行動は予定表に載っていなかったのか、子供は逡しゆん巡じゆんしてからちょこんと体育座りをした。

　そのまま長い沈黙が訪れて、ニーナの荒い呼吸も幾分か落ち着いてきた。

「なあ」

　と、五メートルほど離れた位置に座る子供に声をかける。

「はい」

「訊きいてもいいかな？」

「何をですか？」

「色々と」

「いいですけど、私は答えませんよ」

「答えられる範囲でいいから」

「……私の答えが必ずしも正しいと思わないでください。適度に嘘うそを交えますから」

「わかった」

　やはりこの部屋に移動してからのことは教えられていないのだろう。子供の態度と返答があきらかに変化してきた。表情の変化は見えないけど。

「キミは……と、その前に何て呼べばいい？」

「ご自由に」

「んじゃ、マーロン・ブランドな」

「……何ですかそれ？」

「知らないの？　名俳優だぞ」

「……」

「では改めて。マーロン・ブラ……やっぱ変えてもいい？」

「ご自由に」

「そうだなあ……」

　俺おれの子供だと言ってるから……

「与五郎」

「んなっ！　私は――」

　マスクの内側でギュウッと口をつぐむ音がした。

　ははぁ。この子、女の子だな。それから案外アドリブに弱いな。

「それじゃ、与四子」

「イヤです」

「ご自由にって言ったくせに。だったら何か、あだ名とかないの？」

「…………プチ」

「プチぃ？」

「……背が低いから」

　低いのか。それは年の割にはってことだよな。見た感じ小学校低学年ぐらいかと思ったけど、意外と年いってんのかな。

「じゃあ、プチ。プチは一人っ子？」

「言えません」

「これもダメか」

「もう少し考えてから質問してください」

「はい」

　もう少し考えてみた。

　俺おれが訊ききたいのはやっぱりあのこと。正直、気になって気になって。

「プチのお母さんは優しい？」

「うん」

「怒ると怖い？」

「誰だれでもそうだと思いますが」

「お父さんは？」

「怖くない」

「おっ、優しいのか」

「鬱うつ陶とうしい」

　いや、まだ父親が俺って決まったわけじゃないから。まだ信じてないから。

「プチは超能力者だよな？」

「お母さんについては言えません」

「そうじゃなくて、大丈夫なのか？　さっき能力を使っただろ」

「副作用なら既に症状が出ています」

「どこに？」

「教えない」

「そのサングラス、度が入ってたりする？」

「入ってるかもしれない」

「住んでる家、大きい？」

「教えない」

「プチのお母さんは性別が変わったりしない？」

「さあ」

「プチは自分の足が長いと思う？」

「気にしたことがない」

「時々、無性に暴力的な気分になったりしない？」

「今そんな気分」

「俺に？」

「うん」

「途中から敬語忘れてるよね？」

「意図的にそうした」

「アメリカとかイタリアに親しん戚せきいる？」

「質問が直球すぎ」

「じゃあもっと直球で。ニーナに会うのはこれが初めてか？」

「初めてじゃない」

　……しまった。直球だけど意味のない質問だった。

「プチは名前に数字が入ってる？」

「うん」

「どんな数字？」

「教えない」

「数字が入ってることは教えてもよかったの？」

「……」

「お母さん、美人？」

「美人で可愛かわいくて私の自慢」

「お父さんは？」

「似なくてよかった」

「似てないのか」

「本当によかった」

「……いつもそんな感じの喋しやべり方なのか？」

「そうでもない」

「ふと気づけば溜ため息いきとか舌打ちとかしてたりしない？」

「はぁ……」

「……」

　ダメだ。効果的な質問が思いつかない。

　いいや。まだあるぞ。すごく効果的なとっておきのピンポイントブローが。

「お母さん、何カップ？」

「死ね」

「………ごめんなさい」

　我が子に何を訊きいてるんだよ、俺おれは。いやまだ我が子だとは……まあいいか、それは。

　でも母親についてはあきらめよう。言ってることが本当とも限らないし。賢いかと思わせて意外とそうでもないし。服装で隠しているから外見的特徴もわからない。これで髪が金髪だとか目がタレ目だったりしたら一発なんだけどなぁ。そこはかとなく漂う無愛想な雰囲気は……いやいや。似てない似てない。

　あー。もうやめよう。彼女たち以外の女性が母親って可能性もあるんだし。

　わかったことは、あだ名がプチで、女の子で、生意気で、父親への尊敬がすこぶる足りていないということ。

　んー……育て方が悪いぞ、俺。と嫁。

「ねえ」

　プチが体の角度をわずかに変えて大きなサングラス越しに俺を見た。

「お母さんのことばかりじゃなくて、自分のこと、訊かないの？」

「結構、訊いてると思うけどな」

「もっと直球で」

「あっても教えてくれないんだろ？」

「うん、まあ」

「プチは？　プチは俺おれに質問ある？」

「……高校のテストで断トツの最下位だって本当？　あと女子更衣室とか女子トイレとか着替えを覗のぞいたりしたって――」

「あ～眠い。なんか急に眠くなってきた」

「……」

　はぁ、と溜ため息いきをつきサングラスが俺をジッと見つめる。きっと遠くを見るように目を細めているのだろう。なんとも忌々しい仕草だ。

「ま、まあ、なんだ、覗きのことは誤解だけど、テストのことは……本当だ」

　二学期の中間もぶっちぎりだったしな。

「そうなんだ」

「ガッカリした？」

「別に。お父さんがバカなの知ってるから」

　……おや？

「今のセリフ、もう一回言って」

「バカなの痛いほど知ってるから」

「ちょっとアレンジするなよ。というか、そこじゃなくて、その前の部分をもう一回」

「……お父さん」

　おや～？　何だ、この感じ。全身がもにょもにょしてこそばゆいけど、嬉うれしいかも。

「も、もう一回」

「お父さ………もう言わない」

　我が娘はまた体の向きごと俺から視線を逸らした。

「何だよ、ケチケチするなよ」

「お父さんじゃないし」

「え？　俺はプチの父親なんだろ？　やっぱり嘘うそなのか？」

　俺はもう我が娘とか思っちゃってるぞ。

「嘘じゃないけど、まだ決まったわけじゃないから」

「……ん？」

「ここから過去に戻ったお父さんがお母さんと結婚…………何でもない」

「何だよ？　凄すごい気になる止め方してるけど、最初から何のことかわからないよ」

「あ～眠い。本当に眠くなってきた」

「……そ、そうか」

　そこで会話は止まった。

　――約七時間後。

「ヨシロー」

　ニーナに肩を揺すられて目を覚ます。

「……ああ、ゴメン。寝てた。もう大丈夫なのか？」

「うん。でな、今からすぐにタイムスリップの準備したいねんけど、恥ずかしいから出て行ってくれへん？」

　準備の何が恥ずかしいのかわからないけど、きっと見られたくないことなのだろう。

「わかった」

「あの子も」

　ベッドにもたれるようにして眠っているプチに歩み寄る。声をかけて起こそうかと思ったけど、すやすやと可愛かわいらしい寝息を立てている安眠を妨げるのは忍びない。

　そーっと抱きかかえて部屋を出た。プチのしているマスクがほんの少しだけずれていて唇が見えた。薄い桃色をした、まあ、普通の唇だった。サングラスやニット帽を外してやろうとは、思わなかった。

　何時間かして、プチが目覚める。おはようの挨あい拶さつもそこそこに、プチは「ニーナのいる部屋」ではない方のドアからどこかに行き、食事を用意してくれた。市販のサンドイッチ。包装はきっちりはずされてあった。

　ニーナの準備ができるまで親子の（？）会話。といっても、会話量は少ない。俺おれからの質問はことごとくあしらわれ、プチからの質問はなかった。母親に関することはもちろん、些さ細さいな未来情報ですら得られなかった。

　それでもなぜか時間が経つのはあっという間だった。

「そろそろですね」

　と、敬語に戻ったプチが黒い物体とニーナのいる部屋を交互に見る。そして、その通りニーナは部屋から出てきた。



　その数秒前。

　俺はプチに最後の質問をした。未来に関する質問を。

　だけど、プチは答えてくれた。

　サングラスとマスクに隠された表情は、きっと笑顔だったと思う。

　そういう答えだった。そういう羨うらやましい答えだった。



　部屋から出てきたニーナが、俺と手を繋つなぐ。

「ほな、行くで。いつ発動するかウチにもわからんから、そのつもりでおってな」

　ギュッと両目を閉じて「ん！」と何かを念じるように唸うなり始める。

　プチは黙ってそれを見ていた。

「じゃあな」

　と声をかけても無言で、どこを見ているかもわからない。

　わずかな時間が経過。

「ねえ！」

　プチが大きめの声を出した。

「また会え―――」

　続きは聞けなかった。



　１からゼロへ。無から有へ。未来から――過去へ。



　白一色の部屋を旅立ち、到着したのは見慣れた景色。俺おれの部屋だった。

「ふぅ……」

　安あん堵どと疲労とほんのわずかな達成感にも似た気持ちが、吐息となって体の外へ。

「っしゃ、成功や」

　隣にいるニーナが左手の拳こぶしを高々と突き上げ、俺の安心感を増長させる。

　ベッドに寝転んで大きく伸びをする。

「しかし、あれは本当の未来だったのかなあ？」

「ウチ、途中からずっと寝てたからようわからん。どないやったん？　あの子はホンマにヨシローの子供やったんか？」

「どうだろ……。でもまあ、そうだったらいいなと思うよ」

「ふぅん。そっかそっか」

　ニーナはテーブルの上に置いてあった湯飲みにズズズと口をつけた。

「ぬるっ。ヨシロー、新しいのいれて」

「はいは………い？？」

　いまニーナ、何を飲んだ？

　なぜテーブルに湯飲みがあるんだ？

　そして、俺の額にじんわりと滲にじんでいる汗は何だ？

「どないしたん？」

「…………」

　デジタル時計を確認する。

　時刻は、二十二時五分。もちろん窓の外は、夜。

　イヤな予感がする。

　というか、ほとんど確信していたけど、新聞を手に取る。

　日付欄に記されていたのは……

「……ニーナさん？」

「はいはい？」

「……本当に成功しましたか？」

「大成功ですよ」

「………じゃあ、これは何ですか？」

　日付欄に記されていたのは――六月九日。

　西暦もドンピシャ。

　佐さ々さ木き与よ四し郎ろうとニーナ・ヴァレンティ。

　今、人生で三回目の六月九日にいます。



    

  
    
      


　四章　十一月一日





　たとえば。

　アンタが八方塞ふさがりの状況に陥おちいったとしたら、どこかに逃げたいと思うだろ？

　それはどこだ？



　パニックを最低限に抑えるため、ここで一度、状況を整理しよう。

　普通に十一月まで過ごしていた俺おれを、一周目。

　過去に来て六月九日から二十一日まで二ふた葉ばの部屋に居候していたのを、二周目。

　未来と思われる場所から帰ってきた現時点からを、三周目とする。

　……ふむ。パニックをこれっぽっちも抑えられない。

　三周目だぁ？

「マジで？　ねえ、マジで？」

　と、新聞を持つ手を震ふるわせながら三十回は呟つぶやいた。そんな俺の背後からひょいっと覗のぞき込んでニーナは日付欄を確認する。

「やっぱり成功やん」

「失敗だろ。今、六月だぞ？　十一月じゃないんだぞ？　せっかく未来から過去に戻れたのにどうして肝心な部分を飛び越えているんだよ」

「ウチは今日にしかタイムスリップできへんみたいや」

「……何で？」

「わからん。そこまでは手紙に書いてなかったもん」

「あれには何が書いてあったんだ？」

「えへへ。それは内緒や」

　八重歯がキラリと輝く。……この子、心臓が鉄でできてるのかな？

「絶対に笑ってる場合じゃないと思うぞ。今が本当に六月九日なら――」

　言葉の途中でニーナが抱きついてきた。そして、そのまま俺をベッドの上に押し倒す。

「ちょ、ちょっと待て！　今は絶対にこんな……!!」

　突き放そうとしたニーナの体が焼けるように熱かった。

「ニーナ？　おい、ニーナ！」

「……ゴメン……」

　ニッの顔がつくれず、微妙な顔でそれだけ絞り出して、ニーナは意識を失った。

　パニックにパニックが重なる。だが、狼狽うろたえることは許されない。

「くそっ……えーっと……」

　とりあえず現時点で何をするべきかだけに絞って考える。

　時間は午後十時二十分。いつかはわからないけど、いずれ『一周目の俺おれ』がこの部屋に戻ってくる。鉢合わせはマズい！

　ニーナを背負って部屋から飛び出す。マンションを出たところでまた考える。

　次は何だ？

　すぐに導き出される答え。それが正しいのかどうか考慮する余裕はない。背中がまるで大きな湯たんぽを押しつけられているかのように熱い。

　俺は走り出す。行き先は、あそこしかない。

　オートロック式のドア。その横に備えつけられたパネルで「三○三号室」を呼び出す。

　ひと呼吸ほどの間があってから、返事とは呼べない声が返ってきた。

『………え？』

　モニターで俺たちの姿を確認していたのだろう、二ふた葉ばの声からも混乱が感じられる。

　でも今は長々と説明してやれない。

「そこに俺たちがいるだろ？」

『………うん』

「そいつらの未来が俺たちだ。詳しくは後で話す。とりあえず出てきてくれ。ニーナが、ニーナがヤバいんだ！」

『……わかった。待ってて』

　この状況になれば、どれだけ低脳な俺でもわかる。

　こんな時間に誰だれが、と思った来客の正体は新聞の集金などではなかった。

　二葉が簡単な数を数え間違えるわけもなかった。

　今、この世界には『俺』が三人いる。ヒカルが変身することによって四人になる。

　あれで合っていたんだ。



　部屋から出てきた二葉と、ひとまず公園へ移動した。着く頃ころにはニーナの容態が若干ながら落ち着いた。荒々しい呼吸が和らいだ。

　ベンチにニーナを寝かせる。いずれ回復する、と経験則が教えてくれる。だが、そんな保証はどこにもない。時間の感覚が狂っているから正確な日数はわからないけどニーナは二週間で三度もこの状態になっている。こんなことを続けていたら体がパンクしてしまう。

　どこでもいい。場所が欲しい。ニーナが安静に眠れる場所が。

「………」

　混乱の抜けきらない弾丸の瞳ひとみが俺を見つめる。

　後で詳しく、とは言ったものの、何からどうやって話すべきか。

「なんとなく想像できるか？」

　二葉はこくんと頷うなずく。

「タイムスリップ」

「そうだ。また『今日』に来ちまった。今、お前の部屋にいる俺おれたちが――」

　続きを呑のむ。ここから先は二ふた葉ばにとって未来の話になるから。

「なんとなくわかる」

　そう言った二葉の賢い頭でも、すべてはわからないだろう。俺たちが『本当の未来』に行っていたとまでは。

「とにかくこのままじゃマズい。……誰だれか、誰かいないか？」

　俺の財布の中身は三千二百円。超をいくつ付けても足りないぐらいの超常現象に見舞われているのに、こんなところだけはきっちりと平凡な現役高校生にさせられる。

　二葉の他にもう一人、俺たちの面倒をみてくれる人が必要だ。いいや、俺のことは除外してくれてもいい。事ここに至っては路上生活だって厭いとわない。せめてニーナだけでいいから誰か助けてくれ。

「……ダンゴ虫」

「柊ひいらぎちゃんか」

　メンタル面にやや不安はあるけど、今から数日後に「ダンゴ虫」から「コガネムシ」へあだ名が変わる人だ。なにより（忘れそうになるけど）俺たちの先生だ。頼るという点でこれ以上に頼もしい人はいない。あの高級ホテルなら……

「――ダメだ」

「……どうして？」



    

  
    
      



    

  
    
      　ここにきてまた『時間の矛む盾じゆん』が登場。

　仮に柊ひいらぎちゃんに面倒をみてもらうとして。すると、柊ちゃんはすべての事情を把握した上で『今日』から『十一月』までを過ごしていたことになる。二ふた葉ばがそうしてくれていたように、過去に来た俺おれたちの存在を隠し続けていたことになる。

　あの気弱なバンビが？　あのミス情緒不安定が？

　ムリ。根拠はないけど断言できる。絶対そんなことしてない。

　いや、根拠は一応あるか。

「俺、夏休みに……って、これ未来の話になるけどいいか？」

「仕方ない」

「夏休みに補習で毎日、柊ちゃんに会ってたんだ。その時、柊ちゃんは何度も俺を部屋に招待してくれた。ワインとか焼しよう酎ちゆうとか和牛とかで誘って」

「………」

「睨にらむな。行ってない。お誘いはお断りした。ただ、今の俺とニーナの面倒みている状態でそんなこと言うか？　普通は誘わないだろ。あの人かなり普通じゃないところあるけど、常識的に考えてしないだろ」

「……でも他にいない」

　というわけで再検索。

　タイムスリップしてきた高校生二人が頼るべき人。頼れる人。今、複数の俺とニーナが存在していることを理解してくれる人。その人も超能力者であることが望ましい。

　やはり真っ先にナナさんの顔が浮かぶ。でもダメ。もう少ししたら彼女は難事件に巻き込まれる。約一ヶ月後には弟が妹になる。そんな人に頼るわけにはいかない。

　柊ちゃんもダメ。当然、二葉も。

　………手詰まり、か？

「あ」

「……何？」

「いる」

　一人いる。

「……誰だれ？」

「モモコさんだ」

「は？」

「ナナさんのお母様だよ」

　我ながらナイスな機転だと自画自賛しかけた矢先、至近距離で問題が発生した。

　連絡を取る手段がない。俺はもちろん、二葉も携帯電話を持っていない。持っていたところで番号を知らないからモモコさんに直接コンタクトを取れない。

「どうしよう？」

「……ちょっと待ってて」

　二ふた葉ばがどこかへ走りかけたので、引き留める。

「待て。お前が直接行くのも多分、マズい。この時間のお前はナナさんの家に行ってないと思う」

「そんなことはわかってる」

　二葉は公園から去った。そして、すぐに戻ってきた。コンビニでレターセットとペンを購入して。

「それをどうするんだ？」

　という俺おれの質問には答えず、ニーナの寝ているベンチを机代わりにして、便びん箋せんに、

【管かん崎ざき百もも子こ　今すぐ＊＊公園に来い　佐さ々さ木き与よ四し郎ろう】

　と書いた。俺も二葉の意図することがわかった。

「でも、これじゃ脅迫状みたいじゃないか」

「その方が効果的」

「まあ、そうかもな。で、誰だれに届けてもらうんだ？」

「……フェルナンド」

「なるほど」

　ピ――ッと空に向けて二葉が指笛を鳴らした。間もなく、バサバサと翼をはためかせて闇やみ夜よと同じ色をした使い魔カラスのフェルナンドが二葉の足下に推参。

『―――――』

　ガアとかカーではなく、ドイツ語っぽい発音で二葉がフェルナンドに何かを命令して、足に小さく折りたたんだ便箋を括りつける。フェルナンドはすぐに飛び立ってまた空の色と同化した。伝でん書しよ鳩ばとならぬ伝書ガラスだ。

「モモコさん、来てくれるかな？」

　それにフェルナンドは鳥目じゃないのかな？

「……」

　いつもの無視じゃなく、二葉は何かを言おうと口を開いたが、言葉が出てこなかった。

「副作用か？」

「……」

　頷うなずく代わりにドスンと俺の脛すねを蹴けって、ベンチに座った。

　何分もかからず、公園に一台の軽自動車が到着。車から栗くり色いろロングヘアーの美人が降りてきた。フェルナンドめ、いい仕事しやがる。二葉が重ちよう宝ほうするだけのことはあるな。

「あらまあ」

　という言葉ほどモモコさんの表情はおっとりしてなかった。だが、さすがにナナさんのお母様である。

「あの――」

　と、事情を説明しようとする俺の言葉を遮って、

「車の中で聞くわ。とりあえず乗って」

　俺おれはすぐにニーナを抱きかかえ、車の後部座席まで運ぶ。

「二ふた葉ばちゃんは？」

　二葉はベンチに座ったままだった。

「おい二葉、乗れよ」

「……」

　かすかに首を横に振ってから、レターセットが入っていたレジ袋を指す。ああ、そうか。確か「買い物に行ってくる」と言って出てきたんだったな。

「わかった。また連絡するよ。部屋にいる俺たちをよろしく頼む！」

　二葉はシッシッと手を振ってから、コンビニの方へと歩いていった。



　モモコさんが運転する車。その車中。俺はこれまでの経緯を説明した。俺なりに考慮したつもりではいる。もちろん、ヒカルのことは伏せた。プチのことは迷ったけど、伝えた。

　モモコさんは「へぇ」とか「まぁ」とか緩い相づちを打つ。だから、ちゃんと伝わったのか、余計なことは言ってないか、判断しづらかった。

「ところで、今からどこに？」

「もうすぐ着くわ」

　目的地を明かさないまま車は国道を都会方面へと走り、とある建物の前で止まった。

　それは超高級ホテルの入り口。バンビの住すみ処かだった。

「柊ひいらぎちゃんはマズいんですよ」

「心配しないで」

　柔らかく微笑ほほえみながらモモコさんは携帯電話で電話をかける。

「モモコでぇす、お久しぶりぃ。今、ホテルの玄関にいるんだけどねぇ、部屋を用意してほしいのぉ。でぇ、知り合いの子をしばらく預かってほしいのよぉ………あぁん？　できないじゃねぇよ。やれ。一分でやれ。あのことバラすぞ？　ああ？　………んもぉ、最初からそう言ってくれればいいのにぃ。じゃあ後で、ね」

　モモコさんは電話を切る。

「さ、行きましょ」

　……遺伝子って、凄すごいね。

　フロントスタッフやボーイさんは内心、戸惑っていただろう。しかし、さすが超一流のホテルマンである。余計な詮せん索さくなど一切せずに俺たちを案内してくれた。

　二十七階のシングルルーム。そこが俺とニーナのために用意してくれた部屋。シングルといっても超一流ホテルである。浴室、寝室、客室、どれも広い。二人でも楽々寝られそうなサイズのベッドに、薄くて大きいテレビ、俺が横になってもまだ余るソファ、備品のすべてが有名ブランドもの……とまあ、豪華のひと言。でも俺はスイートルームを知っているだけにさほど驚きはしなかった。

　ベッドにニーナを寝かせて、モモコさんとソファで向かい合う。

「もうわかってると思うけど、連絡したのは柊ひいらぎ先生のお祖父様。ちょっとした知り合いなの。事情は適当に誤魔化して話しておくから心配しないで」

「わかりました」

　柊ちゃんのお祖父様だったなんて予想すらしていなかったし、あまりの手回しと手際と物分かりの良さに驚きもした。それでも「場所」を得られたことの安心感が勝った。

　一方で、狼狽うろたえるしかできなかった現実をこうもあっさりと打破されたことへの悔しさみたいな気持ちも少なからずあったけど。

　モモコさんはゆったりと紅茶を飲んでから、

「それにしても運が良かったわね、与よ四し郎ろうくん」

　と、意外なことを言った。

「どういう意味ですか？」

「アンナに狙ねらわれたんでしょ？」

「アンナ？」

「ニーナちゃんの母親よ」

「ニーナママとも知り合いなんですか？」

「そりゃ超能力者同士だもの、嫌でも繋つながりはできるわ。こうして与四郎くんと出会えたみたいにね」

「なるほど。そうか、アンナさんっていう……あれ？」

「アンナというのは自称よ。ニーナちゃんと同じね。本名はアン。アン・ヴァレンティ。アンはフランス語の『１』よ」

「なるほど。そうか、フラン……あれ？」

「アンナはフランス人。旦だん那ながイタリア人なの」

　モモコさん、質問を先読みしすぎです。先読みされる俺おれに問題があるのかな。それからちょっとグローバルすぎるだろ、ヴァレンティ一族。

　と、胸の内でひと通り感想を述べてから、背筋を伸ばし、改めて聞き直す。

「運が良かったって、どういう意味ですか？」

「こうして過去に逃げてこられたんだもの」

　モモコさんは穏和な微笑ほほえみを崩さぬまま辛しん辣らつな言葉を投げかけてくる。

　ムッとした。

「そ、そんな言い方しないでください」

「本当のことでしょ？　過去に時間移動してなければ、ニーナちゃんを守れてないんじゃない？」

「……そんなの、わからないじゃないですか」

「わかるわよ。あなたじゃアンナに勝てないわ。勝つどころか、盾にもならない」

　モモコさんが言いきる。グサッと胸に突き刺さる。

「勝つとか勝たないとかじゃないですよ」

「勝つとか勝たないとかなのよ」

　モモコさんはまるで動じない。さらに俺おれの胸を抉えぐりにかかる。

「アンナのことだけじゃなく、もっと初めから、あなたは運がいいだけ」

「だから、どういう意味ですか？」

「あなたの前に現れた超能力者たちは皆、好意的でしょ？」

「好意的かどうかは……」

「それでもあなたの力を求めている。二ふた葉ばちゃんも、ニーナちゃんも、柊ひいらぎ先生も、うちのナッちゃんも、みんな。広い意味では私もそうね」

　だけど、と続く。

「アンナのような人もいるわ。あなたの存在が邪魔な人。たとえばそう、ニーナちゃんの能力を利用しようとするような人間もいるかもしれない」

　ずしりと臓ぞう腑ふに響いた。

　俺も同じことを考えた人間の一人だ。

「別にアンナの肩を持つつもりはないけれど、矛ほこ先さきが与よ四し郎ろうくんだけに向いていない分、アンナは優しいし、やっぱり運がいいのよ」

「それは……」

　そうかもしれない、という言葉を飲み込むぐらいしか抵抗できなかった。

「十一月三日に戻ったら、素直にニーナちゃんを渡しなさい」

　これには大声で抗う。

「それはできませんよ！　ニーナは転校なんかしたくないって言ってました」

「じゃあ、どうするの？　話し合いなんて通じる相手じゃないわよ？」

「そうなったら体を張ってでも……」

「無理だって言ったでしょ」

「そ、それでもどうにかしますよ！」

「具体的には？」

「……」

　本当に言い返す言葉が尽きて、唇を噛かむことしかできない俺に、

「宿題ね」

　ね、の音を半音上げて、モモコさんが蕩とろけるように甘く微笑ほほえんだ。そしてすぐに厳しい顔つきに戻す。

「本当にニーナちゃんを助ける気があるのなら、その方法を考えなさい。住まいのことやお金のことは心配しなくてもいいから、そのことだけを考えなさい。相手は超能力者よ。対抗する手段は限られているはず」

　返事を待つようにモモコさんはジーッと俺を見据え、俺は大きく頷うなずいて答えた。

「俺、バカだけど必死で考えます」

「期待しているわ」

　モモコさんは娘である妖よう精せいさんよりも優雅に笑って、腰を上げる。

「とりあえず、こっちの与よ四し郎ろうくんのことはナッちゃんには秘密なのね？」

「はい。お願いします」

「二ふた葉ばちゃんにはよくて、ナッちゃんには秘密なの？」

「あ、いや、それは……」

　僕だってナナさんに秘密にはしたくないですけどお宅の息子さんがトンデモナイことになるのでね、とは言えない。言えるわけがない。

「よんどころない事情がありまして、だからナナさんにもヒカルにも――」

「うふふ。冗談よ。それに心配しなくてもヒカルには言えないわ」

「そ、そうですよね。うふふ……」

　危なかった。未来話禁止ルールはバカには辛すぎる。

「それじゃ私はそろそろ帰るわね。あまり家を空けていると怪しまれちゃうし。あ、そうそう、私は明日からしばらく海外へ旅行に行くから、何かあれば二葉ちゃんに連絡して」

　そういえばそんなことを言ってたなぁ。

「色々とありが――」

　モモコさんが俺おれの唇にシーッと人差し指をあてる。

「今はまだ、お礼なんて言わないで」

「……はい」

　そうだよな。まだすべてが終わったわけじゃないもんな。

「この貸しはちゃ～んと十倍にして返してもらうから」

「へ？」

「返してくれるでしょ？　ねえ、ムコ殿？」

「…………はい」

　これがムコ殿誕生の瞬間だった。遺伝子というか教育の賜たま物ものだな。そしてヒカルがなぜあんなに無む垢くなのか不思議でならない。

　モモコさんが部屋を去り、寝室で眠るニーナの額にあるタオルを取り替えてやるだけという相変わらず芸のない看病を繰り返しながら、頭の中で何度も繰り返し、模索した。

　どうすればニーナを助けてやれるのか。



　翌日、ニーナはすっかり元気になり、俺には隣の部屋が用意された。

　ホテルのオーナーである柊ひいらぎちゃんのお祖父様が一体どれほどの弱みをモモコさんに握にぎられているのか、そして一体どんな説明をしたのかは謎なぞだけど、俺とニーナを超ＶＩＰ待遇にしてくれた。朝昼晩の食事はもちろんのこと、服もゲームも雑誌も、とにかくリクエストには何でも応えてくれた。お陰で何不自由のない生活を送ることができた。

　そのお祖父様が俺たちに会いに来ることはなく、柊ちゃんにも俺たちの存在は漏れていなかった。

　六月二十日。一周目の俺おれやニーナがプールで遊んでいる頃ころ、三周目の俺とニーナは同じホテル内の部屋でゲームをしていた。

「今いま頃ごろヒトミを沈めたりしてんのかな……楽しそうやな～……」

「実際、楽しかったじゃないか。俺、今日のことを一生忘れないって思ったよ」

「そうやけど……」

「また来られるよ。元の時間に戻ったら、またみんなで来よう」

「うん……」

　その日、ニーナはただの一度もゲームにリアクションをしなかった。



　翌六月二十一日、夜。

　俺とニーナはホテルスタッフに断りを入れてから、外出した。俺から誘った。念のためプチがしていたように帽子とサングラスをかけた。マスクまではしなかったけど。

　ホテルからタクシーに乗って、運転手に行き先を告げる。それは国道沿いのとある場所。目的地に着いてからも念のため、物陰に隠れた。

　やがて、一人の少女が悲しそうに肩を落として目の前を通過した。頬ほおにうっすらと涙のあとがある金色ツインテール少女は、俺たちの存在に気づかない。

　それからすぐ、ブヒブヒと豚みたいに息を切らして間抜けな男も駆けてきた。

　不意によぎった。

　コイツを殴ってやろうか、と。

　そうすれば『矛む盾じゆんの先』が見られる。歴史を、過去を、未来を変えられるかもしれない。あの二ふた葉ばですらわからなかった謎なぞが解けるかもしれない。そんな好奇心。

　だが、それ以上に、テメーが泣かせた女の子に追いつけもしない男をぶっ飛ばしてやりたい、という怒りが湧いてきた。

　もちろん、そんなことはしない。

　金髪美少女と間抜けな豚は、横断歩道で交錯する。

『ニーナ！』

　豚が吠ほえて手を伸ばし、

『ヨシロ――――――――――ッ！』

　金髪美少女も手を伸ばす。

　そんな二人に大型トラックが数センチのところまで接近。クラクションもブレーキ音もなかった。運転手は眠っていた。横断歩道の信号は青だった。

　そうして『二周目の俺たち』は、消えた。未来へ飛んだ。

　トラックはフラフラと蛇だ行こうしてそのまま走り去る。誰だれにも迷惑をかけずに死んでくれ。正直、そう思った。

「……か、かか、間一髪、だったんだなぁ……」

　体がガクガクと震ふるえ、膝ひざが大爆笑して、腰が抜けた。アスファルトの上にへたり込む。

　またよぎった。

　もし今の俺おれが「二周目の俺」を殴っていたら。殴らなくてもいい。ほんの数秒、二人が交錯するタイミングをずらしていたならば。

　トラックの下敷きになっていただろう。それが俺ならいい。場合によってはニーナまで被害に遭っていたかもしれない。本当に死後の世界に旅立っていたかもしれない。

　想像することも恐ろしい。不安で不快で真っ黒な感情だ。

　震ふるえが一段と大きくなり、その恐怖よりも強い決意も芽生える。

　もう『矛む盾じゆんの先』など見たくない。

　素晴らしくも非常識な能力を利用しようとも思わない。

　俺はそっち側の人間じゃない。自分に言い聞かせるまでもなく、確信できた。

　ニーナは震えこそしないが、目の当たりにした光景に顔色を瞳ひとみと同じ色にさせている。

「わざわざ見に来んでもよかったのに……」

「いや。ちゃんと見ておかなきゃいけなかったんだ」

　この時、何が起きたのかを確認してからじゃないとニーナに謝れないと思った。実際に確認してから真っ先に出てきたのは、

「ニーナ、ありがとう」

「やめてや。照れるやん」

「それから、本当にゴメンな」

　怖い――そう言って傷つけたニーナに、その数分後、助けられている。俺にはニーナを怖がる資格なんてどこにもなかった。

「ヨシローが謝ることないやろ」

「そんなことない。俺は、ひどいことを言った……」

「そんなんウチも同じこと思ってるもん」

「え？」

「ウチも怖い。自分の能力が怖い」

「ニーナ……」

「せやけどな」

　と、ニーナはずいっと顔を近づけてきた。

「ウチが泣いた理由は、そんなこととちゃうで」

「……じゃあ、何で？」

「教えたらへん」

　ニコリ。

　真夜中でも燦さん々さんと輝く太陽がそこにあった。

「なあ、久しぶりに外食せえへん？」

　答えを聞く前にニーナは駆け出し、目の前の店へと向かう。俺もすぐに追いかける。

　体の震えが嘘うそみたいにおさまっていた。



　鈴が鳴るドアを開けると、ヒゲのマスターが微笑ほほえみ混じりの会釈で迎えてくれる。喫茶ベロニカには今日も客がいない。それはむしろ好都合だ。もっとも、ハナから心配はしていない。この店なら誰だれかに会うことも見られることもないだろう。

　窓際のテーブル席に座る。

「おっちゃん、Ｃ定食二つな」

　ニーナがいつものように俺おれの分まで注文して、すぐに料理は運ばれてきた。

　北京ダックとコーヒーのセット。

　そりゃもう不味かった。見た目も香りも完かん璧ぺきなのにクソ不味かった。コーヒーは言うまでもなく不味かった。

「んん美う味ますぎっ！」

　ニーナは猛烈な勢いで食し、至福の表情でヒゲのマスターに親指を立てる。ヒゲも得意気な顔をして同じくサムズアップで応える。

　何だこの亜空間は？　とか、俺が間違っているのか？　とか、ヒゲの後ろにマスターを付けるの忘れたな、とか言いたいこと思うことは山ほどあったけど、今日ばっかりは俺も完食した。自らに荒行を課す修行僧の気持ちで胃に流し込んだ。噛かむ度に涙がこぼれた。

「おっ、ヨシローもようやくここの味がわかるようになったか～」

　うんうん、と満足そうにニーナが頷うなずいてくれたから、荒行も報われる。



    

  
    
      



    

  
    
      「ニーナ」

　二杯目のコーヒーを飲み干し幸せそうに目め尻じりを下げる碧へき眼がんを真っ直ぐ見る。

「はいはい？」

「俺おれ、ちゃんと考えて、ちゃんと見つけるからな」

「ふぇ？」

　当然、ニーナはキョトンと不思議そうな顔をする。でも詳しくは説明しない。

「ニーナはこれからもニッの顔をしててくれ」

「……なんやわからんけど、わかった。こうやな？」

　と、ニーナは『もうわけがわからんの顔』をする。

「違う。そっちじゃない。こうだ」

　と、俺は『ニッの顔』。

「あははは、見とれるほどブサイクやな～」

「う……」

　店を出る時、料金を支払おうとしたらニーナに止められた。

「ヨシローはやっぱりわかってないな」

「何が？」

「そんなことしたら世の中のお金が増えてしまうやろ？」

「……な、なるほどな」

　意味がさっぱりわからないけど、ニッの顔をして強がっておいた。

　食事代は「ツケといて」とニーナが言って、ヒゲは……ヒゲのマスターは快く了承してくれた。往復のタクシー代はホテルが支払ってくれた。

　これが俺たちのした、ただ一度の外出だ。



　結果から言うと、そのまま十一月までホテルで暮らすことになる。

　アンタは拍子抜けするかもしれないが、それが事実だ。

　眠ったように、ただひたすらジッとした。



　七月十日。二ふた葉ばから俺の部屋に電話があった。

『……小ダヌキが女だった』

　と、ヒカル騒動が一応の終わりを迎えたことを知らせてくれた。

『……お前たちのこと、タヌキに言うか？』

「言わなくていいよ」

　管かん崎ざき家にはまだヒカルに真実を伝えるという大イベントが残っている。

「それよりも――」

　念のために、二葉に伝える。

「将棋のルールを覚えないでくれ」

『……わかった』

　それっきり二ふた葉ばが電話をかけてくることはなかった。



　いわゆる夏休みの間もジッとしていた。

　歴史は変わらなかった。どうやら俺おれたちが『過去に存在していること』自体は、歴史に影響しないらしい。高校野球の結果も、あちこちで起きる事件や事故も、テレビタレントのスキャンダルも、俺の知っている歴史通りに起こった。



　八月二十九日。モモコさんが部屋に訪ねてきた。

　モモコさんはソファに座るなり、重い溜ため息いきをつく。心なしか痩やせているように見え、柔和で穏やかな雰囲気と口調は消えていた。

「ヒカルは二学期からどうなるの？」

「えっと、それは……」

「教えてちょうだい」

　話した。ヒカルとしては学校を辞めること、浅あさ野のヒカル子ことして編入することを。

「ヒカル子ねぇ……何その一秒で考えたような名前は。何の捻ひねりもないじゃない。それで本当にバレないの？」

「はい。少なくとも俺の知っている限りでは」

「そう……わかったわ」

「……なんというか、申し訳ありません」

「与よ四し郎ろうくんが謝ることじゃないでしょ。そんなことよりも、見つかったの？」

　ニーナちゃんを助ける方法は、とモモコさんが問いかけてくる。

　俺はさっきよりも申し訳ない気持ちで首を横に振る。

「あまり時間はないわよ」

「……はい」

　モモコさんは一度も「ムコ殿」と呼ぶことなく帰り、モモコさんの戻った管かん崎ざき家では、家族会議が行われたのだろう。未来を俺の知っている未来にするために。



　二学期になってからも何の変哲もなく過ごした。

　柊ひいらぎちゃんのお祖父様には終ぞお会いすることなく、柊ちゃんにもバレなかった。



　何もしない、と決めて本当に何もしないでいることは、とても苦しい。

　というのは嘘うそだ。

　いやまあ、完全な嘘ってわけでもない。辛くもあったし苦しかった。五ヶ月間も部屋に閉じこもっていれば鬱うつ々うつとする。退屈すぎて発狂しそうにもなった。

　でも。

　楽しいか楽しくないかでいえば、断然楽しかったさ。振れば小判ザクザクの、打ち出の小こ槌づち状態の環境に住まわせてもらって、それこそ柊ひいらぎ家のムコ殿にでもならない限り味わえないようなセレブ生活だ、ケチなんてつけようものなら罰が当たる。

　なにより、ニーナと一緒だ。楽しいに決まっている。

　ニーナはずっとニッの顔でいてくれた。

　俺おれの部屋にいる時と少しも変わらず、自由気ままの好き放題。ゲームで遊んで、テレビを観て、アニメソングを熱唱して、一緒に歌わされて、超絶美味の食事に苦い顔をして、風ふ呂ろ上がりバスタオル姿や下着姿など思春期男子を惑わせる格好でウロウロして、自分の部屋があるのに俺のベッドに侵入してきて、いびきと寝言がうるさかった。

　お陰で俺は夜な夜な筋トレをする日々が続いて、ちょっと体つきが逞たくましくなった。

　そんな毎日。そんな五ヶ月間だった。

　ニーナはいつも笑っていた。毎日毎日、はしゃいでいた。それに救われていた。時々、思い出したようにやってくる鬱で窮きゆう屈くつな気分もすべて吹き飛ばしてくれた。ニーナと一緒でなければ本当に発狂していただろう。

　ただ、ニーナがどれだけ笑ってくれても、笑ってくれるからこそ、焦りもあった。

　何も見つけられていなかったからだ。

　俺はニーナと一緒にいないわずかなヒマを見つけては能力を使い、指先に炎を灯ともらせてみた。

　ぽわっとしたライター並みの小さな炎は、強く念じても、剣を振るうように薙なぎ払はらってみても、魔法を放つようにかざしてみても、大きくなりやしない。

「やっぱりか……」

　自じ嘲ちようするわけではなく、冷静な判断として呟つぶやく。

　アンナさんはおそらく空を飛べる能力だ。それをあの強烈な回まわし蹴げりに応用させていたのかまでは、わからない。

　わかることは、俺のこのちっぽけな能力では太刀打ちできないだろうということ。

　ならば、どうする？

　その方法が見つけられずにいた。

　下手な言い回しになるけれど、指先ではなく追い立てるように尻しりを炙あぶる炎だけが大きくなり、それでも時間は弛ゆるむことなく流れた。



　十一月一日。

　出発点への帰還を目前に控え、ただ焦りばかりが膨ふくらんでいた日の昼だった。

　部屋のチャイムが鳴り、ルームサービスだと思ってドアを開けると、そこに意外な人物が立っていた。

「何で？」

　と、大きなタレ目をさらに大きくして制服姿の天使様。

「……ナナさん、どうしてここに？」

「ニーナに呼ばれた……てゆーか、私のセリフなんだけど」

　ナナさんの後ろにもう一人。

「……」

　と、ヘッドフォン装着の無愛想も現れた。さらに。

「え？　ふぇ？　ど、どうして？　ええ？」

　小動物っぽさ全開でバンビも登場。

　そして隣の部屋から三人を呼び寄せた張本人が顔を出す。

「お～、みんな早かったな～」

「ニーナ、どういうつもりだよ？」

「明日のこと、みんなにお願いせなアカンやろ？」

　言葉の意味をじっくりと考えてから理解。すぐ確認に移る。

「ナナさん、明日、俺おれたちと食事会をするご予定は？」

「何それ？　あるわけないでしょ」

　なるほど。そういうことか。



　シングルルームだというのに五人集まってもまだ部屋のスペースには余裕があった。

　ナナさんと二ふた葉ばが当たり前のようにソファに座り、俺とニーナがベッドの上、我が家といってもいい立場の柊ひいらぎちゃんは皆に紅茶を給仕してから床に正座する。

「で、どういうこと？」

　ナナさんに訊きかれて、俺は経緯を話した――。が、プチについては隠した。未来と思われる場所、という風に濁した。

　話を聞き終えたナナさんは「ふぅん」と気け怠だるそうに呟つぶやいてから、

「確かにタイムスリップね」

　と、いつぞやの二葉と同じ反応をした。

「さすがナナ、賢いな～」

　ニーナもあの時と同じ感想を述べ、俺も同じことを言う。

「話が早いのは助かりますが、もう少し驚いてもらえませんか？　柊ちゃんみたいに」

　バンビは説明の途中から「え？」「ふぇ？」「ぅえええっ？」とオロオロしていた。今もしている。なんとなく安心する。

「これでも充分、驚いてるわよ。でも、ニーナの能力なら時間移動しても不思議じゃないでしょ」

　これも二葉と同じセリフだけど一応、訊いてみよう。

「なぜですか？」

「瞬間移動と時空間移動はほとんど同じだから」

　おお、これまた同じ解答だ。意外と似たもの同士なのかな。

「先生は同じホテルにいたくせにどうして気づかないのよ、とか、コスプレってどういうことだよ聞いてねぇぞコラ、とか言いたいことはたーっくさんあるんだけど、そんなことよりもさ――」

　まだ他にもあるのかと思いつつ、口を挟む。

「その前に俺おれも一ついいですか？」

「何よ？」

「ヒカルは？」

　あ……と女性陣が口を揃そろえた。

「すっかり忘れてたな～」

「わ、私は、ヒカルさんが関わっているだなんて知ら……ごめんなさい……」

「アイツ、影薄いのよねぇ」

「……」

　ニーナに次いでトンデモ能力なのに可哀想なぐらい空気だな。あ、でもこれも合ってるのか。ヒカルは本当に何も知らない様子だったからな。

「だけど二ふた葉ば、お前まで『しまった』みたいな顔するなよ」

「……黙れ」

「まあ、アレのことはいいじゃない」

「ナナさん、アレはちょっとひどすぎますよ。実の妹なんだから」

「いいのよ別に。そんなことよりも、バカなんじゃない？」

　ナナさんは不愉快そうに俺とニーナを睨にらむ。

「……たっぷり自覚してますけど、なぜ？」

「どうして帰らなかったのよ？」

「どこに？」

「元の時間に」

「ですから、そのためにこうしてひたすらジッと――」

「そんなことしなくてもすぐに帰ればよかったでしょ」

　タヌキなら別の方法も、と二葉が言った通り、おタヌキ様はオリジナル理論をお持ちのご様子。ご教授願おう。

「どうやってですか？」

「ニーナの能力で。過去に来たのなら、未来にも行けるでしょ」

「あ」

　実にシンプル。それが故に盲点だった。理屈でいえば、その通りだ。

「い、いや、でも、それはあくまで理屈であってですね」

「理屈じゃないわよ。現にこうして過去に来ているじゃない。未来にも行ったんでしょ？　まあ、その話は眉まゆ唾つばものだけど」

「あれはホンマの未来やで」と、ニーナ。

「何で言いきれるのよ？」

「ヨシローの子供がおったもん」

　え……と女性陣が固まる。

　あぁ……と俺おれは頭を抱える。ニーナちゃん、それを言うとややこしいことに……。

「どーゆーこと？」

「ちゃ、ちゃんと、話してください……！」

「……言え、まゆ毛ザル」

　タヌキとキツネとバンビがまゆ毛ザルを取り囲む。

「えっと、それはつまり……」

　プチについて話した。プチが奇妙な身なりをしていたことや、未来情報をくれなかったこと、でも超能力者であったこと、などなど。

「……」

「……」

「……」

　話を聞き終えた三人は互いに牽けん制せいするように目を合わせたり逸らしたりして、なんだか異様な緊張感を漂わせる。

「みんな、どないしたん？」

「そ、そうだよ、みんな顔が怖いよ」

　三人を代表してナナさんが栗くり色いろの髪をくしゃくしゃと掻かきながら、

「アンタたち本当にバカね。時間移動ってバカしかできないのかしら」

「「……ん？」」

　俺とニーナの頭上に「？」マークの花が咲く。

「ま、その話は今はいいわ。これでニーナが未来にも行けることが証明されたでしょ」

「でも、いわゆる暴走ってやつだから自由に使えるわけではなく……」

「暴走？　またそれで片付けるの？　私、その考え方が大嫌いなのよねっ」

「実は俺もそう思っていたんですけど、それ以外に説明のしようがないでしょ？」

　ナナさんは視線の先をニーナに合わせる。

「アンタさ、瞬間移動する時どうやってるの？」

「行き先を頭の中でボヤーッと浮かべたらビュンって感じやな」

　えらく大雑把なシステムだな。ボヤーでビュンって……。

　ナナさんは再びニーナから俺に照準チェンジ。

「こういうことよ」

「……まるでわかりません」

「座標みたいなものよ。ニーナは頭の中に到着地点の座標があるの。それを『六月九日』に設定していたのよ。それが時間なのか場所なのか単純なイメージなのか……あまり抽象的な表現はしたくないけど『六月九日』に何かがあるのよ。強烈な想い出とか、印象的な気持ちとか、無意識のうちにも思い浮かべてしまうような何かが」

　むうぅ、まだわからん。

「じゃあ、未来については？」

「それは多分、事故に遭いそうになって『ここじゃないどこか』みたいなアバウト設定をしたのよ。それで能力が暴走して未来に……」

「あ、暴走って言った」

　スパン、と天使様の平手打ちを頂きました。

「し、知らないわよ、私のことじゃないんだから！」

「ナナが言うてるので正解やと思う」

　ニーナは腕を組んでふむふむと頷うなずいている。そこで気づいた。

「ニーナ、もしかしてあの手紙には……？」

「ちょっと違うけど、今ナナが言うたようなことが書いてあった」

　ちょっと違うのはニーナが手紙を書いた時、この話を完かん璧ぺきに覚えてなかったからだろう。

「てゆーかさ！」

　ナナさんは対キツネ専用のデビルアイでしゃくり上げるように二ふた葉ばを睨にらんだ。

「テメェ、気づいてたんだろ？」

「……は？」

「とぼけんな。テメェがこんな簡単なことに気づかないわけがない。わかった上で面倒な方法を選んだんだろ、ヨシローくんと一緒にいたいから。浅ましいんだよ、キツネ」

「……」

　二葉はギリリッと睨にらみ返かえすが、言い返しはしない。

「ナナさん、違いますよ。二葉は本当に何もわからないって――」

「黙れ」

　と、二葉が俺おれに。なぜ俺に？

　フン、と鼻を鳴らして不機嫌な天使がソファから立ち上がる。

「今回はそこのエロギツネの考えた方法が偶然たまたま運良く正解だったみたいだから、ホントマジ超面倒くさいけど協力してあげるわ。食事会にコスプレだっけ？　他には何かある？　ないならもう話は終わりでいい？　早く帰りたいんだけど」

「ナナさん、何をそんなに怒ってるんですか」

「怒ってねぇよ！」

　怒ってるよ。

「話はまだあるで」

　ニーナがピョンとベッドから降りる。

　両手を後ろに回した姿勢で一同を睥へい睨げいする。

　そして。

「ウチ、文化祭の日にママと一緒に帰る」

　え…………とも言えなかった。

　まるで時間が凍結したかのように沈黙して、皆がニーナを見る。

　ニーナは『ニッの顔』で笑っていた。

「明日からは忙しくてちゃんとバイバイできんと思うから、今日言っておこうと思って」

　最初に沈黙を破ったのは、俺おれだった。

「ど、どうして急にそんなこと言い出すんだよ」

「前からずっと考えてたで。またこんなことになったら困るし、これ以上みんなに迷惑をかけられへんしな」

「そ、そ、そんな迷惑だなんて……！」

　柊ひいらぎちゃんが半泣きで詰め寄る。

「ヒトミのことはこれっぽっちも考えてへん」

「うぅ、そんな……」

「そういうことやから、みんな今までホンマに――」

　遮るように、立ったままの姿勢で固まっていたナナさんが鼻で笑う。

「あっそ。帰れば。その方が私にも好都合だし。アンタがヨシローくんの家に入り浸っているのとか正直、ムカついてたのよね。明後日とは言わずに今すぐ荷物を――」

「ナナさん、いい加減にしてくれよ！」

「何でヨシローくんに怒鳴られなきゃいけないのよ！」

　危うくナナさんに掴つかみかかろうとしかけた。

　それでもニーナはまだ笑っている。

「ナナ、優しいなあ。そう言ってもらえるとバイバイしやすいわ」

「……はあ？　何言ってんの？」

「でもな、ヨシローは一番最初にナナを頼ろうとしてんで。せやから怒らんといて」

「……ぜ、全然、話が噛かみ合あわないんだけど。あー、マジやってらんねぇ」

　ナナさんは部屋のドアを開けて、そこで立ち止まる。

「おいバカウシ、明日はアンタの大嫌いな超美お味いしい料理つくってやるから残さず食えよ……って、今のアンタに言っても仕方ないのか……」

「大丈夫。ちゃんと食べるから」

「……」

　バタン！　と力任せにドアを閉めてナナさんは出て行った。

「……私も」

　二ふた葉ばもソファから立ち上がり、持っていた紙袋を俺に投げ渡す。その中にはピンク色の法はつ被ぴとウシの着ぐるみが入っていた。

　音もなく部屋から出て行こうとするその背中に、ニーナが声をかける。

「フタバ、色々ありがとう。それから、邪魔してゴメンな」

　二葉はぴくりと立ち止まる。でも振り返りはしない。

「……邪魔？」

「邪魔やったやろ？」

「………」

　何も言わず、ドアを閉める音も静かに、二ふた葉ばも退室。

「え、えっと、私はその、えっと、ニーナさん……」

　柊ひいらぎちゃんは半泣きどころか泣く寸前で、ウロウロオロオロしている。

「ヒトミはお家に帰れ」

「うぇ、で、でも、それに私の家は……」

「口答えするな」

　柊ちゃんは部屋から追い出された。

　くるり、と振り返ってニーナが俺おれを見る。

　ニッの顔のままで。

「ヨシローも自分の部屋に戻って」

「……いや、ここだから」

「あ～、そっかそっか」

　じゃあね、と言って立ち去ろうとするニーナの腕を捕まえる。

「待てよ。ちゃんと説明してくれよ。俺は迷惑だなんて思ってないし、約束を破るつもりもないぞ」

「これ以上、ウチのせいでヨシローに辛い思いさせんのイヤやもん」

「辛くないよ！」

「毎晩、ウチに内緒で超能力の練習してるの知ってるもん。それに、このままやとママとヨシローはケンカしてしまうやろ？　それも辛い。ナンボ言うてもウチ、ママのこと嫌いになられへんからなぁ」

「……」

　ニーナは最後まで俺との約束を守って『ニッの顔』を崩さなかった。

　元の時間。出発点。ゴール地点。

　俺は、その日ばかりを考えていた。

　でもニーナは、その先を見つめていて、そして選んでいた。

　絶やすことのなかった笑顔の裏側で。



　同日、夜。何時だったかは知らない。時計なんて見ていなかった。ベッドに潜り込んでずっと考えていた。考えた。

　明後日になればニーナは帰ってしまう。遠くイタリアの地に帰ってしまう。

　俺はどうすればいい？　俺の未来――十一月三日のその先は何を選ぶ？

　ニーナを助けてやる方法とは何だ？

「………くそっ！」

　枕まくらを力いっぱい殴ってから起き上がり、そのまま隣の部屋へ突入する。

「ん？　どないしたん？」

　ニーナはいつもと変わらずテレビゲームをしていた。

　俺おれは何も答えずに、ニーナを抱きかかえる。

「わっ、ちょっとヨシロー、なになにっ？」

　ニーナをベッドに寝かせて、両手を押さえつけて、組み伏せる。

「ヨシロー……」

「イタリアになんか行かせない」

　俺には一つだけその方法がある。本当は初めから気づいていた禁断の裏技。使うまいと心に決めていたその手段に踏み切った。

　顔と顔の距離は一メートルもない。ニーナはさすがに真顔で俺を見つめていたけれど、すぐに頬ほおを緩めた。

「ホンマもんのサルになったん？」

「そうだ。今からサルになる。そして、お前の能力を消す」

「……」

「そうすればアンナさんもあきらめるだろ」

「やり方、わかるん？」

「それは……」

「ウチはわからんよ？」

「お、俺もわからないけど、流れっていうか、何とかなるだろ」

「そうかなぁ」

「わからなくても、何とかする。もう、怖いとか思わなくてもいいようにしてやる」

「いま怖い」

「あ、ごめん」

　細い手首を握にぎりしめていた手の力を抜く。だけど、体勢は変えない。

「ヨシローがじゃなくて心臓が。怖いくらいドキドキいうてる」

「俺だって、そうだよ」

「ウチはエエけど、後悔せん？」

「……しない」

「……んじゃ、しよっか」

　ニーナは押さえつけられていた両手をするりと解いて、俺の背中に回した。

　ギュウウっと抱きしめられ、引き寄せられる。

　額にまとわりつく黄金色の髪からは高級シャンプーの甘い香りがして、それとは別に、不思議な香りがしたのはニーナの肌から漂うものだろうか。

　大きな胸だけじゃなく、密着している体全体が嘘うそみたいに柔らかい。

　俺の左頬がニーナの右頬に触れて、左耳に温かい吐息と囁ささやきが届いた。

「好きとか言うてくれへんの？」

　あっ――と、息が詰まる。

　体に力が入ったのか、それとも抜けたのか、わからない。

　ぐるん。

　ニーナが回転して、上下が入れ替わる。

　今度は俺おれの手首が掴つかまれた。

　八重歯を見せずに、にま～っとニーナは笑う。

「ヨシローは正直やな」

「ち、違う、俺は嘘うそつきだ」

「そうやな」

「……っ！」

　破裂しそうだった心臓に鎖を打ち込まれた。それに抗う。心と体で抗う。ニーナの手を払おうと力を込める。体勢を変えようとする。

　ニーナはどかない。手を放してくれない。

　もう少し力を込めれば振り払うことはできただろう。俺は男で、ニーナは女だ。

　だけど、それ以上の力を出すことはできなかった。

「おサルになるのはウチ以外にしとき」

「ニーナ、どうしてだよ……」

　狙ねらったようなタイミングで部屋のチャイムが鳴った。

「どうぞ～」

　俺の腹に乗ったまま、ニーナが応じる。

　カチャ、という静かなドアの開け方と、

「……ふぃ……」

　という号ごう泣きゆう一秒前の声で誰だれだかわかる。

「なんや、ヒトミか。今エエとこやねんから邪魔せんといて」

　ニーナが意地悪くからかうと、柊ひいらぎちゃんはズンズンと突進してきた。

「何をやってるんですか！　離れてください！」

　嗚お咽えつはどこへやら、饒じよう舌ぜつになったバンビはニーナを突き飛ばそうとする。ニーナは俺の上から飛び退いて、柊ちゃんの張り手もよける。

「何って、見ればわかるやろ？」

「わかりません！　ニーナさんがエッチなこと以外は！」

「残念でした～。ウチはエッチぃことなんかしてませ～ん」

　ニーナがあっかんべーと舌を出す。

「嘘つき！」

「嘘ちゃうわ！　エッチぃのはヒトミやろ。何を想像したんや、このムッツリめがね！　ムッツリペチャパイ生意気エロめがね！」

「何も想像してません！　ムッツリでもペチャパイでも生意気でもめがねでもないです！　ニーナさんに比べたら小さいけど、Ｅカップあるもん！　エロくもないもん！　エッチぃことなんかしたことないもん！」

　ツッコミどころ満載の文句を叫びながらポカポカとニーナを叩たたく。そんなバンビを包みこむようにニーナが抱きしめる。

「冗談、冗談。ごめんな」

「……せ、せっかく、一緒に、寝ようと思ったのに……」

「お～よしよし」

　腕の中に抱かれた柊ひいらぎちゃんは大泣きし、ニーナは頭を撫なでる。

　コントみたいな展開に気を削そがれ、我に返り、目眩めまいがするほどの自己嫌悪が襲ってきた。

　何をしようとしてたんだ、俺おれは……。

「ニーナ、俺は部屋に戻るよ」

　力なく体を起こしてそう言うと、

「なんで？　三人で一緒に寝よ？　今日こそナワの字ナワの字♪」

「……川、な」

「それそれ」

「いや、でも……」

「そ、そうしましょう！」

　バンビが邪心のない純粋な瞳ひとみを向けてくる。自分が何を言ったのかも覚えてないんだろうな。ま、蒸し返すことでもないけど。それにしても……。

　結局、三人で一緒に寝ることになった。もちろん、ベッドは別。柊ちゃんが部屋にもう一つベッドを運ばせた。ツインの部屋に移ればいいのでは、ということにはまるで気づいていなかった。その新しいベッドに俺が寝て、「与よ四し郎ろうくん抱き枕まくら」を装備したバンビとニーナが並んで眠る。

　部屋の明かりを消して、数時間――。

　ニーナは、んごお、と寝息を立てガスガスと柊ちゃんを足あし蹴げにする。バンビは抱き枕に両手両足でしがみついて穏やかな寝顔。

　俺はまた眠れずにいた。眠れるわけがない。

　むくり、とニーナが起き上がる。ほとんど閉じた状態の目でベッドを出て、ぼりぼりとお腹を掻かきながら、ふらふらとトイレに向かう。

　俺は目をつぶって寝ているフリをする。

　トイレから出てきたニーナは、バンビの隣には戻らず、俺のベッドに入ってきた。寝ぼけているのかと思ったけど、

「起きてるんやろ？」

「……うん」

「ちょっとだけ、こうしててもエエ？」

「いいよ」

　横向きの体勢で寝ている俺おれの背中に、ちょん、と額を当てる。

「……ニーナ、本当に帰るのか？」

「ホンマに帰る」

「でも――」

　と、振り返ろうとしたら、

「こっち向かんといて。今、ニッとしてないから」

「……わかった」

　体の位置を元に戻す。

「ヨシロー」

「ん？」

「みんなと仲良うせなアカンよ？」

「……うん」

「ナナは怒りんぼやけど素直な子やからな」

「ナナさんほど素直じゃない人もいないだろ」

「そんなことあらへん。ナナは素直でわかり易やすい子や」

「相変わらず不思議な感性してるな。じゃあ、二ふた葉ばは？」

「二葉が一番わかり易いな」

「一番わかり難いけどなぁ。じゃあ、ヒカルは？」

「ヒカルはようわからん」

「山やま田だは？」

「キモい」

「あ。それは一緒だ」

「あははは」

「柊ひいらぎちゃんは？」

「ヒトミは生意気」

「ちっとも生意気じゃないよ。というか、先生だぞ」

「でも、すーぐ調子乗るもん。甘やかしすぎたらアカンで？」

　そんな柊ちゃんと目が合った。与よ四し郎ろうくん抱き枕まくらの頭の部分を噛かんで涙と嗚お咽えつを殺している。そのシュールな光景が一層、悲しみを誘った。

「……ヨシローは誰だれを選ぶんかなぁ」

「俺はまだニーナだって候補から外してないよ。ニーナがどこにいたって、外さない」

　ぐりぐり、と背中に当たっていた額が左右に動いて、ニーナの両手が俺の服を掴つかんだ。

「ウチはもう外して。さっき、おサルになろうとしてくれただけで充分や。断ったりしてゴメンな」

　自己嫌悪とか悲しみとか色んな負の感情に押しつぶされそうになる。

「謝るのは俺おれの方だ」

「ううん。ヨシローは謝らんといて。絶対に謝っちゃダメ。ウチ、めちゃくちゃ嬉うれしかったんやから」

「……」

「またタイムスリップしたら、絶対に今日に戻ると思う。そのくらい嬉しかったよ」



　――え？



「今……何て言った？」

「ぁぅ」

　俺はくるりと反転して、失言したニーナと向き合う。

「あ、アカンって言うたのに」

　俺の胸に顔を埋めて隠すニーナにもう一度問うまでもなく、わかった。

　二度も六月九日に行った理由。ニーナの設定した座標。思い描いたイメージ。六月九日に何があったのか。その時のニーナが何を思ったのか。何を感じたのか。

　――繋つながった。

　もし俺がタイムスリップをするならば、行き先は絶対に六月二十日だろう。

　きっと、そういうことだ。

　わかった途端、涙が出そうになった。大声をあげて泣き叫びたい。

　でもそれはしない。しちゃいけない。それは今からニーナがしなきゃいけないことだ。

　ニーナはいつからか気づいていたんだろう。

　それを隠して、気づかせないようにして、迷惑をかけないようにして、辛いのに必死で笑顔をつくっていてくれたんだ。

「ニーナ！」

　両肩を掴つかんでニーナの顔を胸から放す。ニーナは俯うつむいて必死に表情を隠す。

「本当に帰るのか？」

「せやから、そう言うてるやん」

「本当に帰りたいのか？　転校なんてしたくないって言ってたじゃないか」

　少し乱暴に肩を揺する。俯いたその顔を晒さらす。

「もう無理しなくてもいいから、もう隠さなくていいから、言ってくれ。本当に帰りたいのか？」

「……」

　ニーナはぶるんぶるんと大きく首を横に振る。

「声に出して言え！」

「……イヤや……」

「もっと大きく！」

「……イヤ！　みんなとバイバイなんかしたくない！　帰りたくない！」

　青い瞳ひとみから真珠のような大粒の涙を流し、鼻水も垂れ流し、全身を震ふるわせて、泣いた。泣き叫んだ。五ヶ月間ずっと堪えてきた苦しみから解き放たれた慟どう哭こくだ。

　だけど――自分で泣かせておいて言うのも変だけど――やっぱりニーナには似合わない。

　俺おれはニーナから手を放し、その両手で顔面を挟んで目いっぱい、吊つり上あげる。

「……な、なに、その顔？」

「これは『もうわけがわかったの顔』だ」

「……ふへ……ふへへへ、ブサイク」

「ああ、俺は本当にブサイクだ。でも安心してくれ。もう何も心配するな」

「ふぇ？」

　俺は体を起こして、隣のベッドを見る。

「柊ひいらぎちゃん」

「………」

「バレてますよ！　ここにいる全員、寝たフリ下手なんだから」

「………な、何でしょうか？」

　と、恥ずかしそうに眼鏡をかけるバンビに、

「頼みがあるんです」

「……ふぇ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　ようやく俺おれにも見えた。

　ニーナを助ける方法と、俺の未来の先が。



　十一月二日。朝の七時十五分。

　柊ひいらぎちゃんに番号を教えてもらって、二ふた葉ばに電話をかけた。

『……何？』

「頼みがあるんだ」

　端的にその頼みを伝える。

「何度かナナさんとお前に吹き飛ばされるから、その時に落としているかもしれない。そうじゃなかったら、適当にチョロまかしてくれ。大丈夫、『俺』は気づかない」

『……いつ渡せばいい？』

「ナナさんに預けておいてくれ。俺が直接、取りに行く」

『わかった』

　電話を切ろうとする雰囲気が伝わったので、その前に個人的な頼み事をする。

「二葉、今日の夜なんだけどさ」

『……わかってる。ちゃんとお前に送らせて、家を覚えさせる』

「その時、俺をあんまり怒らないでやってくれ」

　事と次第による、と言って、二葉は電話を切った。



　夜、俺は一人でナナさんの家に向かった。玄関からではなく塀を乗り越えて裏庭に侵入。事前に連絡を入れておいたので問題はない。

　正確な時間がわからなかったので裏庭でしばらく待たされたけど、やがて、柊ちゃんのリムジンに乗れることを喜ぶニーナの声と、二葉を送ることにブツブツと文句を垂れる俺の声が聞こえて、窓が開いた。

「はい」

　と、ナナさんが「俺の携帯電話」を渡してくれる。

　これがナナさんが見送りをしてくれなかったことと、俺が携帯電話を持っていなかったカラクリ。そしてこの電話にはもう一つ、正しい歴史のために使わなければならない。

　さて、ここからが大仕事だ。

「ナナさん、頼み事があるんです」

「……な、何よ？　急に真剣な顔して」

「胸のサイズを――」

　右側頭部にハイキックが炸さく裂れつした。それでも「未来の、未来のためです！」とすがりついたけど、教えてもらえなかった。仕方ないので犯罪すれすれの裏技を使った。心の清い妹さんは、コロッと悪い男に騙だまされた。



　ホテルに戻って、仕事の仕上げに取りかかる。

　携帯電話で、ある男にメールを送る。

「あの野郎、どうりで上機嫌だったわけだ……」

　ぷっくりと腫はれあがった右の瞼まぶたを労いたわりつつ、憎らしげに独りごちる。これが正しい歴史かどうかは確信が持てないし、何より腹立たしいのでメール内容を暗号風にしてやった。

　それは、ＡからＦまで（Ｂは抜き）のアルファベットだけを記したもの。

　山やま田だには伝わるだろうし、アンタも意味はわかるだろ？

　これで「未来をあるべき未来にするため」の作業と「未来の先のため」の下準備は完了。

　メールを送信した時間は二十三時五十九分。

　一分後。

　当たり前だけど、十一月三日になった。



    

  
    
      


　終章　十一月三日





　たとえば。

　いや、たとえ話は必要ないな。

　現在。過去。未来。

　何が大切かなんて、訊きくまでもないだろ？



　どんな人にも等しく降りかかるもの。それは時間だ、と誰だれかが言っていた。

　タイムスリップ経験者の俺おれから言わせれば、時間なんて決して平等じゃない。

　それでも時間が止まらずに流れ続けることは確かだ。



　十一月三日。

　午前六時三十分。

　五ヶ月間の長きに亘り世話になったホテルを出発する。



　午前七時二分。

　学校に到着。そのまま校舎の屋上へ。

　給水塔みたいなものの陰に隠れて待機。この時点で衣装は呼び子とウシに着替えている。



　午前十時。

　開場。文化祭の開始。まばらな人の入り。

　今にも雨が降り出しそうな空の下、生徒たちの笑い声が校舎にこだまする。



　午前十一時四十三分。

　屋上に『俺とニーナ』が駆け込んできた。

　直後にアンナさんが空から二人の前に舞い降りる。

「アンタに娘は渡さへん」

　と、強烈な回まわし蹴げりを放ちながらアンナさんが言い、

「やめて――――――――っ！」

　と、ニーナが絶叫。

　その直後に『俺とニーナ』は消えた。

　この瞬間、時間旅行はゴール地点に着いた。

　さあ、ここからが本当の未来だ。



　俺おれたちはアンナさんの前に姿を現す。

　アンナさんは顔色ひとつ変えない。まるで――

「わかっていたんですか？」

「おもろい顔してるな」

　ユーモアじゃない。見たままのことを言っただけだ。その証拠にアンナさんはもう俺を見ていない。娘しか視界に入れていない。

「ニーナ、帰るで」

「イヤや……」

　俺は親子の間に割って入る。

「何遍言わす気や、邪魔するな」

　青よりも緑に近い、エメラルドの眼光が突き刺さる。怯ひるみそうになるのを踏ん張って、できるだけ余裕のある態度で迎え撃つ。

「アルファベットのＥの次、何か知ってますか？」

「……何の話や？」

「俺は、本当に冗談抜きでＧだと思ってたんですよ」

「噂うわさ以上にアホやな」

「そうです。俺はアルファベットや簡単な計算も間違えるミラクルなアホです」

「そういう話は先生かカウンセラーに聞いてもらい」

　アンナさんが一歩進み出る。

　俺も一歩前に歩を進め、立たち塞ふさがる。好戦的な色合いを自分から濃くする。

「だけど、生まれて初めてバカでよかったと思ってます。俺には難しい話がわからない。時間の矛む盾じゆんとか歴史がどうしたとか未来とか過去とかさっぱりわからない。考えただけで頭の中がグルングルンする。フラフラする。立たち眩くらみがする」

「時間稼ぎのつもりなら無駄やで」

　と、アンナさん。それは図星。俺は今、どうにか時間を稼ごうとしている。だから話を遠回りさせている。

　でも、話の中身は嘘うそ偽りない剥むき出だしの本音だ。

「俺はこの五ヶ月間、眠ったように生きてきました。部屋に閉じこもってひたすらジッとしていました。でも、眠っていたのは、その俺だけじゃない。一周目の俺もです」

　二ふた葉ばが、モモコさんが、柊ひいらぎちゃんとお祖父様が、ナナさんが、みんなが今日という日のために骨を折ってくれていた。

　それなのに俺は「平和だなぁ」とか「今日みたいな日が毎日続けばいいなぁ」とかのたまっていた。

　一周目と二周目と三周目の俺が真剣になったのは、胸のサイズを調べようとしたことと、ニーナに不ふ埒らちな行いをしようとした時だけ。

　エロザルどころじゃない。二ふた葉ばの言った通り、どこまでも平和な脳みそだ。

　一番近くにいた人の声も聞こえちゃいなかった。

　もし、また過去に行くことがあれば、今度こそ自分を殴ってやる。

　そして、こう怒鳴りつけてやる。

　目を覚ませ！　目を開けろ！　耳の穴をかっぽじれ！

　特別なことはいらない。それさえできていれば、すぐに気づけたはずなんだ。

　六月九日――。

　あの日、俺おれはナナさんの家に行って玄関先で追い返された。

　気落ちして帰った俺を待っていたのは、ニーナ。

　それから外食に誘ってくれた。喫茶ベロニカに。

　俺を気遣って、励まそうとしてくれた。

　心が癒いやされた俺は、愚痴にも似た心情を吐露した。

『ニーナといる時が一番楽しい』と。

　大好きな料理を食べて、俺に言われたその言葉を嬉うれしいと思ってくれた。

　だからニーナは、何千日とある過去の中から、何万何億とある時間の中から、その時を『戻りたい過去』に設定してくれた。無意識のうちにその日を選んでくれた。俺と一緒に戻りたい、と思ってくれた。

　だから俺たちはタイムスリップをした。六月九日に。

　そんなこと、すぐに気づけたはずだ。

　眠ったように生きてさえいなければ。

「俺はバカだ。大切なことに気づくのに五ヶ月も、いや、十ヶ月もかかった。気づかないだけじゃなく、何度もニーナを傷つけた。どこまでも救えない大バカ野郎だ！」

「……まだ話は終わらへんの？」

　アンナさんが退屈そうに首を鳴らす。アンタも退屈か？

　悪いな。もう少しだけ遠回りをさせてくれ。

「でももう、わかった。未来も過去も何もかもわからないバカにも、一つだけわかった。一つしかわからない。だからこそ、たった一つのわかることだけをやってやる！」

「何やそれ？」

　こんなベッタベタなことを言うのは恥ずかしいけれど――。



「それは、今だ」



「はっ。そんな恥ずかしいセリフよう真顔で言えるな」

　アンナさんは呆あきれたように肩をすくめる。

「でも俺のじゃないですよ。何よりも大切なのはニーナの『今』です」

　ニーナを助ける方法。

　それは頬ほおを引っ張って口角を吊つり上あげることではない。

　ましてや、ベッドに組み伏せて能力を消そうとする行いなんかじゃない。

　本当の意味で助ける方法は――

　本当の意味でニーナを楽しませることだ。

　時には思いきり泣かせてあげるような、そういう「楽しい」だ。

　要するに。

「ニーナの『今日』を毎日、過去最高にしてやる。そうすればまた過去にタイムスリップをしても昨日に戻るだけで済む。五ヶ月もジッとしてたんだ、一日ぐらいどうってこともない。もう能力の暴走に怯おびえる必要なんてない。それでもまた昨日以外に行ったとしても、そこが大昔の中国でも、あの世で閻えん魔ま様とご対面しても、ニーナと一緒ならば腹を抱えて大爆笑できる。いつのどこに行ったって心の底から笑わせてやる」

　あのニーナがよりにもよって文化祭の日に帰りたいわけがないんだ。

　だからそう、俺おれのやるべきことはただ一つだ。

　俺はビシッとアンナさんを指さす。

「あなたの娘は渡さない！　絶対に！」

　時間稼ぎはここまで。俺の「作戦」はやっぱり予定通りにいかないな。

　まあいい。やることは変わらない。

「ちょっと感動するわ」

　アンナさんがほんの一瞬だけ、優しい目で微笑ほほえんだ。母親の目で。

　だが、すぐにエメラルドの瞳ひとみに敵意丸出しの光が宿る。

「それでも渡せと言うたら？」

「渡しません」

「力尽くで奪うと言うたら？」

「守る！」

「ほな、遠慮なく」

　アンナさんは履いていたヒールを脱ぎ捨てた。

　俺は右の拳こぶしを固く握にぎって、腰を落とす。

　ここだけはニーナの願いに応えるつもりはない。

　ニーナのママだけど、向かってくるのなら躊躇ためらいなく殴るつもりだ。

　裸足はだしになったアンナさんが、トンッ、と小さなステップを刻んだ。

　その刹せつ那な――。

　矢のような速度でアンナさんが飛んできた！

　躊躇いも気構えも良心の呵か責しやくも不必要な速度。

　アンナさんの右拳が、俺の顔の左側にぶつかった。

　――――！

　グギャとかゴキンとかそんな感じの打撃音というよりは金属音が、頭ず蓋がい骨こつに鳴り響く。

「なんや、えらい呆あつ気けないな。守るんやなかったんか？　口だけか？」

　数メートルも派手に吹き飛ばされた俺おれを諭すように言う。言ったと思う。耳鳴りがうるさくてハッキリ聞こえなかった。

「ヨシロ――――！」

　叫んで俺の元に駆け寄ろうとするニーナの腕をアンナさんが掴つかんだ。と思う。

　俺は二人に背を向ける形で金網フェンスにしがみついていた。

　そうしなければ立っていられない。

　何も見えない。触れなくても瞼まぶたが腫はれるのがわかる。二ふた葉ばと行った公園の街灯みたいに目の前がチカチカと明滅する。鼻からボタボタと血が落ちる。口の中に鉄の味が広がる。痛みは感じない。それよりも気分が悪い。瞼の重みに任せて目を閉じるだけで、あらゆる不快感から解放されると直感でわかる。

「さあ、帰るで。ニーナ」

「イヤや……！」

　そんなやりとりが遥はるか遠くから聞こえてくるようだった。

　それよりも遠くから、別の声が聞こえた。待ちに待った声が。



『えー、柊ひいらぎ先生の必死の、といいますか、号ごう泣きゆうの嘆たん願がんがありまして、予定の時間より早いですが、ミスコンの結果発表をしたいと思います』



　スピーカーから流れる司会者（生徒会長）の声。

　アンナさんは気にもとめない。



『――それでは発表します。本年度のミスコン優勝者は一年Ｂ組、ニーナ・ヴァレンティさんです！』



「最後にエエ想い出ができたな」

　そうニーナに言うアンナさんは、まだ気づかない。



『ニーナさん、壇上にどうぞ！』



　体育館から割れんばかりの拍手と親衛隊による野太い歓声。その喧けん噪そうに埋もれるぐらい小さな声で、

「……え」

　と、アンナさんが呻うめいた。

　気絶寸前の俺は最後の力を振り絞って、近ちか頃ごろミシン部でちょっとしたブームになりかけている笑い方をする。

「うわははははは！」

　その高笑いに反応するかのように、アンナさんが腕を掴つかんでいる『ニーナ』も時間切れ。

「ご、ごめん、もう限界……！」

　ニーナは『元の姿』に戻った。ヒカル子この姿に。

「な……んや、これ……」

　アンナさんは状況が呑のみ込めていないまま、ヒカルから手を放す。

　ヒカルは金網と同化しつつある俺おれの元に駆けてくる。

「さ、佐さ々さ木きくん、大丈夫？」

「……お、おう。まったく大丈夫じゃないけど、お前もヤバいぞ、その脂あぶら汗あせ」

「う……。実はかなり危ないんだよね……」

　ヒカルは気丈に笑いながら両手で腹部を押さえている。

「早く行け。大事故になったらマジで笑えないぞ」

「で、でも」

「心配するな」

「うん。わかった」

　ヒカルは走りかけてすぐに振り返る。

「ボ、ボクもこれで話に参加できたかな？」

「参加どころじゃないぞ。主役級だ。特に『ヨシロ―――！』のところ最高。マーロン・ブランド並みだった」



    

  
    
      



    

  
    
      「……ボクもう女なんだけど、まあいっか」

　ヒカルは猛ダッシュで屋上から去った。

　俺おれは地面に寝転がりながら、歯は噛がみしているアンナさんに、

「本物のニーナは今いま頃ごろ、胴上げでもされてますよ」

「……」

「ニーナを帰したくないのは俺だけじゃない。それでも連れて帰ると言うなら、総勢八十名の親衛隊が武装してイタリアまで追いかけます」

「……やってくれるや――」

　と、アンナさんが久しぶりに発した言葉をスピーカーから流れる本物の娘の声がかき消した。



『ヨシロー聞こえてる？　ホンマにありがとう！　今までで一番楽しい！　一番幸せ！』



　そうだろう、と俺は胸の中で納得する。

　いつもいつも自分よりも他人の幸せを願うニーナが最高にハッピーになれるのは、皆が同じようにハッピーな状況だからな。山やま田だとか親衛隊のヤツらも含めてさ。

　スピーカーから流れるニーナの謝しや辞じにはとっておきの続きがあった。



『ウチ、いつでもどこにでも行けるように、そうなれるよう頑張るから、そしたら一緒にヨシローのパパとママに会いに行こうな！』



　鼻血だけじゃなく、目からも水分が溢あふれそうになった。

　怖いと言ってしまった能力で、怖いと漏らしたその能力で、俺の夢を叶かなえようとしてくれる。また俺の心を丸ごと救ってくれる。

　ニーナ、お前は本当に太陽みたいだよ。

「でも会うのはマズいんだって……」

　苦笑しながら震ふるえる太ももを叩たたいて、金網を掴つかんで、起き上がる。

「……今をしのいだだけやん」

　アンナさんが悔しげに言う。さらに。

「この後はどうするんや？　明日もまた奪いに来るで？」

　それはその通り。

　俺の作戦は、ただ今日をしのぐためだけの、一回限りの手品だ。二度目はない。

　だけど。

「何度も言わせないでください。俺はバカだ。明日のことなんかわからない」

　ビシッ――じゃなく、ヘナヘナと指さす。

　そこでまた膝ひざをつく。ヤバいマジでもう無理かも、と心も折れかけた。

　と、そこへ。

「管かん崎ざき家の婿養子に何してくれてんのよ、逮捕すんぞコノヤロー」

　黒いストッキングと高いヒールを履いた女性警官の美脚が、目の前に現れた。

「……威勢がいいな、二位タヌキ」

　スリットの入ったチャイナドレスからのびる生足も見えた。

「五位に言われたくねぇんだよ」

「……今年は本気じゃなかった」

「おー、キツネのくせに珍しくいいこと言うじゃない。そうよね、勝ち逃げなんて絶対にさせないわ」

「……当然だ」

「つーわけで。ミルク搾ってやるよ、親ホルスタイン」

　ミシン部最凶にして最強のユニットが同時に地面を蹴けった。

　が、一いつ蹴しゆう――。

　ボコンという鈍い音の後、黒と肌色の脚が元の位置に戻された。地面しか見えていない俺おれには何が起こったのかわからない。でも殴られてはいないと思う。

「アンタら揃そろいも揃そろってアホやな。エスパーに素手で向かってどないすんねん」

「う、うるせぇ」

「……黙れ」

　二人はまた突進前のイノシシのように足踏みとステップをして、アンナさんに向かっていこうとしている。

　そんな二人の前に這はいつくばって、出る。

「うぅ……あ……」

　とかなんとか呻うめきながら。

「ヨシローくん、ダメよ」

「下がれ、まゆ毛」

　聞こえないフリをして、中腰にまでどうにか体を立たせて、アンナさんに近づく。

　今回だけじゃない。

　いつだってみんなに助けられてばかりだ。特に、この二人にはいつも。

　たまには俺がやらなきゃ。俺が守るって言ったんだから。

　ヨロヨロと接近する俺をアンナさんは待っていた。俺の姿と顔が怖かったからかもしれない。両目の塞ふさがったゾンビそのものだろうから。

　ゾンビは、アンナさんの娘よりも大きいかもしれない胸に顔を埋めるようにしてしがみつく。この期に及んでサルになったわけではない。

　俺がならなきゃいけないのはサルじゃなく、イカだ。エロイカだ。ま、英雄なんてものには程遠いけどさ。

「行かせない……行かせない……」

　うわごとのように繰り返し、ズルズルと崩れ落ちても、みっともなく細い足首を必死に掴つかんだ。

　アンナさんがあきらめてくれるまで、このまま一生へばりついてやる。

　それが俺おれの選んだ未来だ。

　今から先のすべての時間をそのためだけにくれてやる。

「……降参。ここまでされたらもう何もできんわ。アタシの負け」

　と、アンナさんが投了してくれたところで。

　限界。

　俺は、オチた。薄れゆく意識の中、

「ねえモモ、それでエエやろ？」

「いいどころか、やりすぎよ」

　そんな会話と、

「「え……」」

　キツネとタヌキがきれいにハモった絶句が屋上に響いていた。



　夢見心地で長い時間眠っていたと思ったけど、俺が保健室のベッドで意識を失っていたのは三十分ほどだったらしい。

　実際は目を開ける二分ぐらい前から意識は取り戻していた。声も聞こえていた。

「えーっ！　あの女の子がヒカル？　ヒカルってエスパーやったんか？」

「私もつい最近、知ったのよぉ」

「へぇ。しっかし、あれにはやられたわ。まさかあんな方法でくるとは」

「私も驚いたわ」

「アタシ、すっごく間抜けな顔してたやろ？」

「いつも間抜けじゃない」

「……モモのそういうところがナナに似たんやな。おっぱいの大きさは似てへんのに」

「それ気にしてるんだから本人に言っちゃダメよ」

　こんな感じのほのぼのした会話が。

　アンタは賢いから、もうわかっているんだろ？

　これもよーく考えれば、わかることだったな。

　未来を未来にするために――。

　そのためには出発点もちゃんと存在しなければならない。アンナさんがニーナを連れて帰ろうとしてニーナが絶叫して俺たちがタイムスリップする歴史も消してはいけない。

　そういうことだよな？

　俺は体を起こす。目は開けたけど、膨ふくれあがった瞼まぶたのせいでほとんど前が見えない。

「つまり、お二人が仕組んだってことですか？」

　二人の美人ママは柔らかく微笑ほほえんだ。

「仕組んだなんて意地悪な言い方せんといてよね。アタシはモモに言われた通りにやったまでや。恨むならモモにして」

　あの震ふるえ上がるようなエメラルドの眼差しが優しく爛らん々らんと輝く。

　どうやら真犯人であり今回の事件の黒幕であるモモコさんに一応、訊たずねてみる。

「あの海外旅行の行き先は？」

「イタリア。アンナに会いに行ったのよ」

「モモったら何の連絡もなしで来るんやもん、ビックリしたわ」

　やっぱりか。

「てことは、ニーナのこと怒ってないんですね？」

「もちろん！　世界で一番愛してる！」

「……それならいいです……」

　ただただ脱力。もう一度、寝転がり天井を仰ぐ。

「さて、愛しのニーナと一緒に遊んでこようっと」

　アンナさんがパイプ椅い子すから立ち上がる。

「あ、そうや。ヨシロー、さっきのプロポーズはホンマに感動したで。できれば、本物のニーナにも今日と同じこと言ってあげてな」

　日本人には決してマネできない華麗なウィンクをくれて、アンナさんは保健室から出て行った。プロポーズじゃないですよ、と俺おれが言うのも聞かずに。

「……アンナさん、キャラ変わりすぎですよ」

「そうでもないわよ。今日のことは半分演技で、半分は本気だもの」

「あれで半分か……」

　いつか、俺たちの前に本物の敵対的立場の人間が現れるかもしれない。

　アンナさんの演技よりも狡こう猾かつで悪意に満ちた人、超能力を利用しようとする人が。

　もし、そんなことが起きたら、俺は今回と同じように守ろうとするだろう。

　そして、守れないだろう。

　今回の「予行演習」ですら、俺たち六人は束になっても勝てなかった。

　勝つとか勝たないではなく、完全なる敗北。悪い言い方をすれば、先輩超能力者二人の手のひらで転がされ踊らされた。

　守る、だなんて偉そうに言うだけじゃ何も守れない。

　手品的な奇襲戦法ではなく、純粋な力が必要になる。

　その力を身につけなければならないのは、俺だ。

　他のみんなは女で、どれだけ頼りなくても俺は男だから。

「アンナの能力が何か、わかる？」

「空を飛べるんでしょ？」

「違うわ。アンナは空なんて飛べない。六秒間、空気の上に乗れるだけ」

「……ん？」

　違いがよくわからん。

「要するに、ちっぽけな能力だということよ。でも、それを上手に使っているの」

「上手に、使う……？」

「そう。あなたたちは皆、自分の力を疎うとましく感じているみたいだけど、人と違うということや欠落しているということは、長所にもなるのよ」

　長所……。そういう発想はしたことがなかった。

　モモコさんは柔らかい微笑ほほえみを消して、真顔で俺おれを見つめ、

「これも宿題ね」

　ね、の音を半音上げた。

　何とも難しい宿題であり、何とも厳しい先輩だ。

「でも、せめてナナさんには教えてもよかったんじゃないですか？」

「ちょっと迷ったんだけどね、自分の娘だけを贔ひい屓きするわけにもいかないでしょ」

　モモコさんは俺たち世代のエスパーを飴あめと鞭むちを巧たくみに使い分けながら大きな愛で見守ってくれる母のような存在だと捉とらえるべきだな。

「それからね」

　聖母はさらに顔を険けわしくさせる。

「与よ四し郎ろうくんにはもう一つ、宿題があるわ」

「まだあるんですか……」

「未来のことよ。未来の子供のこと」

「それが何か？」

「その子供の母親は誰だれだと思う？」

「俺も気になって色々と探ってはみたんですけど、わかりませんでした」

「わからない、ということが情報よ。きっと今の与四郎くんが知っている女性なの。髪が金色だとか目がタレ目だとか今の与四郎くんが見てもわかる特徴がある。そうじゃなきゃ外見を隠す必要がないでしょ？」

「……はっ。言われてみれば確かに……」

　かなり惜しいところまでは考えたけど、あと一歩足りなかったか。モモコさんは、やっぱり言わなきゃよかったかしら、と前置きしてから核心に触れた。

「つまりね、与四郎くんは未来を変えられるってことよ」

「……なぜですか？」

「誰とも結婚しなければ、子供は生まれてこないでしょ？」

「それはまあ、常識的に言えば」

「そういう未来も選べるということ。あなただけが時の歯車をズラせる。未来に縛られる必要はないわ。無理矢理、誰かと結婚する必要も」

「………」

　言われた意味を考えて、頭の中がグルグルして、湯気が出てきそうになった。

「あー、やっぱり俺おれはどうもその時間系の話がわかりません。でも心配いらないですよ。俺はプチのいる未来を選びます。その未来に繋つなげます」

「どうして？」

「あの子、俺に教えてくれたんですよ」



　唯一、プチが未来について答えてくれた時。

　俺の質問は、

『プチ、超能力者でいることは辛くないか？　怖くないか？』

　プチの答えは、

『時々、辛いこともあるけど大丈夫。だって、友達がたくさんいるから』

　そんな素敵な未来をわざわざ捨てる理由なんて、どこにもない。



「そう」

　モモコさんはどこか満足した様子で柔らかい微笑ほほえみに戻った。

「……まあ、それだけがあの未来を選ぶ理由でもないですけど」

「ところで、そのプチちゃん？　その子の髪の色は何色だったの？」

　と、微笑みモードのモモコさん。威圧感がある方の微笑みモードだ。

「……？　いや、だからわからなかったんですよ」

「よく思い出して。ちょっと茶色っぽかったんじゃない？」

「だからですね――」

「栗くり色いろだったでしょ？」

「そ、それは――」

「ねえ？　そうでしょ？　ムコ殿ぉ？」

「…………そ、そうだった気がします」

　やっぱり管かん崎ざき家だけの母だな。



　ミシン部のコスプレ喫茶は終日、行列が途と絶だえることなく大盛況だった。なんてったって、ミスコンの上位入賞者五人がコスプレをしていたのだから。

　だけど、一番の集客を誇ったのは我らが一年Ｂ組のお化け屋敷。それは本物のゾンビにそっくりなお化け人形の代理による力が大きい。なんてったって学校一の嫌われ者に銃を撃てるのだから。

　さすがに生身の人間に空気銃を撃つことは禁止となり、銃ではなくゴムボールや水風船が手渡されたけど、どっちも本気で投げつけられたら結構、痛い。超痛い。教室中を逃げ回った。そのことがまた追う側の心をかき立てたようで、途絶えることのないハンターの列に担任の谷山先生の顔が見えたような気もするけど、見間違いだと信じたい。

　すごく痛かったけど、みんな楽しそうに笑ってくれたから、それでいい。



　夕方。懸念された雨は最後まで降ることはなかった。

　祭りの終わりは校庭でのフォークダンス。古式ゆかしいそのイベントに初めこそ生徒は戸惑いや恥ずかしさでモジモジとしていたけど、ひと組ふた組と踊りだし、輪が広がって、やがて大きな大きな輪になった。

　俺おれはその様子を屋上から見ていた。俺が参加すると輪が断絶されてしまう、というわけではなく（もちろんそういう気遣いもあったけど）なんとなく屋上で終わりを迎えたかったんだ。始まった場所で終わりたかった。

　バン！　と、ドアが開いて誰だれかがやってきた。その開け方で誰だかわかるので振り返りはしない。

　誰かさんは無言のまま隣に立ち、吊つり上あがった目で俺を見る。

「……何だ、その顔は」

「これは一人の留学生を守ろうとして見事なまでに返り討ちを食らった顔だ」

「……バカのくせに上手いこと言う」

　二ふた葉ばはポケットから何かを取り出し、俺の額に痛くない程度の速さでぶつけた。

　それは我が家の鍵かぎ。

「考えてみたらコイツも時間を旅した戦友なんだよな」

「……それは上手くないぞ」

「うるせ」

　俺は鍵をポケットに仕舞って、わざとらしくまだ白くはならない息を吐いてみる。

「なあ、二葉」

「……何？」

「ヒカルはまだまだ馴な染じめずにいるし、柊ひいらぎちゃんは危うさがますますエスカレートしてるし、ニーナはトンデモナイことやらかしてくれたし、俺はバカに磨きがかかる一方だし、お前とナナさんはどこまでいっても仲が悪いし、俺たち全然いい感じなんかじゃないし、ちーっとも平和じゃないけどさ」

「……」

「今日、楽しかったな」

　二葉は言いたくない時の顔をして、咳せき払ばらいを一つ挟んだ。

「うん」

「なんだか五ヶ月間も文化祭していたような気分だ」

「……上手くないぞ」

「うるせ」



　フォークダンスの大きな輪を見下ろしながら、たっぷりと余韻に浸る。

　祭りの終わりも案外、悪くない。



    

  
    
      
　エピローグ





　せっかくなので、ミスコンの順位を発表しながら後日談をしよう。



　獲得票数九十八票で第二位・ナナさんは、二位という女帝にあるまじき不名誉な順位にさほどお怒りにはならなかった。

　俺おれが誰だれに投票したのかも追及はされなかった。

「あんなものは所しよ詮せん、文化祭のお遊びだもん」

　と、不気味なほどの大人発言をなさった。

　しかし。

「――で、プチっていったっけ？　その子の足は長かったの？」

「それは訊きいたけど教えてもらえませんでした」

「じゃあ、髪の色は？」

「だからそれは――」

「茶色でしょ？　上品な栗くり毛げだったでしょ？　少なくともペンキを塗ったみたいな下品な黒ではなかったでしょ？」

「えっとですね……」

「つーか、ぶっちゃけ私にそっくりだったでしょ？　そうでしょ？」

　俺が「はい」と頷うなずくまで拷問された。

　でもねナナさんあなたに似ているということは妹さんにも似ていることになるんですよ、とは言えるわけがなかった。



　獲得票数五十一票だったけど教師なので無効扱いとなった事実上の三位・柊ひいらぎちゃんは、文化祭の後しばらく俺の顔を見ると完熟トマトみたいに全身を真っ赤に染めて、まともに話すらしてくれなかった。

　その理由はニーナに泣かされた時のセリフにあるだろう。別に逃げなくてもいいのにと寂しい思いがする半面、まあ無理もないかと思う。

　それはそれとして、さすがに抱き枕まくらはないだろう、とも思う。



　獲得票数五十票で繰り上がり三位のヒカルは、

「繰り上がりっていうのがなぁ……別にいいんだけどね、でもやっぱりな……」

　と、口を尖とがらせた。それがまた可愛かわいいのなんの。このままだと近い将来、劉備りゆうびによって天下統一がなされるかもしれない。

「あ、ねえ、今度また家に遊びに来てよ。それでね、今度は、ナナがいない時に、佐さ々さ木きくん一人で来て……もいいんじゃないかなって、思うんだけど」

「お、お前、そんなこと、俺おれまたダメなサルになるかもしれないぞ？」

　と言うと、俯うつむいて指を遊ばせながら、

「ボクはいいけど……」

　もう少し心を濁らせた方がいい。色んな意味で心配だ。



　ミスコンとはまったく関係のない山やま田だは、文化祭の翌日、俺にメールをくれた。それは女性陣のコスプレ姿を写した写メ。

　なかなか憎いご褒美をくれるな、と見直したけど、俺の送った暗号メールがなぜか全校生徒に知れ渡り、まゆ毛に対する嫌悪感が青天井でアップした。



　獲得票数九十九票の栄えあるグランプリに輝いたニーナは、文化祭の日、アンナさんを空港に見送りに行ってからすぐ、俺の部屋に帰ってきた。

「なんとなく懐かしいな～」

　と軽～く感傷に浸ってから、いきなり俺をベッドの上に押し倒して、組み伏せた。

「ほな、あの日の続きしよか」

　言いながらブラウスのボタンを外しだす。

「ちょ、ちょ、ちょっと待て！　何なんだよ、急に！」

「ママがな、ウチはもっと積極的にならんとアカンって言うねん。そうやないとツゴーのエエ女になってしまうよって」

「ニーナほど積極的でこっちの都合お構いなしなヤツもいないって！」

「そっかそっか」

　わりと本気で抵抗しているのにニーナを振り払えない。もしかして、俺って単純に非力なんじゃないだろうか？

「おサッル～♪　二人でおッサルさん～♪」

　と、ニーナが自作の「サルの歌」を奏かなでつつブラウスを脱ぎかけたところで、

「あー！　そうだ！　忘れないうちにアレをやっておこう、な？」

「そんなんまた明日でエエやん」

「いいや、俺たちバカなんだから明日になったら忘れる可能性大だろ？　な？　な？」

「えー……。ま、エエけど」

「じゃ、コンビニ行ってくる」

　俺はするりと抜け出して、逃げるように部屋を出た。サルになる一秒前だった。



　マンションから一番近くのコンビニには「それ」が売ってなくて、別のコンビニにまで足を延ばした。

　そこで獲得票数三十一票の五位・二ふた葉ばとばったり遭遇。ま、二葉の家から一番近いコンビニだからばったりということでもないけどね。

「よ、よう」

「……」

　相変わらず挨あい拶さつをしやがらない。

　その店にはちゃんと目当てのものがあった。それは、茶封筒に白い便びん箋せんのレターセット。俺おれが見たのと同じもの。プチが持っていたのと同じもの。なんともまあ、歴史というやつは都合よくできているものだ。

　品物を購入して店を出る。二葉も店を出た。

「送ってやろうか？」

「……断る」

　そうはいっても途中までは一緒なので並んで歩いた。なぜか足の裏がもにょもにょしてフワフワと落ち着かないので、

「しかし、お前に投票するヤツが三十人もいるとは我が校の男子は見る目がないよな」

　と、意地悪く話しかける。黙れまゆ毛、と言いながら殴りかかってくれた方が落ち着けそうな気がしたから。

　ところが。

　二葉はビクンと一瞬固まってから、俺をジーッと睨にらんだ。いや、睨むというほど険けわしい表情ではない。

「な、何だよ？」

「……………三十一」

「ん？」

　二葉は俺を指さす。

「三十って言った」

「え？」

　二葉は自分を指す。

「……三十一」

　もう自らの失言には気づいていたけど、認めはしない。

「俺は三十一って言ったじゃないか」

　二葉は首をふるふると横に振る。

「三十って言った」

　その無表情が、なぜだか勝ち誇ったように見えたので、俺はしないつもりでいた本当の意地悪で仕返しを試みる。

　レジ袋の中から焼きプリンを取り出し、仏ぶつ頂ちよう面づらに見せつける。

「ちゃんと売ってるじゃないか」

「！」

　二ふた葉ばはさっきよりも大きくビクンとなって、今度はしっかり険けわしい目つきで俺おれを睨にらんできた。

「………新発売だ」

「んなわけないだろ」

「黙れ。三十」

「焼きプリン」

「三十」

「焼きプリン」

「まゆ毛三十」

「それ、本数みたいになってるじゃないか……」

　いつもの曲がり角まで延々と繰り返した。



　部屋に戻ってから、ニーナと手紙を書いた。宛あて先さきは未来の……いや過去の……あれ～？

「この場合、どっちになるんだ？」

「どっちでもエエんちゃうか」

「そだな」

　宛先は未来か過去の自分。それはまあ、どっちでもいい。問題なのは……

「「うん……」」



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれとニーナは腕を組んでテーブルの上の便びん箋せんを睨にらむ。悩む。唸うなる。

「……やっぱ書かなきゃダメかな？」

「そうやと思うけど……」

　五分以上悩んだ末、決意を固めた。

　未来をプチのいる未来にするために――。

　今のところわかっていることをやらなければならない。だから、消え去りたいほど恥ずかしい気持ちで、手紙の一行目を綴つづった。



　デア、俺。元気にしてるか？



　……恥ずかしすぎる。



ＥＮＤ



    

  
    
      
あとがき





　問題。

　Ａさんが携帯電話を持ったまま未来から今日にタイムスリップをしました。同じ時間に二人のＡさんと、まったく同じ二つの携帯電話がある状態です。

　そして、ＢさんがＡさんの携帯電話に電話をかけます。

　さて、この場合どちらのＡさんに電話が繋つながるのでしょうか？



　答え。

　わかりません。



　今回の話を考えているときにふと思いついた疑問なのですが、どうにも答えがわかりません。色んな人に訊たずねてみても答えはバラバラです。今日のＡさん、という人もいれば、未来から来た方、と言う人もいるし、両方に繋がる、という解答もありました。そもそも問題として成立していない、とか、タイムスリップをする状況や条件を示してくれないと解答しかねる、というもっともなご指摘には耳を塞ふさぎました。

　あらゆる矛む盾じゆんとか齟そ齬ごとかに目をつぶって考えたとして、正解は何でしょうか？

　もし、わかる人がいれば教えてください。

　ともあれ。一昔前は携帯電話すらなかったわけで、当然、右のような疑問もふとよぎるほど身近なものではなかったはずです。技術の進歩とそれに伴う想像力の広がりを思うと何だかワクワクしてきませんか？

　今から数十年後のＳＦ小説はどんな風になっているのだろう、と夢想するこの頃ごろです。



　では、簡単に謝しや辞じを。

　タカハルさん、えっと……今回も僕の遅筆のせいで厳しいスケジュールを押しつけてしまって本当に申し訳ないです……。そして、ありがとうです。

　巧たくみな手た綱づな捌さばきでゴールまで導いてくれる名騎手の担当さん、これからもコンビとして走り続けましょう！　バシバシ鞭むちをいれてください。もちろん変な意味じゃなくて。

　出版に尽力頂いた全ての方々、とりわけ、いつも誤字脱字が多くて迷惑をかけているであろう校正さんには深く深くお礼とお詫びを。

　そして「ぴにおん！３」を読んでくれた読者の皆様、一分でも一秒でもこの本で楽しんでもらえたら嬉うれしいかぎりです。



　それではまた、近いうちに会いましょう。



樋ひ口ぐち　司つかさ　



    

  
    
      　著者

　樋口司（ひぐち・つかさ）

　　兵庫県在住。さそり座のＢ型。

　　第四回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧佳作＞∨受賞。

　　愛犬ゴエモンと戯れつつ、執筆に勤しむ毎日。

　　好きな映画は「シャロウ・グレイブ」



　イラスト

　タカハル

　　２月23日生まれ。兵庫県出身、東京在住。

　　千里の道も一歩からということで色々なことに手を染めつつ日々楽しくイラストを描いてます。



　　ＷＥＢサイト「黒錦」

　　http://kuronisiki.sakura.ne.jp/
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